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第一章　再会









「こ、こんにちは。タキモトインテリアの柳やなぎ本もとと申します」

　緊張して声が上擦ってしまった柳本花か琳りんは、第一関門をどうにかクリアした。すぐに案内してくれると言われ、受付の女性と共に取引先の社内に足を踏み入れる。緊張しすぎて手と足が同時に出てしまいそうだったが、小柄な女性の背中を必死に追いかけ、周りを気にする余裕もない。

　花琳は憧れのインテリアメーカー、タキモトインテリアに就職し、現在はプランナー兼コーディネーターとして日々研鑽中だ。入社三年目となった花琳に任されたのは、取引先の東とう條じょう建設が手掛ける分譲住宅のインテリアコーディネートだ。

　この日、東條建設の担当者と初顔合わせがあり、花琳はデザイナーの佐さ藤とう大だい地ちと一緒に受付の女性に会議室へと案内されているところだった。

「ヤナギ……」

　花琳は背中越しに呼ばれたような気がして振り返った。すぐ後ろを歩いていた大地に怪訝そうな顔をされ、彼女はすぐに前を向いた。

（前にもこんなことがあったのよね。ヤナギって呼ばれてつい返事をしちゃって……）

　そんな思い出が脳裏に浮かんだが、花琳はすぐに頭を切り替えた。第三会議室とプレートが掲げられた部屋に案内され、花琳と大地はその部屋に入った。

「こちらでお待ちくださいませ」

　受付から会議室まで案内してくれた女性は、綺麗なお辞儀をして退出した。

「ヤナギ、緊張しすぎだ。少し肩の力を抜いたほうがいい。今日は顔合わせと簡単な打ち合わせだ」

「大地さん、簡単に言わないでください。はじめてで何をどうしていいのか」

　大地に声を掛けてもらったが、花琳は緊張で心臓が口から飛び出しそうだった。

「初仕事だからな。俺もサポートするから」

　大地の言葉に花琳は少しだけ笑みを浮かべた。

「お前にはその笑顔があるじゃないか。頑張るぞ」

　二人が小さな声でやり取りをしていると、会議室のドアが開いた。

「お待たせして申し訳ありません」

　その声にドキッとしながら、花琳は振り返った。

（あっ！）

　思わず声を出しそうになったが、どうにか言葉を飲み込んだ。

「東條建設設計士の高たか橋はしです」

「東條建設建築デザイナーの柳やなぎ田だです」

　二人から挨拶され、名刺を渡される。

「タキモトインテリアデザイナーの佐藤です」

「タキモトインテリアのプランナー兼コーディネーターの柳本です」

　花琳も名刺を差し出しながら、挨拶を交わした。

「柳本さん、久しぶりだね」

　柳田からそう言われ、花琳は複雑な気持ちを押し殺しながら頷いた。

「知り合いか？」

　大地に訊かれた花琳は小さく頷いた。

「はい、中学高校の時の……同級生です」

　柳田智さとしとは、地元の中高一貫校で同級生だった。しかし、花琳の記憶にある智とは違っていた。中学の時はクラスも違い、接点がなく、花琳が知っているのは高校時代の智だが、彼は今のように明るくはきはきとした話し方をしていなかったし、声も違うと思った。

　以前の彼はぶっきらぼうで近寄りがたいオーラを纏っていた。背は今より少し低かったような気もするが、一八〇センチ以上あったと思う。少し猫背なのは変わらない。そして小さめの顔に目や鼻が大きくて彫りの深い顔立ちだった。寡黙な智はいつも不機嫌そうに見えた。

（仕事だもの。営業スマイルもできるようになっただろうし）

　花琳はそう思ったが、自分はまったく変わっていないのだろう。花琳に声を掛けてきた時、彼の目は懐かしそうに少し細められた。

　高校の時とは変わらない一六七センチの身長、ふっくらとした体つきも変わらないし、丸めの顔に丸い鼻や目も特に変わっていないはずだ。高校の時と違うのは、ほんの少しだが化粧をしている程度だ。すっぴんとさほど変わらない薄化粧では、印象が変わることもないだろう。

「知り合いだったのか。それなら少しは緊張が和らいだか？」

　大地の言葉に花琳は頷くだけだった。

（知り合いの方が緊張するって言ったら、大地さんが呆れちゃうだろうなぁ）

　花琳はそう思って、あえて言葉にはしなかった。

「それでは顔合わせを始めましょうか」

　高橋という設計士が仕切り、打ち合わせが始まった。

「今回、私がデザインした分譲住宅のインテリアのコーディネートをお願いします。こちらが完成予想図の外観で、間取りはこのようになっております」

　智がパソコンの画面を見せてくれて、花琳と大地が覗き込んだ。

「現在、地鎮祭が終わって来週半ばに着工予定です。こちらは六区画あり、そのうちの一つが私のデザインとなっておりまして」

　智が外観の完成予定図を表示し、次に間取り図、それから立体空間上での３Ｄ間取り図をモニターに表示しながら、説明を加えてくれる。それからインテリアの希望を話し合い、予算と照らし合わせた上で要望をまとめていく。

「それではいくつかプランを提示させて頂こうと思います。次回は、いつ頃がよろしいでしょうか」

　大地がそう言い、智は高橋を見つめた。

「来週木曜日あたりでいかがでしょうか。タキモトインテリアのショールームを見たいので、そちらに伺ってもいいですか？」

　高橋の提案に大地は頷いた。

「時間は十四時以降でお願いしたいのですが」

「かしこまりました。では、十四時にお伺いします」

　智がそう答えたところで、第一回目の打ち合わせが無事に終わった。

「本日はお忙しい中、ありがとうございました」

　お互いにそう声を掛けて会議室を出た。智と高橋に見送られて、花琳は大地と一緒にロビーで挨拶をした。

「また来週、よろしくお願いします」

「インテリアのプラン、楽しみにしています」

　花琳の挨拶に応えるように智が挨拶をしてくれた。花琳が踵を返した瞬間、智の手が当たって手に何かを掴ませた。何もなかったかのように去っていく智の気配に、花琳も渡されたものをとりあえずジャケットのポケットにしまい込んだ。

「どうだった？　はじめての顔合わせ」

　大地に訊かれた花琳は苦笑を浮かべる。

「精一杯やったつもりですけど、必死だったので頭の中が混乱しています」

「そんなものだよ。それにしても建築デザイナーの柳田さん、期待されているんだろうなぁ」

「どうしてですか？」

「設計士の高橋が一緒だったからっていうのが一つなんだけど」

「高橋さんって知り合いですか？」

「何度か、仕事を一緒にさせてもらったことがある。彼とは同級生で、昔から妥協しない人だ。そして彼自身が認めたデザインじゃないと設計しないと言われているよ」

「そんなすごい人が柳田さんと組んでいるから、彼も期待されているってことですか？」

　花琳は丸い目を一層丸くしながら、話を聞いていた。

　会社に戻った花琳はスケジュールを調整しながら、まずリビングのインテリアを考えていた。いくつかの案を固めていると、時間が来てしまった。

　この日は同期と約束があった。定時で退社し、同期五人で居酒屋に向かう。

「まずは柳本、おめでとう！　同期の中では一番だね」

　そう言われた花琳は照れくさそうに笑うだけだ。

「プランナーとしての初仕事？」

　別の同期から質問され、花琳は唸った。

「うん、プランナーとしてもコーディネーターとしても、はじめて大きな仕事を任されたの。今は先方の希望に応えられるように、頑張りたいって思っているよ」

　花琳が素直に答えると、同期はみんな顔を見合わせて頷きながら聞いてくれる。花琳の同期は男性二名、女性三名だった。女性の一人は経理、もう一人は総務で花琳と男性二人はコーディネーターやプランナー、デザイナーとして仕事をしている。

「今年の社内コンテストのテーマが出たよ。ダイニングテーブルセットらしい。今回のテーマは難しくて」

　タキモトインテリアでは毎年、この時期に社内コンテストの題材が公表される。仕事内容に関わらず、チャレンジしたい人は誰でもコンテストに応募することができた。

「柳本はプランナーとしてデザイナーの誰かと組んで、社内コンテストに応募する？」

　そう訊かれた花琳は少しだけ考えた。社内コンテストには以前から興味があった。

「いい案が浮かんだら、参加するかも」

　曖昧な答えになってしまったが、みんなが頷いてくれていた。ほかにも仕事の話や愚痴、それに噂話にまで話は発展し、時間はあっという間に流れていった。

　花琳は途中で化粧室に行くために、席を立った。そして戻ろうとした時に、思いもよらない人物に声を掛けられた。

「こんなところでもう一度、会うとは思わなかった」

　昼間に再会した智に化粧室の傍で声を掛けられ、花琳はとっさに言葉が出なかった。

「先ほどは、お疲れ様でした」

　取り繕うように花琳は挨拶をし、智が微笑んでくれた。

「お疲れ様でした。あのさ、ちょっと話がしたいんだけど、時間つくってもらえる？」

（何の話だろう？　仕事の……こと？）

　断ることもできたが、今後、仕事をしていく上でやりにくくなるようでは困る。花琳は小さく頷いた。

「店を出て左に行くと、歩道橋があるんだ。その歩道橋を渡った先にあるコンビニの中で待っていて」

　智にそう言われ、花琳は席に戻ると、先に帰ると同期に告げた。

「ごめん、酔ったみたい」

　さほど飲んでいない花琳だが、頬が熱くなっていた。

「うん、少し顔が赤くなっているね。一人で大丈夫？」

　同期が心配そうに声を掛けてくれて、花琳は頷いた。

「歩いて帰れるうちに帰るね。また来月」

　月に一度程度、同期で集まるようにしているのもあり、都合次第で先に帰っても誰も気に留めないことは知っていた。

　花琳は店を出て左に曲がると、歩道橋を渡った。渡った目の前にコンビニを見つけて、中に入るとすぐに智がやってきた。

「静かなところで話がしたいんだけど」

　智に連れられて入ったのは、店内が少し薄暗いバーのようなところだった。

　飲み物を頼むと、智は静かに話し始めた。

「さっき電話番号を渡しただろう？」

「えっ？」

　花琳はハッとしてジャケットのポケットに手を入れた。くしゃっとよれた紙に、電話番号が書いてあった。

「気付いていなかったのか。すぐに電話してくると思って、待っていたんだ」

「ごめん」

「いろいろ、訊きたいことがあって」

　智の言葉に花琳は頷くだけだった。

「あのさ、気になっていることがあって、単刀直入に聞くけど……今はデザイナーの佐藤さんと付き合っているのか？」

　智がそう言い、花琳は驚いた。

「えっ？　付き合っていないよ」

「でも、名前で呼んでいたよな？」

「あ、そうか。気を付けなきゃいけないよね。会社にデザイナーの佐藤さんが三人いるの。一人は女性なんだけど、男性二人は紛らわしいからみんなが名前で呼ぶようになっていて」

「そっか。あのさ、あの頃の話をしてもいいかな？」

「あの頃って……」

「大学生になった頃の話」

　智の言葉に花琳はぎゅっと拳を握った。




　花琳たちの通っていた中高一貫校は進学校ということもあり、高校一年の夏休みから当然のように一週間ほどの補習授業があった。静まり返った教室でそれぞれに配られたプリントを終わらせる。席は出席番号順に並んで座るのが決まりで、席替えというイベントはなかった。そのため、花琳のすぐ前に座っていたのが智だった。

　彼の背中は大きく、黒板が見えにくい。花琳のことを気遣ってくれたのか、智の背中はいつも丸くなっていて、彼女にも黒板が見えるようにしてくれているのだと勝手に思っていた。

　その日も席が一番後ろの花琳がプリントを回収していると、ちらりと見えた智の手元にあるノートに驚いた。

（リビングの風景？　設計かな？　建築デザインかな？　間取りみたいなのがちらっと見えた）

　花琳は気になって、近寄りがたい雰囲気を出している智に思い切って話しかけた。

「ごめん、柳田くんのノートをチラ見しちゃった。それって住宅デザイン？」

「よくわかったな」

「リビングだよね？」

「リビングダイニング、カウンターキッチンって感じかな。設計に興味があるのか？」

「私はインテリアに興味があるの。小学生の時に行かなかった？　社会科見学でタキモトインテリアの工場に」

「あ、行った。確かローテーブルの制作工程を見ていたんだけど」

「私はソファだった。それを見てソファっていっても一つじゃないって気付いて、インテリア一つで部屋の雰囲気が変わるのが、面白いなぁって思って。それからインテリアを見るたびに、いろんな想像しちゃうの」

「じゃ、将来はインテリアデザイナー？」

「ううん、残念ながらそっちの才能はないの。コーディネーターかなぁ。既存のインテリアを選ぶお手伝いをしたいと思っていて。柳田くんは一級建築士？」

「一級建築士、というよりも戸建てのデザインを専門的にやりたい。だから建築デザイナーを目指している。もちろん、構造とか耐久とか学ぶ必要があるから、二級建築士の資格は必要なんだ」

「タワーマンションとか、オフィスビルには興味がないの？」

「興味はあるけど、一級建築士の勉強するために大学院に行く時間よりも、早く現場で戸建てのデザインを覚えたい」

　智の夢を聞き、花琳の夢であるインテリアコーディネーターの話をお互いにしていると、同じ興味を持つ者同士で分かり合えることも多くあった。お互いの趣味でもあるモデルルームやインテリアのショールームに一緒に行くことが増え、二人で過ごす時間が増えていった。お互いに好きだと言ったことはない。それでも二人にとって、お互いにかけがえのない存在になっていると信じていた。

　九月に入り、その日はタキモトインテリアの新作を見に行った帰りだった。いつものように少し興奮して新作のソファについて語る花琳の手に、智の手が触れた。

「人にぶつかりそうだから」

　智がそう言いながら、花琳の手をそっと掴むと大きな掌で包み込むように繋いでくれた。

（柳田くんって、身長も高いから手もすごく大きいなぁ）

「でも誰かに見られたら、恥ずかしいよね？」

「俺が手を繋ぎたかったんだ」

　智が照れたようにそう言い、その言葉に花琳は嬉しくなった。彼と手を繋ぎたいと思ったことは何度もあったが、恥ずかしくて言い出せなかった。この時、二人ははじめて手を繋いだ。それから一緒に出掛ける時は手を繋ぐようになったが、お互いの知り合いの顔を見つけるとそっと手を離すようにしていた。

　高校一年のクリスマスイブ、二人の学校は終業式だった。学校が終わってから、二人は一度家に戻って着替えを済ませて、三駅ほど離れた町に向かった。駅前にある噴水広場の傍に、大きなクリスマスツリーが飾られていて、それを見ながら花琳と智は住宅展示場に向かった。この展示場には智が誘ってくれて、花琳は内覧用のインテリアを楽しみ、智は住宅デザインを真剣に見ていた。

　冬の夕方はすぐに暗くなり、智が花琳の家まで送ってくれた。花琳の家の近所には小さな公園があって、そこで二人はもう少しだけと話をすることにした。いつもとは違い、智の口数が少ない。疑問に思った花琳が彼の顔を見つめると、彼もまた見つめ返してくれた。そっと目をそらした花琳を彼は抱きしめ、そして唇が当たった。お互いにはじめてのキスで、この時はただ唇が当たっただけ……そして、もう一度今度はしっかりと唇同士が重なった。

「今更だけど、俺とこれからも一緒にいて欲しい。付き合ってください」

　この時、智からそう言われて、二人は正式に付き合い始めたと花琳は思っていた。

　その二年後、三年生になった花琳は、地元の大学に指定校推薦枠で進学が決まった。花琳がこの大学を志望した理由は、タキモトインテリアのデザイナーが講師として授業を持っていることと、タキモトの工場見学やショールームの裏側を勉強させてもらえるからだ。花琳の夢は中学生の頃から明確で、タキモトインテリアに就職したいと強く願っていた。

　一方、智は東京の大学に進学したいと考えていたらしい。彼もまた二月の中旬に都内の大学に進学が決まったという報告を受けた。

「花琳、連絡はマメにするし、なるべく帰ってくる。都内でイベントがある時は呼ぶから来てくれる？」

「智くん、それって」

「うん、俺は花琳のこと、好きだから。この関係をなくしたくない。遠距離になるけど、会えない距離じゃない。お互いに一生懸命勉強して、支え合いたい」

「私も智くんのこと、好き」

　卒業式の後、二人は気持ちを確かめ合って改めて恋人同士だと実感した。

　四月上旬、智が上京してお互いの入学式があって、履修ガイダンスやサークルの勧誘など自分たちの生活を整えることで、精一杯だった。

　そして──あの日がやってきた。




　花琳は黙り込んだまま、あの頃のことを思い出していた。アプリのメッセージは頻繁に交換していたが、お互いの文面は素っ気なかった。履修が決まった、バイトが決まった、こんなサークルに入った。そんな報告が主だったと記憶している。

「花琳、俺の連絡先をすべてブロックして、ＳＮＳのアカウントもすべて消した理由を教えてくれないか」

　智の言葉に、花琳はなかなか答えられずにいた。梅酒のソーダ割が入った角グラスを握ると、口に運んだ。ごくっごくっと喉を鳴らして、半分ほどを流し込む。それからぽつぽつと話し始めた。

「ゴールデンウィークにインテリアの展示会があったの」

「うん、俺も花琳を誘おうと思って、連絡しようとしたけど、すでに花琳からブロックされていた」

「私も誘うつもりで、連絡を入れたわ」

「連絡？　俺、連絡を受けていない」

　智がそう言い、花琳は衝動的に言葉を吐き出した。

「だってその頃には新しい彼女ができていたんだよね？　電話したら彼女が出て、あなたは元カノなのよって言われたの。素っ気ないメッセージの理由もわからないの？　自然に終わらせたいって彼が思っていることにも気付かないのかって言われて……」

　花琳は奥歯を噛みしめた。そうでもしないとあの時の感情が蘇ってきて、何も言い返せなくて悔しくて、それでも泣くまいと歯を食いしばったことまで思い出してしまう。今の彼女だという女性から辛辣な言葉をつらつらと吐き出され、その彼女はその日の夜も智と一緒に過ごすと言った。彼はどんなふうに彼女を抱くのか、赤裸々に語られた花琳は電話を切った瞬間に、智との連絡手段をすべて断ち切った。たった一言、彼から別れたいと言ってくれればよかったのにと思いつつ、智の本音を知りたいという気持ちにも蓋をするために彼との接点をなくさなければならなかった。

　翌日には携帯も買い替えたいと思ったが、親の名義だったので簡単に変えることはできなかった。そこまでする必要がないのかもしれないが、花琳は中途半端に彼の痕跡を残すことはできない。でも、心の奥底には智への気持ちが燻っていて、こんな終わらせ方を望んでいるわけではなかった。もう一度、彼と話したほうがいいと思っていた。彼の口から真実を聞いて、それから決めればいい。だから、花琳は賭けに出た。

　ゴールデンウィークに開催されるインテリアのショールームで智に偶然会えたら、その時に話をしようと花琳は心に決めていた。

「突然、連絡先を絶たれて何が何だかわからなくて、次の日の朝一で地元に戻ったんだ。花琳の予定がわからなくてとりあえず、バイト先に行ってみた。だけどいなくて、家の前に行って呼び鈴を押したけど、誰も出てこなかった。その次の日はバイトがあって戻らなきゃならなくて」

「東京に出て大学で新しい彼女ができたんだよね？　別れるって言ってくれればそれでよかったのに。ほかに好きな人ができたって、言ってほしかった。新しい彼女からそんなこと、聞きたくなかった」

　花琳がそう言うと、智はゆっくりとした口調で言葉にした。

「俺、新しい彼女なんていなかったよ。花琳がどうして俺のことをすべて拒絶したのか、ずっとわからなかった。インテリアのショールームに来ると思って、ずっと待ち伏せてそこで本心を聞こうと思っていた。でも会えなかった。そのショールームが終わって、しばらくしてからだった。同じサークルの人たちが話をしているのを聞いてしまった。俺のことが好きだという女性がサークルの新歓会で俺の電話に勝手に出て、彼女のふりをしたと。あたかも俺と付き合っているかのように話していたけど、やりすぎだよね、みたいな話をしていたんだ。それを聞いた俺は、何が何でも花琳の誤解を解かなきゃと思って何度も地元に足を運んだ」

「そうだったの……？」

「俺、その時は誰とも付き合っていないし、花琳に会いたくてどうしても話がしたくて何度も会いに行ったんだ」

「でも、一度も会ったことがなかったよ」

　花琳はそう言い、グラスに口をつける。

「うん、一度も会えなかった。今日、偶然会って、電話番号を渡したのに連絡もらえなくて……佐藤さんと付き合っているなら連絡くれないよなって思っていたら、居酒屋で会って。どうしても直接話がしたくて」

「すべて……私の勘違いだったと、責めるために？」

「違う。俺はやっぱり花琳が好きだって言うために。今日、花琳に会ってすごく綺麗になっていて、もう一度やり直してもらえないかなと思いながら、打ち合わせをしていた」

　智の言葉に花琳はようやく顔をあげた。少し歪んだような顔をした智からは、必死さが伝わってくる。

「私も……智くんのこと、忘れられなかった」

　花琳は観念したかのように言葉を吐き出した。

「花琳、ちゃんと話そう？」

「どうして？」

「俺たちがもう一度、やり直せるかどうか話したい」

「智くん、彼女がいるんじゃないの？」

　花琳はそう言った。

「学生時代に付き合った人はいる。花琳と連絡が取れなくなって、一年以上経ってからかな。一人だけ付き合ったことがある。だけど、すぐに振られちゃって……それから誰とも付き合っていない」

「どうして振られたの？」

「俺が本気で好きになれなかったのも一つの原因だけど、デートで行く場所が彼女にとってはつまらなかったらしくて」

　智はどんなデートをしていたのか、興味を抱いた花琳は言葉にした。

「どんなところに行ったの？　東京だよね？　やっぱりお洒落なところ？」

「いや、モデルルームとかインテリアのショールームとか」

　その言葉に花琳は思わず、噴き出した。

「そういうのが好きな人だったの？」

「いや、違ったみたい。普通に映画を観に行ったり、遊びに行ったりしたかったって言われて……なんか彼氏スキル？　みたいなのが低いからって振られた」

　花琳が少し目を上げると、智が花琳をじっと見ていて目が合う。

「そんなに見なくても」

　花琳が戸惑うと、智が首を横に振った。

「やっと花琳と目が合った」

　彼が目を細めて、嬉しそうにするのを見た花琳は自分の胸がとくんと鳴ったことに気付いた。

「お客様、失礼いたします。ラストオーダーのお時間ですが」

　店員に声を掛けられ、花琳は慌ててスマートフォンの時計を見た。

「あっ……電車、急がなきゃ」

　慌てて立ち上がった花琳は足にうまく力が入らなかった。ふらついた瞬間、智に支えられた。

「花琳の家は近い？　送るよ」

「一人で大丈夫」

　智が奢ってくれて、花琳は店を出ると駅の方角を確かめるように辺りを見渡した。

「駅はあっちだよ。花琳、こんな時間じゃ酔っ払いも多いから危ない。送らせてほしい。電車よりもタクシーの方がいいんじゃない？」

「タクシーなら、一人で帰れるから」

「俺に家を知られるのが嫌ってことか」

「そういうわけじゃないけど……」

　花琳は考えていた。智に家を知られるのが嫌というわけではないが、タクシーで送ってもらうことに抵抗があった。お互いの家の方向が違っても智は遠回りしてでも送ってくれるだろう。さっきのバーでも奢ってもらったのに、花琳の家までの料金を自分で払っても智の負担はどれくらいになるのかわからない。そこまで甘えられないと考えていた。

「俺の家、近いけど……来る？」

　ぐるぐると考えて悩んでいる花琳に、智が思わぬ提案をしてきた。

「えっ？　行ってみたい！　でも夜、遅いし」

「終電もないし、始発までどこかで時間を潰すなら付き合うけど。俺、花琳が嫌がるようなことはしないよ。もう少し、最近の花琳のことを知りたいから話がしたい」

　花琳も智とはもう少し話したいと思っていた。それに智の部屋はどんな間取りでどんなインテリアに囲まれているのか、興味もあった。智だから大丈夫だろうという妙な安心感も花琳にはあって、彼の部屋に行くことにした。

（生活感がないタイプかなぁ？　それとも機能的な感じ？　物はほとんど置かないタイプって感じだと思うけど、意外といろんなものが置かれていたりして？）

　そんなことを考えるだけでワクワクしてしまい、花琳は警戒することを忘れてしまった。

「じゃ、こっち」

　さりげなく智に手を繋がれ、花琳はドキッとした。智と話していた時、緊張していた花琳はいつもよりも飲む量が増えていた。自分ではちゃんと歩いているつもりだが、千鳥足になっていて時々智が花琳を支えるように歩いてくれている。

　飲み物を買うために、すぐ近くのコンビニに入った。

「飲み物は何がいい？　まだアルコールがいい？」

「ううん、お茶が飲みたい」

　花琳はソフトドリンクの冷蔵ケースを眺めていたが、頭がぼんやりしていてうまく選べない。

（やっぱり飲みすぎたかなぁ？）

　ようやく自分が酔っていることに気付き始めたが、まだ正常な判断ができていると思っていた。智が花琳のためにお茶のペットボトルを二つほど籠に入れ、ほかにも何か買っていたようだ。コンビニを出て、しばらく歩くと彼のマンションに着いた。

「ここが俺の部屋」

　リビングに案内されると、そこには木製のローテーブル、そして革のソファは二人掛けで色はダークブラウンだ。壁際にはワークスペースが作られていて、木製のデスクにはパソコンと周辺機器が置かれていた。パソコンデスク用の椅子は、背凭れが大きいタイプのもので色はグレーだった。その隣には木製の本棚があり、建築の本がずらりと並んでいる。

（木製の家具が好きなんだ。意外だなぁ……もっと無機質な金属製の家具が多いのかと思っていたのに）

　花琳はきょろきょろと見渡していたが、立っているのが辛くなって床に座り込んだ。

「花琳、お茶は飲める？　水の方がいいんじゃない？　お酒、強いのかなぁって思っていたらそうじゃなかったんだね。顔に出ないタイプなんてずるいな」

「智くんはお酒に強いんだね」

　花琳が笑うと、智も笑ってくれた。

「鍛えられたんだよ。現場の人たちは酒豪が多いから」

　智の言葉を聞きながら、花琳は水をもらった。ソファに座るように促され、腰を下ろして水を口に含んだ。

「大丈夫か？　吐いたほうが楽？」

「ううん、そこまでじゃないから。智くん、広い部屋に住んでいるんだね」

「去年、ここに引っ越してきたんだ。それまで学生の時から住んでいたアパートで、ワンルームだったんだけど」

「私は、引っ越すタイミングがなくて今もワンルームなの」

「俺は花琳の部屋も見てみたいよ」

「ダメ、こんなに綺麗じゃないもん」

「物がないだけだよ」

　智の言葉に花琳は首を横に振った。

「私の部屋、物が置けないくらい狭くて、おしゃれなソファやローテーブルもないよ。あるのは折り畳み式のテーブルと、お気に入りのラグを敷いているだけ。そのテーブルで仕事も食事もするんだけど」

「俺もここに越してくる前まではそんな感じだった」

　智の部屋のソファは二人掛けで、花琳の隣に彼が座るとお互いの腕が触れてしまう。

「タキモトのインテリアに憧れていて、ベッドだけはこだわって気に入ったものを社員割引で買ったの」

「いいなぁ、タキモトインテリアのベッド。花琳が気に入ったものってどんなベッド？」

「教えない」

「俺のベッドルームも見たい？」

　この誘いは断るべきだと花琳にもわかっているはずだった。単なる好奇心、だけで済まなくなる予感があった。花琳はまだ帰りたくなかった。智とは仕事で会えるが、きっとプライベートな話をするのはこの夜を逃したら二度とないような気がしている。まだ彼と一緒にいたくて、花琳は小さく頷いた。

「花琳、こっちだよ」

　彼に案内されてベッドルームを見に行った。パチンと電気が付けられた室内は、紺色のシンプルなカーテンがしっかりと閉められている。ベッドは通常のシングルベッドよりもすこし大きめでセミダブルくらいだろう。タオルケットが丁寧に畳んでおいてあり、花琳は驚いた。

「智くん、誰かと住んでいるの？」

「なんで？」

「ちゃんとタオルケットが畳んであるし、帰ってきたばかりなのにカーテンが閉まっているから」

「この部屋は休みの日以外、カーテンは開けていないよ。タオルケットが畳まれているのは、寝相が悪くて……朝にはベッドの下に落ちているからだよ」

　智の苦笑がなんだか懐かしく見えた。

（この笑い方、知ってる。さっきまで面影があまりなかったけど、なんか安心する）

　自分の知っている彼の顔を見つけた花琳は安心したのと同時に、足の力が抜けてぺたんと床に座り込んでしまった。うまく立ち上がれない花琳は智に引き上げてもらおうと手を伸ばした。彼は困った顔をして花琳を見下ろした後で、仕方ないなという雰囲気を見せつつも屈んでくれた。

「ありが……」

　お礼を言っている途中で、花琳の唇が彼の唇と重なった。何の前触れもなくキスをされて、その瞬間、何がおきたのかすぐに理解できなかった。半開きになった唇を割り、彼の舌が滑り込んできたときには思わず身体が固くなった。

（気持ち悪……くない？　あれ？　んんっ……？）

　彼の舌を受け入れていると、花琳は今まで感じたことのない感覚に陥った。

（気持ち……イイ。キスが気持ちいいなんて知らなかった）

　高校生の時、智とキスを交わしたが、その時はキスをしていることに対して恥じらいがあった。恥ずかしいけど、お互いの言葉にならない気持ちを伝えているつもりだった。お互いの拙いキスはただの愛情表現だったが、今は違う。

　舌を絡められ、お互いの唾液が絡む音を響かせる。智の舌は器用に動き回り、花琳の口腔内を蹂躙していく。歯列を舐められ、舌先を吸われると今まで感じたことのないような感覚に陥った。ぷるぷると腰が震え、花琳の本能が疼き始める。



　唇が離れた瞬間、花琳は彼の首に腕を回した。

「もっと……シて」

「いいの？」

　彼が何に対して許可を求めたのか、花琳はわかっていなかった。ただ智のキスをやめないでほしいという意味だったはずだ。

　智に抱き上げられた花琳はびっくりして身体を強張らせた。ベッドに下ろされると、もう一度軽いキスをされた。

「水を持ってくるよ」

　智にそう言われ、花琳は小さく頷いた。

（今まであんなキス、知らなかった。智くん、違う人みたいで）

　それでもあの頃の面影がまったくないわけではない。水を取ってくると言った彼は少し照れているようで、花琳と目を合わさないようにしていた。

　すぐに戻ってきた智はペットボトルを床に置き、ベッドのヘッドボードに置かれたリモコンで部屋の明るさを薄暗く調節した。

　智が花琳の隣に腰を下ろすと、彼の重みでベッドが沈みこみ、身体が彼の方へと凭れる形になった。肩を抱かれ、もう片方の大きな手が頬を包み込み、そしてゆっくりと顎へと滑らされる。下唇を親指でふにっと押されたまま、彼の唇が重なった。角度を少しだけ変えると、舌が滑り込んでくる。花琳も智と同じように舌を動かしているつもりだが、ぎこちなくて拙い。肩を抱いていたはずの彼の手が撫でるように腰へと回った。ぐいっと腰を押され、花琳の胸がぴったりと彼の胸に押し当てられる。智の舌が上顎を刺激し、花琳はぐっと彼の腕を掴んだ。上顎も頬の裏側も舌で刺激されると、花琳ははじめての感覚を味わった。気持ちよくて、もっと欲しくて──どうねだっていいのかわからないまま、彼の唇を離さないように押し付けてしまう。

　腰から移動した彼の手が胸の膨らみに触れた。

（どうしよう？　そういうことだってこと？）

　頭の片隅に追いやられた理性が、少しだけ顔を出す。花琳の豊満なバストの形を確かめるように彼の手が包み込み、服越しに感じる彼の手の熱が理性を鈍らせる。アルコールのせいかもしれない。

　ぷつんと服の上からブラジャーのホックを外され、智の手が服の中に入った。思っていたよりも熱くなっている彼の掌に、胸が包み込まれた。膨らみをやさしく揉みながら、頂を探られる。指の腹で転がされているうちに硬く突起してきて、彼の指で抓まれた。

「あんっ……」

　強く抓まれた刺激に、花琳は唇を離してしまった。すぐに智の唇がまた唇を奪い、今度はブラウスのボタンを器用に外していく。上半身が露わになったところで、唇がようやく離れた。

「すごく……綺麗だ。花琳」

「そんなに……見ないで」

　恥ずかしくなって大きなバストを自分の腕で隠してしまう。

「そうやって隠されるともっと見たくなるのが男の心理だって、知っていて煽っているの？」

　腕を解きながら、智は花琳をベッドに押し倒した。

「そ、そんなつもり……」

「花琳、キスが上手だね。あの頃とは違うってことだよな？」

「智くんだって」

　腕を広げられ、彼の顔が胸元に近付いた。硬く尖った頂に長い舌が当たり、花琳は彼の姿に魅入ってしまった。ちろちろと覗く赤い舌が、薄桃色に色付いた頂を捉えて舐めまわされる。ぱくっと口に含まれるとちゅぅっと吸われ、その刺激に腰を戦慄かせた。

「感じやすいね」

　反論したくても口を開けば、喘ぎ声か甘い吐息にしかならない。ぴちゃぴちゃくちゅくちゅと左右両方の頂を交互に舐めまわされ、吸われるだけで下腹部がじんわりと熱くなってくる。

　スカートが脱がされ、ストッキングと一緒にショーツも脱がされてしまった。

「すごく濡れてる。花琳、お酒の影響が出ないタイプ？」

　智にそう言われてもわからないものはわからない。花琳は首を横に振ったが、彼は見ていなかったようだ。ぐちゅっと濡れた隘路に指が入り、掻き混ぜられるたびに蜜音を響かせる。

「すごく狭い……でも」

　彼が服を脱ぎながら、花琳の隘路に指を抽挿して具合を確かめているようだ。ぷくっと大きくなり始めた花芯に指を当て、優しく撫でまわされただけだったが、花琳は身体を大きく震わせてしまった。

　その様子に少し驚いたような智だが、今度は彼自身を隘路の入り口に押し当てた。

「さ、智くん……待って」

「え？」

「わ、私、はじめて」

「ごめん。でも……もう無理」

　花琳の乏しい知識にも痛みが伴うことは知っていたが、十分に濡れていたせいかそこまでの痛みはなかった。圧迫される質量に苦しさはあったが思っていたよりもすんなりと花琳の身体は彼自身を受け入れた。

「痛みはない？」

「ん、うん、あまり痛くない……でも苦しい」

「うん、ゆっくり動くけど、辛かったら言って」

　花琳は小さく頷き、彼の腰がゆっくりと動き出すのを覚悟した。圧迫された苦しさも少しずつ平気になってくると彼の律動が早くなってくる。それに伴い、花琳も気持ちよさを感じ始めた。

（は、はじめてなのに気持ちいいって変なの？　それとも）

　そんなことを考えたのも束の間のことだった。

「花琳、ごめん。俺、そろそろ限界……もっと動いていい？」

　彼の切羽詰まった顔を見つめ、花琳は小さく頷いた。強く打ち付けられ、奥まで彼自身が届くと何も考えられなくなった。ただこの快感をどう受け止めていいかわからないまま、ぎゅっと目を閉じていた。

　びくんっと勝手に腰が跳ねあがり、ぎゅうっと隘路が狭まって収縮をし始めると、智も苦しそうだった。最奥の壁に何度か当たり、一番深いところで彼の腰が戦慄いたと同時に、頭の中が真っ白になった。

「大丈夫？」

　心配そうに智に問われた時には放心状態で、頭を撫でられているうちに眠ってしまった。
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　花琳の寝顔を見ながら、智は後始末をしていた。彼女の中から引き抜いた自身に、血が付着しているのを見つけた時には後悔した。

「こんなつもりじゃなかった。まさか……処女だなんて思わなかった」

　家に誘ったら、来たいと言ってくれた。彼女が酔っ払っていることを知りつつ、途中でコンビニに寄って飲み物と一緒にコンドームの箱を手に取った。この日、確実に花琳とそうなると思っていたわけではなく、そういう雰囲気になった時のための保険のつもりだった。しかし、ベッドルームに案内してキスをした時にはすでに我慢するという理性は残っていなかった。

「でも、なんで花琳……処女なんだろう？」

　智は彼女の寝顔を見ながら、タオルケットを掛けた。エアコンの温度は少し上げて、花琳の体を冷やさないようにしたが、智にとっては暑くて仕方ない。

「暑っ！」

　汗だくになった体を冷やしたくて、シャワーを浴びた。それからゆっくりと水を飲んで、ベッドに戻った。

　猫のように丸くなって眠っている花琳の頭を少しだけ持ち上げると、自分の腕を敷いた。

「酔った勢いだけど、それだけじゃないから」

　眠っている花琳にそう囁いたあと、智は眠れずにいた。彼女の寝顔さえも愛おしくて、もっと見ていたくて目を閉じることができなかった。

　朝早く、花琳がもぞりと動き出し、目を覚ましそうになった瞬間に智は目を閉じた。

　彼女はゆっくりと上半身を起こし、呆然としているようだった。そんな彼女の背中を薄目を開いて見ていた。花琳の背中には後悔しているような哀愁が漂い、たまらなくなって智は声を掛けた。

「おはよう、花琳」

「お、おはよう……ございます。昨夜は迷惑をかけてすみませんでした。柳田さん」

「花琳、昨夜のことは覚えているよな？」

「お、覚えています。本当にすみません」

　花琳の肩が震え、智は彼女の背後から抱きしめた。

「花琳、やり直そう。もう一度、ちゃんと付き合おう。昨夜一晩だけの関係だなんて思わないでほしい」

「責任なんて感じなくていいですから。今後はこのようなことがないように」

「酒の力は借りたと思うけど、俺は花琳のことが好きだから抱いたんだ。だから一夜限りの関係になんてするつもりないよ」

「そうなの……？」

「うん、俺のことを信じてほしい。シャワー浴びる？」

「え、えっと」

「遠慮しなくていいよ。と言っても女性用の化粧品やシャンプーは何もないから、コンビニで買ってこようか。パンツとか欲しい？」

「智くん、女性用のパンツとか買えるの？」

「買ったことないけど、彼女のためなら平気だよ」

「下着はいらないけど、クレンジングと化粧水とかあったら助かる」

「うん、わかった。朝ご飯は食べられそう？　あ、そうだった。花琳、身体は大丈夫？」

　真っ先に気遣うべきことだったが、一夜限りの関係で済まされそうになって気が動転してしまった。

「うん、思っていたよりは平気」

「じゃ、俺はコンビニ行ってくるから。ほかに欲しいものはある？　この部屋を出ると目の前がバスルームだから。そこにドライヤーも用意しておくし、洗濯機もあるから勝手に使って」

「智くん、その前にＴシャツを借りてもいいかな？」

「あ、うん。ちょっと待って」

　ベッド下の引き出しからＴシャツを取り出すと、花琳に渡した。智は服を着ると、コンビニに向かった。

「花琳が食べられそうなものと、好きそうな飲み物……って何も知らないや」

　高校生の頃、花琳が好きだったのはアップルティーだ。パックのジュースをよく購買で買っていた。あの当時、花琳はコーヒーが飲めなかった記憶がある。

（コーヒーと紅茶を用意しておけばいいかなぁ。あとはサンドイッチをいくつか買ってシェアしよう。クレンジングと化粧品と歯ブラシと……あ、これも花琳が好きそう）

　目についたものを買い、部屋で待っている彼女に早く会いたくて急いで戻った。

　部屋に戻ると、花琳はバスルームを使っているようで智は脱衣所から声を掛けた。

「花琳、化粧品とかクレンジングをここに置いておくから。それとバスタオルも」

「ありがとう」

　花琳の声を聞き、智は一度ベッドルームに入った。エアコンのスイッチを切り、久しぶりにカーテンを開けた。少しだけ窓を開けると、リビングに戻って部屋の温度を調節する。そして簡単な朝食を作り始めた。

　智が食事を作り終わる頃、花琳がリビングに来てくれた。恥ずかしそうに智のＴシャツを着ている彼女はどうやらノーブラのようだ。

「簡単なもので悪いけど、食べられる？　花琳、好き嫌いは特になかったよな？」

「ありがとう。智くん、料理もするんだね」

「たいしたものは作れないけど、大学の時から自炊はするようにしていて」

「偉いなぁ」

　花琳が笑顔を見せ、智は少しだけ安心した。

「花琳、今日の予定と明日の予定を教えて。それから連絡先と……帰る時は送っていくから」

「今日は休みで、明日は午後出かける予定があるの」

「出かけるってどこに？　誰かと一緒？」

「本社の一階と二階にショールームがあるんだけど、明日は新作が入って新しいレイアウトになるの。毎月、コーディネートが変わるんだけど、本社のコーディネーターが担当していて、今月は憧れている先輩の担当だから早く見たくて」

「花琳も担当することがあるの？」

　智は花琳のコーディネートを見てみたいと純粋に思い、そう尋ねた。

「十月に担当する予定なの。毎年、すごく悩むんだ」

「毎年、花琳のコーディネートした月があるってこと？」

「ううん、去年がはじめてで今年は二度目。毎年必ず、その担当が回ってくるとは限らないの」

「十月か。俺、絶対に見に行く」

　智はそう言い、彼女が嬉しそうに微笑むのを見ると、胸の奥が温かくなる。

「俺は明日は仕事があって……仕事がなければ俺も一緒に見に行きたかったな」

「休日にお仕事なの？」

「リフォームデザインをクライアントに提案するんだけど、日曜しか時間が取れないらしくて休日出勤。もちろん、代休はもらえるよ」

「建築デザイナーも忙しそうだね」

「花琳がよければ、今日は夕方まで一緒にいたいんだけど。どこか行く？」

「一度、家に戻りたい」

　花琳がそう言い、智は頷いた。

「花琳、行きたいところはある？」

「えっと、休みのときに見ておきたいところがいくつかあったんだけど、なかなか時間が取れなくて今まで行けなかったの。ひとつは教会なんだけど、ステンドグラスが有名なところで、そんなに遠くはないと思うんだけど」

　智は自分のスマートフォンを操作する。

「この教会？　興味があるなら、そんなに遠くないから午後から行ってみる？」

「あ、そこ！　行きたかったところ」

　花琳の明るい声に智は頷き、行き方を確認した。

　食事を終わらせて片付けている間に、予定を頭の中で組み立てる。まずは彼女の家に寄り、それから教会に足を運ぶ。教会近くでランチをするつもりで、智は店を検索していた。

（花琳ってどこに住んでいるんだろう？）

　花琳の準備が整い、二人は一緒に家を出た。

「駅に行けばいい？」

　智が訊ねると、花琳は小さく頷いた。彼女に手を差し出すと、戸惑ったように手を重ねてくれた。

「付き合っていた時、智くんと手も繋ぐのは知り合いがいない時だけだったね」

「うん、お互いに恥ずかしい気持ちがあったけど、もっとちゃんと手を繋げばよかったって思った」

「恥ずかしいっていうか、すぐに噂になるもんね。田舎だから」

　花琳の言葉に智は頷いたが、今では後悔している。何があっても離してはいけない大切な人の手だった。

「駅、ここだけど、花琳の家はどっち？」

「この駅って東條建設に近い方だよね？　ここからだと二駅ほど行くんだけど、智くんって徒歩で通勤しているの？」

「うん、残業もあるし、終電が間に合わないとか焦るのが嫌で徒歩圏内の物件を探したんだ。タキモトインテリアだと一つ先の駅を使う方が便利？」

「いつもは一つ先の駅を使っていて、そこからだと三駅乗って通勤しているよ。徒歩圏内、憧れるんだけど、会社の近くは家賃が高くて」

「わかる。俺も今の家は掘り出し物だよ。築年数が経っているから、俺でも手が届いたって感じ」

　智はそう言いながら、花琳の後に続いて改札を出た。電車に乗って二駅、駅前の繁華街を抜けてすぐに花琳の住むマンションがあった。

　玄関の鍵を開けようとしていた時、隣の住人が戻ってきたようだ。軽く会釈をする花琳に対して、隣の住人は無反応だ。カップルのようで女性が男性の腕に腕を絡めて、彼が部屋を開けるのを待っているようだった。

「入って」

　花琳が小さな声でそう言い、智は玄関の中に入った。入ってすぐにキッチンがあって、左側にはベッドが見える。

「ぷはっ、見た？」

「地味デブのくせに男連れてたねぇ。しかもけっこう、イケメンだったよ？」

「付き合っているようには見えないけどなっ！」

　笑い声と一緒にそんな言葉が部屋の奥から響き、智はびっくりした。

「花琳、誰かいるの？」

「ううん、隣の人の声。着替えてくるからちょっと待ってて」

　花琳はバスルームに入っていった。智はベッドの前で立ち尽くしていた。その間も隣のカップルの声が響き、あろうことか真昼間から喘ぎ声が聞こえてきた。

（こんな部屋で花琳は三年も住んでいるのか？　俺だったら耐えられない。それに駅からここまでの繁華街もあまり治安が良さそうじゃないし）

　智は頭の中で考えながら、花琳にどう伝えるか悩んでいた。

　花琳の準備が整い、二人は家を出た。

「随分、壁が薄いんだな」

「最初の頃、すごく驚いたんだよね。でもお隣さん、夜はいない人たちだから」

「二人で住んでいるのか？」

「……うーん、毎回違う女の子のような気がするんだよねぇ」

　花琳はそう言い、智は駅に向かいながら提案した。

「花琳、引っ越しは考えていないのか？」

「えっ？」

「とりあえず、俺の部屋に来ない？　あの部屋で花琳が暮らしているのは不安で仕方ない。うちに来て、それから一緒に花琳の部屋を探すか、花琳さえよければ俺と一緒に住む部屋を探そうよ」

「引っ越しなんて急に言われても困るし、智くんの部屋は確かに広いけど、昨日再会したばかりで、そこまで考えられない」

「そうだよな。でもさ、これからも俺は花琳と過ごしていきたいと思っている。お互いを知るために、一緒にいる時間を少しでも長く作りたい」

「それに家賃、高いでしょう？」

「家賃は気にしなくていいよ。食事も別々でいいし。新しい部屋が見つかったら、花琳の今の部屋を引き払おう」

　智は考えながら、提案した。

「でも、今まで何もなかったから……新しい部屋を決めてからでもいいんじゃない？」

「ダメ！　俺が不安で眠れなくなりそう」

　智が切羽詰まった声を出したので、花琳は驚いたようだ。

「ごめん。まだ付き合ってもいないのに、こんな束縛するようなことを言って」

　花琳の手をぎゅっと握りながら、自分の手が震えていることに気付いた。

「智くん、心配してくれてありがとう。でも」

「うん、花琳の言っていることが正しいのもわかっている。だけど、どうしても不安なんだ。何かあった時にすぐに駆け付けられるとは限らないし、もし助けられなくて最悪なことになったら……俺、もう二度と花琳と離れたくない。あんな辛い想いはしたくないんだ。花琳と連絡が取れなくなって、はじめて俺にとって花琳がどれほど大切な人だったのか気付いたんだ」

　智は自分の想いを赤裸々に語った。恥ずかしいとかかっこ悪いとか思うよりも、彼女を失う怖さの方が辛く恐ろしい。何度も忘れようともがいたのに、忘れられなくて街中で彼女に似た人を見るたびに声を掛けそうになる。二度と花琳から離れたくないその一心で、智は彼女を説得しているつもりだ。

「わかった。智くんの気持ちはよくわかったわ。それに私のことを思ってくれる気持ちは嬉しい。なるべく早く部屋を見つけるね。それまで智くんの部屋に居候させてもらうね」

　花琳がそう言ってくれて、智は心から安堵した。

（俺、本当に花琳のことだけで一喜一憂できるんだな。こんなに人を好きになるのも花琳だけ……本当に大切にしたい）

　彼は自分に誓いを立て、もう一度花琳の手を握り直すと電車に乗り込んだ。

「花琳、昼ご飯は何が食べたい？」

「ラーメン」

　花琳の言葉に智は目を丸くした。

「女の子っぽくないと思ったでしょう？　でも、昔からラーメン好きだもん。智くんとも地元の駅前にあるラーメン屋さんによく行ったじゃない」

「俺、花琳のそういうところ好きだなぁ。自分の好きなものに忠実っていうか」

「しかも、この教会の近くってラーメン激戦区なんでしょう？　智くんは何系ラーメンがいい？」

　花琳の言葉に智は笑いながら、彼女の好きなものに付き合うことにした。

　二人でカウンターに並んで座り、ラーメンをすする。一気に食べきると、ようやく目的の教会へと足を運んだ。

「やっぱりすごいなぁ。ステンドグラスがすごく綺麗で」

　花琳が上を見上げて感嘆の声をあげるのを、智は静かに聞いていた。

「花琳はやっぱり装飾に目が行くんだな」

「智くんは建築工法とかなの？」

「うん、あの天井のドームなんてすごくない？」

　厳かな雰囲気に押され、智の声も小さくなる。教会をゆっくりと見て回ったあと、近くのインテリアショップにも足を運んだ。

「ここのブランドも好きで、雑貨が可愛いんだよね」

「北欧ブランドの店だよな。このショップも就職試験を受けたのか？」

「ううん、タキモトインテリア以外、考えていなくてそこに決まったから、ほかは一つも受けていないの。そうね、もし落ちていたらここも受けたと思う」

　彼女はそう言いながら、マグカップを二つ買った。

「花琳、もう少し一緒にいたい。ゆっくり話がしたいんだけど」

「私もまだ智くんと一緒にいたい」

　二人はカフェに移動した。花琳の注文を聞いて、智は少し驚いた。

「コーヒー、頼むんだ？」

「うん、好きだよ」

「前は飲めなかったのに」

「大学に入ってからかな。ゼミの集まりとか、バイトのミーティングとかで用意されているのがコーヒーばかりで、飲めるようになったの」

　思い出の花琳とは違う部分に智の胸はチクリと痛む。その過程もすべて隣で見ていたかったという思いが募るが、まだ知らない彼女を知りたいという好奇心が膨らんでいた。

「俺の知らない花琳がいることにドキドキする」

「智くんも私の知らない人みたいだよ」

「それって昔の俺じゃないから、嫌いになりそうってこと？」

「ううん、違う。なんか、同じ年なのに、大人っぽくて女性に対しても、いろいろ慣れている感じがする」

　花琳の言葉に智は慌てて首を横に振った。

「慣れてなんかないよ。俺、花琳にかっこいいと思われたくて、余裕のあるふりをしているだけ」

「智くんはいつだってかっこいいよ」

　彼女の言葉に智は笑顔になった。

　そして二人はカフェを後にして、またウインドーショッピングを楽しむ。手を繋いで、雑貨屋をメインに歩き回った。

　夕食は花琳と一緒に居酒屋で済ませた。それから彼女の家に送っていく。

　花琳の部屋に入った智は、物音一つ立てないようにしていた。

「花琳、隣から声もテレビの音も聞こえないね」

「この時間は誰もいないよ。もしくは寝ているのかもしれないけど、いつも静かだよ。明け方にバタバタとうるさくなることは多いけど」

「そうなんだ」

　智は花琳の前に正座をして、背筋をピンと伸ばした。

「今日一日過ごしてみて、俺はやっぱり花琳が好きだ。もう一度、俺と付き合ってもらえませんか」

「私も智くんと過ごして、すごく楽しかった。あの時、智くんと連絡も取らずに離れたことを後悔していたの。連絡先をすべて消した時から、ずっと後悔していて今日も一日ずっとそういう気持ちだった。あの時、ちゃんと話をしていたらずっと一緒にいられたのにって」

「あの時、俺ももっと花琳をちゃんと追いかければよかったのかもしれない。会えるまで、家の前で待っていたらと思ったこともある。だからこそ、離れていた時間を取り戻すわけじゃないけど、もう一度俺と一緒にいてほしい」

「まだ今の智くんをすべて知っているわけじゃないの。でも、私もこれからの時間を智くんと一緒に過ごしたい」

「花琳、俺の部屋で一緒に暮らそう」

「えっと……」

「平日になっちゃうと、なかなか時間が合わなくて会えなくなるから。一日にほんの数分でもいいから、花琳の顔が見たい」

「私も智くんとは毎日顔を合わせたい。もっと智くんのこと、知りたい」

「俺も今の花琳のこと、もっと知りたい」

　智が説得する形で、どうにか花琳が頷いてくれた。

「明日の夕方、俺が迎えに来るよと言いたいんだけど……ごめん。どうしても離れたくなくて」

「私もまだ一緒にいたい」

　彼女の気持ちが吐き出され、智は胸を撫でおろした。たわいない話をしながら、花琳の荷造りを手伝った。そして、二人は手を繋いで智の部屋にやってきた。

　部屋に入ってすぐに智はコーヒーを淹れ、花琳と一緒にソファに腰を下ろした。

「花琳、今度は何かあったらちゃんと話して。俺、ちゃんと受け止めるから」

「うん、ちゃんと話をしようね。話をしないで離れたら、ずっと忘れられなくて後悔ばかりだったから」

「その前に、離れるなんてありえないけど」

「智くんが私のことを嫌いになるかもしれないでしょ？」

「あり得ない。俺の気持ちが重すぎて、花琳が嫌になるかもしれないけどな」

　二人はそう言いあいながら、笑っていた。そしてお互いの目が合うと、そっと唇を重ねる。ただそれだけで世界は色付いて見えた。

「ねぇ、花琳。次の部屋は一緒に住めるところを考えないか？」

「それも含めて、いろんな物件を見てお互いの条件が合えば……」

「俺は片時も花琳と離れたくないんだけどなぁ」

　智の言葉に花琳が笑ってくれる。智はその笑顔が眩しく感じていた。










第二章　再燃









「ヤナギ、打ち合わせしたいんだが、いいか？」

　大地に声を掛けられ、花琳は自分のタブレットを持つと立ち上がった。

「はい、すぐに行きます」

「ミーティングルームで」

　大地が先に移動し、花琳は足早に追いかけた。

「先日もらったプランから、こんなデザインにしてみたが」

　大地がタブレットの画面を見せてきて、そのソファのデザインに花琳は一目惚れをした。

「うわあ、すごくいいです。私が欲しいくらい」

「ヤナギの部屋、ワンルームだろう？　ソファを置くスペースなんてあるか？」

「近々、引っ越そうと思っていて。大地さん、不動産屋さんに知り合いいませんか？」

　大地の顔の広さは社内でも有名で、飲み会や打ち合わせに使うレストラン、カフェなど飲食店は特に詳しい。店内の装飾にもどこの製品が使われているのか、チェックしていていろいろと参考になることが多かった。ほかにも彼の知り合いには多種多様な業種の人がいて、モデルやカメラマンからＩＴ企業の社長や銀行員など幅広い人脈を持っている。だからこそ、不動産関係の知り合いもいるだろうと思って花琳は訊ねた。

「引っ越し？　場所とか広さとか希望はあるか？」

　その言葉に花琳は、うっと言葉を詰まらせる。

（広さと場所か。一人で決められることじゃないから、智くんと相談したほうがいいか。もしかしたら、二人で住む部屋になるかもしれないし……あ、でも今夜も遅くなるらしいし）

　花琳の表情を見ていた大地は何かに気付いたようだ。

「不動産屋、頼りになる知り合いがいるよ。でも、まだ引っ越そうかなぁって感じだろ？　ある程度、条件が決まったら紹介するよ。それで仕事の話に戻るけど、ソファはこれで大丈夫か？」

「はい、ソファはそれがいいです。色は他のインテリアと配置を考えてから、決めようかと思うのですが」

「あぁ、そうしようか。ローテーブルの件は」

「えぇ、ショールームにあるこれを利用するのはどうかと思いまして」

　花琳はショールームのパンフレットにあるローテーブルを大地に見せた。

「脚の赤が映えていていいな。うん、それから？」

　二人だけの打ち合わせはどんどん進んでいき、いくつかのパターンを盛り込んだ提案書ができた。

「よし、今週はこれで提案して、意見を聞いてから修正するって感じだな。東條建設はこれでいいとして」

「はい。リフォームの件ですが」

　花琳は大地とパートナーを組むことが多く、お互いに言いたいことを言える関係になっていた。

「このテーブルの天板、どうしても納得できなくて」

　花琳の言葉に大地が唸る。

「ヤナギの気持ちはすごくわかるが、予算的にも」

「天板の素材自体を変更することはできませんか？」

　花琳の提案に大地が少しだけ身を乗り出した。二人はいくつか天板のデザインを見つつ、予算内に収まるようにもう一度考え直すことにした。

「ところでヤナギ、東條建設の柳田さんとは本当にただの同級生か？」

「なんで急に、そんなことを訊いてくるんですか？」

「ちょっと気になったんだよ。同級生って言ってもいろいろあるなぁと思ってさ」

「……今、付き合っています」

　花琳は観念したように言葉を吐き出した。

「え？　どういうこと？　詳しく聞くから、今日は食事に行くぞ！」

　大地が言い切り、花琳は小さく頷くだけだった。

　その日の夜、二人は退社後に近くの居酒屋に向かった。大地が気に入っている居酒屋の一つで、少人数しか入れない。二人は奥のテーブル席に向かい合って座ると、飲み物を注文した。

　大地は生ビール、花琳はカシスオレンジで喉を潤すと、大地が切り出した。

「今、付き合っているって、いつの間に？　前からヤナギが好きだった人とか？」

「高校生の時、付き合っていて……遠距離になって」

「あぁ、よくあるよな。遠距離で別れたのかぁ。でも連絡は取り合っていたんじゃないのか？」

「全部消去して、一切連絡を取れないようにしました」

「で、再会して燃え上がっちゃった？」

「再会して、やっぱり彼じゃないとダメって感じですかね？」

「惚気か。マジか」

「それで今、彼の部屋に居候しているんですけど」

「そこは同棲、だろ」

　大地の突っ込みに花琳は苦笑を浮かべる。

「だって家賃も光熱費もすべて彼が出してくれていて、食費くらいしか負担していないんですよ。同棲とは条件が違うじゃないですか」

「ヤナギは真面目だなぁ。恋人と一緒に暮らしていたら同棲でいいのに。じゃ、昼間に引っ越したいって言っていたのは、二人で暮らすための部屋を探したいってことか？」

「はい、それも含めて考えています」

「不動産屋は紹介してやるから、その前に彼とどんな部屋に住みたいのかしっかり話し合えよ」

　大地の言葉に花琳は頷いた。

「大地さんって本当にお兄ちゃんみたいで、ありがたいです！」

　その言葉に大地はなぜか一瞬複雑そうな顔を浮かべたが、表情の変化に花琳は気付かなかった。その後は自社の新作のインテリアの話やライバル社の人気のあるインテリアについて話して白熱した意見交換をした。

　花琳のスマートフォンが鳴り、智からのメッセージに思わず顔が綻ぶ。

「彼から？　迎えに来てもらうのか？」

「はい、近くまで来てくれるみたいです。思っていたよりも早く仕事が終わったみたいで」

「徹夜とかも多いんじゃないの？」

　大地の言葉に、花琳は小さく頷いた。

「忙しそうですね。私はまだそこまで忙しくないので」

「ほら、帰るぞ。同級生だとしても、仕事内容は違う。やることも違うんだから、そういうところは比べないのが一番だ」

　大地の言葉に花琳は笑みを浮かべて力強く頷いた。

「はい、私も頑張らなきゃと思っています」

　二人が店を出ると、信号の向こう側に智の姿が見えた。

「大地さん、お疲れ様でした。また明日、よろしくお願いします」

　花琳が頭を下げると、大地が笑顔で片手をあげた。





　　　＊　＊　＊






　花琳から大地と一緒に食事をするとメッセージが入った智は、二人が仕事の話をするのだと思っていた。予定よりも自分の仕事が早く終わり、智は花琳にメッセージを送る。居酒屋の近くまで迎えに行くと、花琳が信号を渡って自分の方に駆け寄ってきた。その向こうで、大地から電話をしてほしいとジェスチャーされて首を傾げた。

「ごめん、大地さんに付き合っていることを言ったの」

「うん、別に構わないよ」

　智は花琳と手を繋いで家に戻った。彼女がバスルームを使っている間に名刺に載っている大地の社用携帯に電話を掛ける。

「お疲れ様です。今、大丈夫ですか？」

『お疲れ様です。急に電話が欲しいと言って申し訳ない。実は柳田さんと話しておきたいことがあるんだが……電話で話せることじゃないんだ。明日、仕事帰りに付き合ってもらえないだろうか。時間は遅くなっても構わないから』

「彼女も一緒の方がいいですか？」

『いや、君と二人で話したい』

　大地に言われ、智はわかりましたと言うしかなかった。

「智くん、智くんってば」

「あ、ごめん。ちょっと考え込んでいた。どうした？　花琳」

「お風呂、あいたからどうぞ。ね、ご飯は何か食べる？」

「軽く何か食べようかなぁ」

「簡単なもので良ければ作ろうか？」

　花琳がそう言ってくれて、智は頷いた。

「作ってくれるのは嬉しい。花琳の作る料理、美味しいし。俺、シャワー浴びてくる」

　シャワーを浴びながら、智は考えていた。

（佐藤さんに話をされるようなことは、何もないはず。付き合っていることを花琳が話して、俺たちが付き合っていて問題があるとすれば……仕事のことかなぁ？　一緒に仕事ができなくなるのは嫌だな）

　そんなことを考えていたが、翌日の仕事終わりに大地と会った智は彼から衝撃的な言葉を聞いた。

「いくつか質問してもいいかな」

　大地の言葉に智はビールを飲みながら、頷いた。

「柳本のことだけど、男に対してちょっと警戒心が強いというか、嫌悪感が強いというか。そういうのは前から？」

「えっ？　彼女に限ってそれはないですよ。誰とでも気さくに話せる人でしたから」

「君の知っている彼女は、気さくだったんだ？　柳本、入社当初は男性恐怖症なのかと思うくらい、男とは距離を取っていたんだ。三年経って、初対面の人でもどうにかうまく話せるようになったけど」

「そうだったんですか」

「俺や同僚が気付いただけで、彼女から男性恐怖症とかそういうことを聞いたわけじゃないけど。もう一つ気になったことがあって……柳田さん、ほかに彼女いるよね？」

「……佐藤さん、もしかして東條由ゆ美みの話ですか？」

「試すような言い方をしてすまないな。俺、高橋と同級生だし、東條建設とは何度も一緒に仕事をしているせいで、噂話は知っているんだ。東條建設の社長の娘と婚約しているとか、そういう噂があるよな？」

「その噂は、根も葉もないとしか言えないんです。私と東條由美は大学が一緒で同期だったのですが、いつからかそんな噂が広まり、花琳……柳本さんに俺と付き合っていると電話で言い、柳本さんと連絡が取れなくなりました。もちろん、私は東條とは婚約関係にあるわけではないですし、付き合ったこともないです。それに仕事以外で社長と会ったこともありません」

「東條社長の娘が執着しているとは聞いている。その理由が知りたいんだけど、何か心当たりはないのか？」

「私にもわかりません。大学入学してすぐに付きまとってくるようになって、しばらくすると付き合っているという噂が流れ始めました」

「そんなに長い時間、追いかけていて見込みもないのに諦めないってすごいな」

「私もそう思います」

「噂だけど、彼女って何でも自分の思い通りになるって思い込んでいるらしいな」

　大地に言われた智は、頷くしかなかった。

「思い込みだけで動いているのかどうか、それさえもわからなくなってきたんですが……毎日のように付き纏われて、それが今も続いているとしか言いようがなくて。だんだんと噂がエスカレートしていて今では婚約していることになっていて」

　智も困惑していた。今では婚約者のような態度もとってくる由美には辟易していた。

「そうか。柳本は知っているのか？」

「言った方がいいのはわかっていますが、どう言葉にしていいかわからなくて」

　智は花琳に何度か打ち明けようと思っていたが、なかなか言いだせなくて今に至る。

「柳本には早めに伝えたほうがいい。東條建設の噂はうちの会社でも流れやすいからね」

「わかりました。あの……、佐藤さんって柳本さんを好きなんですよね？　それなのにどうしてこんなに親身になってくれるんですか？」

「別に君に対して親身になっているわけじゃない。自分が惚れた女を、守ってやりたいだけだ。どんな形でも彼女に笑っていてほしくてね。入社した当初は、愛想笑いもできなくてぎこちない営業スマイルっぽいものを顔に貼り付けていた。今ではだいぶ自然に笑ってくれるようになって、その過程を知っているからこそその笑顔を曇らせたくないっていうか。兄心のようなものかなぁ。彼女にもよく兄貴みたいだって言われるから」

　大地の苦笑が智には切なく見えた。

「柳本を頼むよ。彼女、強くないから」

「知っています」

「君の知らない柳本を俺は知っているだろうし、俺の知らない彼女のことを君は知っているだろう。でも、お互いに教える必要はないと思っている」

　大地がそう言い、智は頷いた。二人はゆっくりと立ち上がり、店を出てすぐに会釈をしただけで別れた。

　智が家に戻ると、花琳は食事をしているところだった。

「花琳、帰ってきたのが遅かったのか？」

「うん、仕事していたら煮詰まっちゃって……智くん、何か食べる？」

「いや、大丈夫。シャワーを浴びてくるよ。明日は花琳と打ち合わせだね」

「うん、楽しみにしていて。いいものが出来上がっているから。ショールームで打ち合わせってよくあることなの？　私、今回のような仕事ははじめてだから、いろいろわからなくて」

　花琳の疑問に智は頷いた。

「うん、図面だけじゃなくてリアルなサイズ感を肌で感じたいから、俺や高橋さんは現場と実物を大切にしている。俺も分譲住宅ははじめてだよ。リフォームのデザインの補佐とか、社内コンペ用のデザインは何回もやっているけど、自分の思い描いたものが形になるのははじめてでワクワクしている反面、すごくプレッシャーがある」

　花琳が安心したように笑ってくれたのを見てから、智はバスルームを使った。

　花琳のことははじめて夜を過ごしたとき以来、抱いていない。軽いキスやハグは何度もしているし、行ってきますのキスもする。夜は同じベッドで眠るが、寝る時間も違うことが多く、智は先に寝ている花琳の身体を抱きしめて眠ることが多かった。今は智もそれで十分だった。彼女が隣にいてくれる、それだけで幸せだと感じられることが多すぎて離れていた時間を取り戻したいくらいだ。だからこそ、離れていた時間を埋めるように彼女にしっかりと寄り添っているつもりだ。

　翌朝、いつもよりも早い時間に花琳が出勤準備をしていた。

「おはよう、もう出勤するのか？」

「今日は、打ち合わせがあっていつもよりも早いの。午後、待っているね」

「うん、気を付けて。またあとで……ってなんかいいね」

　智はそう言いながら花琳の額に唇を押し当てた。

　花琳を見送った後で、シャワーを浴びて出勤の準備をする。この日はいつもよりも気分が良く、午前中から仕事がはかどった。

「ヤナギ、やる気が満ち溢れているな」

　設計士の高橋と別の件で打ち合わせている時に言われた智は、笑みを浮かべる。

「タキモトインテリアのショールーム、楽しみなんで」

「打ち合わせの柳本さんが楽しみなんじゃないの？」

「……高橋さん、それって何を根拠に？」

「ん？　先週の顔合わせでヤナギの顔を見ていたら、彼女のことを好きだったんだろうなぁってわかったし」

「顔を見ていたらって……」

「普段、愛想のいいほうじゃないヤナギが女性に対して笑顔で、なんだか優しい感じのオーラが出ていたから、彼女に嫌われたくないんだろうなぁって」

「そんなことまでわかるんですか？」

「まぁ、勘が鋭い方ではあるけど。とどめは昨夜、佐藤から連絡がきたから」

「高橋さんって佐藤さんと付き合いが長いんですか？」

「長いよ。生まれた時からって言うのかなぁ。物心ついた時から大学までずっと一緒」

「すごいですね」

　智は目を丸くしていたが、高橋は特に気にする様子もない。

「さて、打ち合わせに行こうか。ショールーム、楽しいぞ」

　高橋が立ち上がり、智も立ち上がった。
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　朝礼が終わってすぐに花琳はミーティングに参加した。

「ヤナギ、この家のリビングのインテリアをプランニングしてみないか？」

　また一つ大きな仕事を任され、花琳は大きく頷いた。

「柳本、分譲住宅とリフォームとそれからお得意様のプランニングでしょう？　頑張りすぎないのよ」

　先輩にも声を掛けてもらい、花琳は笑顔で答えた。

「できる限りのことはしたいと思っています」

「身体を壊さない程度にね」

　心配をかけないように頑張ろうと気合を入れ直し、早めの昼休憩をもらう。

「ヤナギ、昼休憩一緒に行かないか？　午後の打ち合わせ前に軽く打ち合わせたいんだけど」

　今度は大地に声を掛けられ、花琳はすぐに準備をした。

「ショールームの個室はおさえました」

「ＶＲ、使えるところか？」

「はい」

「じゃ、飯を食いながら話そうか」

　大地と一緒に会社近くの定食屋に行き、花琳はかつ丼を頼んだ。

「新しい仕事も決まったんだって？」

「はい、プランニングさせてもらえることになりました」

　それから大地と東條建設の打ち合わせについて話し合った。

「確認事項として、これ以外にも必要なことはあるか？」

「カウンター部分の高さですね」

「あぁ、この高さによってダイニングテーブルの仕様が変わるからなぁ。あとはちゃんと説明を丁寧にすれば、納得してもらえると思っているよ」

「品質には間違いありませんから」

　花琳が胸を張ると、大地が大きく頷いてくれる。

「じゃ、頑張るか」

　予定の時間よりも少し早く、花琳は大地と一緒にショールームの入り口にいた。

「あの新作のカーテン、いいよな」

「カーテンも可愛いですけど、同じ柄のラグが可愛いんですよ」

「二階にあるやつか？」

　二人は入り口付近で新作のインテリア雑貨に目を向けていた。本社ビルの一階と二階はインテリアのショールームを併設した店舗が入っている。一階は主に生活雑貨が販売され、二階は大きな家具がメインだ。

　新作インテリアの話をしていると、智と高橋が到着した。

「お待ちしておりました。ご案内します」

　花琳は大地と一緒に二人を迎え、先に打ち合わせ用の個室に向かった。

「こちらではＶＲを使って、内覧の雰囲気で確認してもらおうと思います」

　まずはＶＲでの体験をしてもらう。花琳と大地で作成したリビングは三パターンあり、その違いを感覚で感じ取ってもらうためだ。

「うわ、すごいですね」

「これは比較するのに便利ですね」

「最初の案は、こちらの新作家具を使ったコーディネートになります。まず、ソファがこちらのサイズで色がこのホワイトベージュです。ただ汚れが気になるようでしたら、ネイビーをお勧めします」

　花琳が一つ一つ丁寧に説明し、二回目の打ち合わせでほとんどのインテリアが決まった。確認事項も終わり、最後にカウンターの高さについて話し合う。

「カウンターは施工時の段階では、女性の平均的な身長１５５センチの高さにあわせています。ですが、ご購入者の身長によって最大10センチ程度の高さを変更することができます」

　高橋が説明してくれて、花琳は少し考えてから補足した。

「10センチも高さが変わると、ダイニングテーブルの印象がかなり変わります。ダイニングテーブルはこちらにあるのですが、このテーブルと10センチの差があるとしたら……」

　花琳が説明を加え、視覚的にもかなり印象が変わってくることを伝えた。

「実際にご購入いただいたお客様にあわせてご案内していく予定ですので」

　高橋がそう言い、花琳は頷いた。

「配置デザインはこの二番目がいいと思ったのですが、ソファの色とテーブルの色の変更をお願いします」

　今度は智からの意見を聞き、花琳と大地は頷きながらメモを取った。

「ヤナギ、こっちのリストを見て……あっ」

　高橋がヤナギと声をかけたのは智に向かってだが、花琳もつい反応して高橋の手元を覗き込んでしまった。

「すみません」

　花琳はすぐに一歩後退り、頭を下げる。

「いや、こちらこそ。柳本さんもヤナギと呼ばれているんですか？」

　高橋がやんわりと言い、花琳はちらりと大地を見た。

「柳本って長いから、ヤナギって呼ばれることが多いです。学生の時もよく二人で返事をしてしまうことがありました」

　花琳がそう答えると、高橋は頷いた。

「こちらもうっかりあだ名で呼んでしまい、申し訳ない。今後はそういうことがないように気を付けますね」

　それから仕事の話に軌道を修正して、お互いに必要事項のやり取りを終わらせる。

「次回は実物を見たいのですが、ご用意はいただけますか？」

　花琳が大地を見ると、大地が頷いた。

「工場と打ち合わせて、日程をお知らせします」




　智の部屋で一緒に暮らし始めて一ヵ月が過ぎ、八月の中旬になった。真夏のイベントで八月の最後の週にインテリアの大規模展示会が都内で開催される。

　智と花琳は四日間に渡る大規模イベントに一緒に行くつもりだった。

「うわぁ、ダメだなぁ」

　花琳はスケジュール帳を何度も見直しながら、頭を抱えた。隣では智もスマートフォンで予定を確認しながら、難しい顔をしていた。

「花琳、ごめん。俺、その四日間は出張が入っちゃった」

「私もクライアントの部屋が完成する頃で、予定が読めなくなったの」

「また次に行こう。なかなかデートもできなくてごめんな」

「智くん、休日出勤が多いもんね」

「住宅展示場とか分譲住宅の完成が相次いでいて、土日にアンケート調査で現場に入ることが多いんだ。代休で平日休みが多くて」

　この一ヵ月、家では顔を合わせるが、お互いのスケジュールが過密で寝る時間もバラバラだった。忙しいだけだと思う花琳だが、密かに二回目のエッチができていないことを気にしていた。

（ただ予定が合わないだけ）

　最初はそう考えていたが、花琳相手では智がその気にならないのかもしれないと思うようになっていた。

「あ、花琳。昨日、うちの会社の系列の不動産屋さんでいくつか物件を紹介してもらったんだ。この中で内覧したいところあるかな？」

「智くん、忙しいのに不動産屋さんも行ってきたの？」

「不動産屋さんで打ち合わせがあったついでに、人気で家賃的にも手ごろな物件をいくつか紹介してもらったんだ。早く次の部屋を決めないと、花琳の部屋の引っ越しができなくて家賃が無駄になるから」

「ありがとう。智くん、どんな部屋を紹介してもらったの？」

「うーん、最低でも二部屋はあったほうがいいと思って、このマンションとあとは少し遠くなるんだけど……」

　二人は真剣に選んでいた。

「私も大地さんに紹介してもらえる不動産屋さんがあるの。一緒に行ってみない？　そこで紹介された物件と比較して考えたい」

「うん、一緒に行こうか。時間が合うなら、仕事帰りでもいいよ」

「明日はノー残業デーだから、定時で帰るけど」

「俺、明日は休みだから、花琳の帰りにあわせて待ち合わせしようか。夕食を外で食べながら、物件の話をしてもいいし」

　久しぶりに二人で過ごしたい夜なのに、この日も花琳は先にベッドに入って智を待っていたつもりだった。けれど結局彼がベッドに入る前に眠ってしまい、後悔が募る。

（智くんってすごく肉食だって、電話の女の人が言っていたのに。大学生の頃とは違うのかもしれないけど、でも……やっぱり、はじめてだったから気を遣わせちゃってそれで嫌になったのかな？　先に寝ちゃうのが悪いんだろうけど、でも……）

　それとも何か理由があるのだろうか。朝と夜はキスをするが、そっと唇に触れるだけのキスだ。それだけでは物足りない。もっと智を感じたいのに、どう伝えていいかわからない。

　花琳はそういう相談をする相手が傍にいない。中高の同級生は仲が悪かったわけではないが、すごく親しかった友達数人はみんな地元に残っている。大学時代の友人も同じだ。ゼミ仲間はいるし、バイトの仲間もいるが、時折メッセージを送っていたのも入社一年目までだ。

　翌日仕事を終えた花琳は、智と待ち合わせて、大地に紹介してもらった不動産屋に向かった。いくつかの物件を紹介してもらい、気に入った物件を次の休みの時に見に行くことが決まった。

　二つほど候補があり、かなり好条件の物件に出会えたことで二人の気持ちは高揚していた。帰る途中に花琳が行きたかった居酒屋に立ち寄ることにして、店に入った時だった。

「智？　今日、休みだったのに、飲み会には参加するの？」

　案内を待つ智に声を掛けてきた女性がいて、花琳はその甘ったるい鼻にかかる声質に聞き覚えがあった。

（あの人だ。あの電話に出た人……どうして呼び捨てなの？　今日が休みだってどうして知っているの？）

　疑問が浮かび、そして苛立ちが募る。

「東條さん、お疲れ様です。飲み会には参加しないですよ。プライベートで来たので」

　智が妙に他人行儀なのも気になってしまう。

「店を変えようか」

　彼がそう言い、花琳は頷いた。

　別の店に入って、飲み物を注文してから智がゆっくりと口を開いた。

「花琳、言わなきゃと思っていたことがある」

「うん」

　花琳はテーブルの下で両手を握りしめた。

「あの人が智くんの電話に出て彼女だって言った人だよね？」

　花琳は確かめるように言葉を紡いだ。

「うん、大学の時、同じ学部でゼミもサークルも一緒だった。俺の会社の社長令嬢。大学の頃から、俺の彼女だと自分で言いふらしていて、今では勝手に婚約者だと名乗っている」

「婚約……しているの？」

「そんな事実は一切ない。俺、大学の時に学生コンペがあって、戸建て住宅建築部門のデザイン賞をもらったことがある。だから今の会社も実力で入社したつもりだ。だけど、社長令嬢が父親に頼んで入社したんじゃないかって噂があって……」

「そんな噂があるの？」

「うん、噂はある。学生の時に賞を取ったことがあることを知らない人たちが、そんな噂を信じているって感じかな。学生の頃、何が何でも俺は賞を取りたいと思って、頑張ったんだ。そういうコンクールとかで名前が出れば花琳が見つけてくれるかと思っていて、そういう下心も含めて必死だったんだけど」

「智くんが全国コンクールで優勝したのは知っているわ。大学三年の時だったよね？　別荘がテーマの時の……」

「見てくれたんだ？　もし俺が賞を取ったら、花琳が連絡をくれるかもしれないって思っていたんだけど」

「その頃にはもう智くんの連絡先も覚えていなかった」

　花琳は小さな声でそう言った。本当は覚えていた。おめでとうの一言を言うことができなかった。その頃、花琳はタキモトインテリアに就職するために、資格を取るのに必死で彼の輝かしい受賞に嫉妬していた時期だった。

「院に進学して、一級建築士の道に進まないかと言われたこともあったんだけど、早く住宅デザインに携わりたかったから。いくつか建設会社を受けて、東條建設が第一志望だったんだけど」

「それは、彼女がいるから？」

「ううん、違う。花琳は俺のじいちゃん、知っているだろ？　じいちゃんが東條建設で仕事をしていたんだ。一級建築士で四十代手前の時に独立して、地元に戻ってきて」

「庁舎のデザインをして、新しい住宅区画を整備したんだよね？」

「うん、プライベートではばあちゃんと二人で暮らすための家を建てて、俺はその家に憧れてこの世界に入りたいと思った。じいちゃんが東條建設で得たものは大きいと言っていたから、俺の第一志望も東條建設に決めていた」

　花琳は目を丸くしながら、彼の話を聞いていた。彼が建築デザインをしたい理由に、祖父の影響があったのは知っていた。高校生の頃からその話を聞いていたが、就職したい会社がどこかは聞いたことがなかった。

（建設業はたくさんあるけど、行きたい会社があったんだ。私も昔からタキモトインテリア一択だったけど、あの当時は本当に就職できるとは思っていなかったから）

　そんなことを思いながら、花琳は智の言葉を聞いていた。

「俺は実力で東條建設に入社したと今も思っている。だけど彼女のおかげで入社できたと思われて、今回の分譲住宅のデザインも彼女のコネだと言われているのも知っている。俺と社長は仕事以外で顔を合わせたこともないのに、日々結婚間近だとか、そろそろ一緒に暮らすんじゃないのかと噂は絶えない」

　花琳は奥歯を噛みしめた。

「智くん、本当に彼女とは何もないの？」

　ようやく言葉を吐き出したものの、彼の答えを聞くのが怖くて仕方なかった。

「何もないよ。大学時代も入社してからも一度も付き合ったことはない。ただ、同期という括りで飲み会に行くことはある。今日は同期会じゃなくて、打ち上げみたいな会に誘われていたけど、俺は代休だから出席しないことを幹事には伝えたんだ。まさかその打ち上げに関係のない彼女が来ているとは思わなかった」

「何も関係がないのに、あんなに赤裸々に智くんとのことを話せるものなの？」

「どんなことを言われたんだ？」

　智に聞かれ、花琳は頼んだ食事や飲み物がテーブルに並べられるのを見ながら、あの言葉を思い出していた。

「大学に入って二週間ほどだったのに、空き教室で……その、そういうことをしたとか、彼の家には二日に一回は通っているとか。そのたびに明け方まで離してもらえないから、講義の間はお互いに眠かったとか。だから私にメッセージや電話をする時間なんてないって言われたの」

「あの時、俺が忙しかったのは、履修がちゃんと決まるまで派遣のバイトを必死でやっていたからだ。少しでも稼いで、花琳に会いに行ける時間を作ろうと思っていたから。確かにあんなに連絡していなくて、電話でそんなことを言われたら俺でも連絡先をすべて消してしまうと思う」

「あの、智くん」

「ん？　何？」

「本当に私と付き合ってくれるの？　一緒に住むって本当？」

　花琳が戸惑いながら、言葉にした時だった。突然、智のスマートフォンが振動した。

「高橋さんからだ。出てもいい？」

「うん。ここにいても平気？」

　花琳が聞くと、智は頷いてから電話に出た。低い声で話していた智が頷きながら、花琳を見つめる。

「わかりました。彼女と相談してから行きます」

　電話を切ってから、智は切り出した。

「どうやら飲み会が終わったみたいなんだ。俺のことを東條さんが探しているって教えてくれた」

「私たちも帰った方がいいってこと？」

「高橋さんが花琳も含めて話したいことがあるって。一緒に来てくれる？　そのあとで、さっきの話の続きをちゃんとしよう」

　花琳は頷き、智と一緒に店を出た。花琳は智に手を引かれ、すぐ近くだという高橋のマンションに向かった。

　設計士の高橋の家は花琳が想像していた部屋とは違い、物が多く雑多な印象を受ける。整理されていないのではなく、靴や服、趣味だと思われるアニメのフィギュアや立体構造のビルの骨組みなどが所狭しと置かれていた。

「物が多くてごめんな。俺、収集癖があって」

　高橋が苦笑を浮かべ、花琳は首を横に振った。

「多趣味なんですね」

「一度集めだすと、とことん集めたくなっちゃうんだよ」

　高橋はそう言いながら、リビングに二人を案内した。花琳は智と並んで座り、テーブルを挟んで向かい側に高橋が座るようだ。

「高橋さん、今日の飲み会になんで彼女が来ていたんですか？」

　飲み物を用意してくれた高橋が座ると、智が質問した。

「ヤナギに会いに来たんだろうね。彼女は、飲み会が始まるまでヤナギが今日代休を取っていることも知らなかったから」

　高橋の言葉に花琳は疑問を口にした。

「彼が行きそうな飲み会には、必ず彼女も出席されるんですか？」

「前もって知らされている飲み会はチェックしているんじゃないかな。柳本さんは彼女と面識がある？」

　高橋に尋ねられた花琳は首を横に振った。

「顔を見たのは、今日がはじめてです」

「前に話したこと、ありますよね？　花琳と付き合っていた時に、東條が俺の電話に出たって」

　智が補足するように言葉を紡いだ。

「あぁ、そうだったな。ってことは、ヤナギの初恋の人が柳本さんかぁ」

　高橋の呟きに、智が頷いている。

「うちの会社の一部の人間は、ヤナギと東條が付き合っていると思っている。だけど、また別の一部の人間は付き合っているとか、婚約しているとかの関係が嘘だって知っている。それ以外の人間は、たいして興味を持っていないというのが現状なんだ」

「付き合っていることを信じている人ってどういう人たちですか？」

　花琳が訊ねると、高橋が答えてくれた。

「東條の周りにいる女性たちは、彼女の言葉をそのまま信じていると言えばいいかな。あとはその言葉を信じていないと、嫉妬ややっかみで自分が保てない人がいる。ヤナギは毎回、社内コンペでいいところまで行くんだ。それはもう入社当初からと言ってもいい。今回抜擢されたのも、社長のコネがあったからだと信じていないとやっていけない人たちも中にはいるんだ」

「何かのせいにしていなければ、やっていけない気持ちはわかります。でも納得できないことがあるんです。彼女は彼と付き合ったこともないのに、どうやって周りに信じてもらっているのですか？」

　花琳の言葉に高橋はゆっくりと頷いた。

「彼女は社長の娘だから、影響力も大きい。彼女の言ったことを何でも信じちゃう人がいて、そういう人たちの無責任な噂話が広まってヤナギのことも東條のこともよく知らない人が信じてしまうって感じかな」

　高橋の説明に頷きながら、花琳は考え込んだ。

「そんな嘘をついていて、いつかバレますよね？　その時、彼女はどうするつもりなんですか？」

「バレる前に俺と本当にその関係になればいいと思っているんだよ。あり得ないけど」

　智の言葉に花琳は目を丸くした。

「外堀を埋めるって言うのかなぁ？　だから社長に会わせたいんだろうし、ヤナギには一級建築士になってもらいたいって要望があるみたいだ」

「めちゃくちゃじゃないですか」

　花琳の頭も混乱していて、どう言葉にしていいかわからない。

「そう、めちゃくちゃなんだ。そして彼女は思い込みが激しくて、自分の希望が最終的には叶うと信じている」

　高橋の説明に花琳は目の前が暗くなったような気分だった。

「そんな人に、何を言っても無駄じゃないですか」

「いや、彼女の嘘に付き合う必要はないと思う」

　高橋の言葉に花琳は首を横に振った。どうしていいかわからず、言葉が出てこない。

「花琳、俺の彼女は花琳だけだから。俺、今まで彼女がいなかったから、東條が何を言っても気にしなかったんだ。本当に付き合うつもりもなければ、彼女と二人きりになるつもりもなかったから。だけど、花琳と再会してまた付き合えるようになった。だから俺は彼女がいるって少しずつ広めていくつもり」

「彼女は私のこと、知っているのかな？」

「俺から花琳のことを教えるつもりはないから、知らないはずだよ。東條が花琳に直接嫌がらせをすることはないと思う」

「あ、そうか。そうだよね」

　花琳は少しだけ落ち着いた。

「俺は花琳以外、付き合うつもりはない」

　花琳が安心したように笑うと、智の強張っていた顔も緊張が解けたようだ。

「まずは二人がしっかりと信じ合っていないと、あの妄想癖には勝てそうにないな。ヤナギ、携帯を見せてあげたら？」

　智がプライベートの携帯と会社用の携帯を二台、取り出した。どちらの携帯にも着信があったようだが、プライベートの方は着信拒否設定されているようだ。会社用の携帯はディスプレイに『東條由美』と表示され、何度切れてもすぐにかかってきていた。

「毎日、こんなに電話がかかってくるの？」

　花琳が驚いて、声が大きくなった。智は首を横に振った。

「毎日じゃないよ。ただ、今日みたいに飲み会があった時とか、定時退社推奨デーとか、休みの時は電話がかかってくる。プライベートの方は着信拒否しているんだけど、着信拒否されているとは思っていないみたい」

「智くん、それってストーカーとかで警察に相談できないの？」

　花琳はそう言ってみたが、こういった嫌がらせは被害届を出しても受理されないことが多いとワイドショーの特集とかでも話題になっていたことを思い出した。

「花琳、俺は相手にしないけど。花琳に何かあったら困るから、気を付けていてほしい」

「うん、柳本さんは気を付けたほうがいいね。話は変わるけど、柳本さんって整理収納アドバイザーの資格を持ってる？」

　高橋が少し沈んだ空気を変えるかのように、別の話題を振ってくれた。

「はい、もちろん」

「この部屋をもう少しスッキリさせたいんだけど、何かアイディアがあったら教えてほしくて」

「専用のガラスケースを二台ほど置くのがいいと思いますが、金額的にも高いので……以前、リフォームのお客様には組み立て家具の本棚をお勧めしました」

「どこに置くべき？」

「日当たりにもよりますが、部屋の中ならあちらの壁に置くのがいいと思います。日焼けが気になるようでしたら、廊下に置くのはいかがでしょうか？　十分な広さの廊下ですし、奥行きが二十センチ程度の家具でしたら、狭くなりすぎないと思います」

「ありがとう。実はそれを聞きたくて、近い内に部屋の写真とかを見てもらって相談しようと思っていたんだ。それなのに今夜、わざわざ来てもらって悪かったね」

　高橋が笑い、花琳もつられて笑った。

「高橋さんが部屋に呼ぶから何かと思いましたよ。この距離なら、俺の家でも問題ないのに」

「まぁ、ちょうどいい機会だったということで。で、組み立て家具なんだけど」

　高橋の言葉に花琳はタキモトインテリアのオンラインショッピング画面で、部屋に合いそうな本棚を勧めた。

　高橋の家を後にして二人で手を繋いで歩いている時に、花琳はずっと気になっていたことを智に尋ねてみた。

「智くん、変なことを訊いてもいい？」

「何でも答えるよ」

「あの、えっと……その、私がはじめてだったから、やりにくくてもうシたくないって感じ？」

「違うよ。あの時は酒の勢いがあって、花琳に負担を掛けちゃったから……もしかして、二回目がないことを気にしていた？」

　彼の言葉に花琳は小さく頷いた。

「二回目は、ちゃんと抱きたいと思っていて、時間も掛けたいからお互いに休みの日で時間が取れる時にシようと思っていたんだ」

「一ヶ月くらい、お互いの時間が合わなかったから、ただそれだけの理由だったの？」

「そう、単純にその理由。でも花琳を悩ませてしまったのなら、俺が至らないせいだな」

「そんなことないよ」

　花琳はそう言ったが、智は首を横に振った。

「ううん、今度こそ花琳を不安にさせたくない」

　彼の言葉に花琳は何も言えずに、ただぎゅっと手を握っていた。





　　　＊　＊　＊






「花琳、先にシャワー浴びてきていいよ。これは全部冷蔵庫でいいんだよな？」

「あ、水は一つだけ冷蔵庫に入れないで」

　花琳の言葉に智は頷き、彼女がバスルームに入ったのを見届けた。それからコンビニで買ってきた飲み物を冷蔵庫に入れると電話を掛けた。

「夜分遅くにすみません。今、大丈夫ですか？」

　相手は大地だった。花琳と由美が顔を合わせたこと、そして花琳にこれまでのことを伝えたと報告した。

『そうか。ヤナギは何だって？』

「とりあえず納得してくれたとは思います。全部はまだ信じきれないでしょうけど……ただ、東條が彼女と顔を合わせたので、今後彼女に何かあったら困ると思い、協力をしてほしくて」

『うん、わかった。何をすればいい？』

「なるべく、彼女の周囲を気にしてもらいたいんです」

　それくらいならと大地は快く引き受けてくれた。

『ほかにも気になることがあったら、その都度言ってくれればいいよ。ヤナギには笑顔でいてほしいから』

「俺も同じ気持ちです。もう二度と、彼女の笑顔を失いたくない、彼女を奪われたくないって必死で」

　智はそう言いながら、大地の気持ちを利用しているようで気が滅入る。大地は任せておけと言って電話を切った。

　花琳がバスルームから出てくると、智が今度はシャワーを浴びた。

　シャワーを浴びてリビングに戻り、花琳と一緒にソファに座った。

「花琳のことをヤナギって呼ぶのは、佐藤さんだけ？　俺は大学の時も会社でもヤナギって呼ばれることが多いんだけど」

　そう切り出した智に花琳はくすくすと笑った。

「大学の時は一部の人にそう呼ばれていたけど、会社では大地さんがそう呼ぶから、自然とヤナギって呼ばれることが増えたかも」

「思い出すよな、ヤナギ事件」

「事件って程じゃないけど。あれって結局、先生はどっちを呼びたかったんだろうね？」

「策士だと思うんだよなぁ。ヤナギって声を掛けて、俺たちが返事しなかったり、どっちか一人しか返事しなかったら、適当に言葉を足しただろうし……二人が同時に返事をしたから実行委員に選んだんだろうなぁ」

「私、実行委員は嫌じゃなかったよ。智くんと一緒で楽しかったもん。智くんはやっぱり面倒だった？」

「いや、俺も花琳と一緒だったから、楽しくできたと思う」

　二人が高校二年の時だった。修学旅行の実行委員を決めるのに、担任の先生が『ヤナギ……』と発した瞬間に、条件反射で二人とも手を挙げて返事をしてしまった。この実行委員を一緒にやったことで、二人の距離はさらに縮まったような気がしていた。

「実行委員をやるまで、花琳とは本当に住宅の話をするしか接点がなくて」

「学校近くに建てている途中の住宅の話をすごくしていたよね」

「実行委員をやってみて思ったのは、なんか言葉にならないことでも花琳とは通じ合うような気がして、今まで男友達でもそんなふうに感じたことがなかったから、特別な気がしたんだ」

「私も智くんといろいろ決める時に、考え方というか方向性が似ていてすごくやりやすかった。修学旅行のクラス別行動も行きたいところが一緒だったよね？　おかげですんなり決まったと思うもん」

「お土産も同じようなものを買っていたよな。あの時、おそろいのストラップを買ったのは覚えてる？」

「はじめてのおそろいだったもん。覚えているし、今も大事に取ってあるよ……実家だけど」

　花琳がそう言い、智は自分の部屋からそのストラップを持ってきた。

「俺はずっと手元に置いていた。このストラップを持っていたら、花琳ともう一度会えるような気がして」

　思い出話を語る。智の声が耳に心地よく、疲れもあったせいか花琳は話を聞きながら、彼に寄りかかった。

「花琳、お疲れ様。今日はゆっくり寝て」

　智の声が遠くの方で聞こえ、もっと甘い時間を二人で過ごしたいと願う花琳の気持ちはまたしても叶わなかった。




　週末は新居の内覧に三ヶ所ほど巡り、一番条件に合った物件を契約した。八月の最後の週に引っ越し、新しい二人の生活が始まった。二人が選んだ物件は駅から少し離れているが、花琳の勤務先であるタキモトインテリアに近い。東條建設もタキモトインテリアも最寄駅は同じだが、タキモトインテリアは駅を出て南側に位置し、ちょうど次の駅との間である。東條建設は北側に位置する。同じ通り沿いというわけではなく、新居の前をまっすぐ北上した右側に東條建設があり、タキモトインテリアはその途中にある大通りを右側に曲がってから北上した位置にある。そのためお互いに家から徒歩で通勤できる。

「花琳、荷物は片付いた？」

「うん、どうにか足の踏み場はできたよ。改めて智くん、今日からよろしくね」

「うん、俺こそ今日からよろしく。あのさ、今日を記念してっていうか」

　智が言葉を探しながら、花琳のことを見つめる。

「同棲の記念？」

　花琳が智を見つめ返しながら訊ねた。

「うん、同棲もだけど、再会してもう一度やり直せるようになったのに、デートらしいデートもできなくて、なんていうか付き合っている感があまりなかったから。えっと、だからっていうか……俺の気持ちを形にしたくて」

　ためらいながら智は後ろに隠していた手を花琳の前に差し出した。真っ白なケースを手に握りながら、緊張していた。

「ペアリングを用意したんだけど」

　智は用意していたペアリングを花琳に見せる。

「いつの間に用意したの？　うわぁ、すごく可愛い！」

「気に入ってくれてよかった」

　智はほっとして笑みを浮かべた。

「なかなかデートもできなくてごめんな」

「智くん、忙しいみたいだね」

「ようやく俺がデザインした家が完成するんだ。明後日から花琳のコーディネートしてくれたインテリアが搬入されるよ」

「大地さんが驚いていたの。手直しなしでインテリアが決まるのははじめてだったみたいで」

「イメージ通りのものができていて、俺の方が驚いた。花琳と佐藤さんには感謝しているよ。それに天候にも恵まれて、遅れがなかったから予定より少し早く販売会ができるんだ」

「週末には現地販売会を兼ねた内覧会があるんだよね？」

「うん、急なスケジュール変更になったけど、花琳と佐藤さんも来てくれるんだろ？」

　花琳と大地は内覧会のインテリアについてアンケートをとることになっている。

「次の仕事も決まっていて、ほかにも社内コンペ用のデザインも必要で、今は本当に仕事が詰まっているんだよなぁ」

「私もいくつか依頼を回してもらっていて、しばらく落ち着かないかも」

「来週末の代休はいつ頃、取るつもり？」

　智が花琳に尋ねると、彼女は笑みを浮かべた。

「木曜日と金曜日に申請して、四連休狙いなの」

「俺も花琳と同じ日に休み申請してみる。もし同じ日に休みが取れたら、デートしようか」

　智はそう言いながら、彼女の肩を引き寄せた。

「一緒の休みが取れるといいね」

「デートもちゃんとできていないから、たまには一緒に出掛けたい。そういえば、花琳が選んだこのソファ、最高だね」

　リビングの片付けが終わり、二人は少しだけ休憩のつもりでソファに腰を下ろした。ローテーブルも花琳が選んだタキモトインテリアの新作だ。ペットボトルのお茶を飲みながら、花琳はＶサインをしてくる。

「大地さんのデザインだから」

　花琳が笑い、智も笑みを浮かべる。お互いに一部屋ずつあり、寝室も別々だ。

「花琳、引っ越しそばを頼むけど。何がいい？」

　部屋の中はまだ段ボールだらけだ。

「えっと、天ざるがいいなぁ」

「わかった。七時くらいでいい？」

「うん、それまでにキッチンをある程度片付けちゃうね」

「じゃ、俺は洗面所と風呂場を片付けてくる」

　キッチンとリビングの片付けが終わって、それぞれの部屋の片付けにとりかかっていたところに、出前のそばが到着した。

「花琳、そば届いたよ。出てこられる？」

「う、うん、大丈夫。すぐに行くね」

　花琳の声が響いた瞬間、ガラガラと何かが崩れる音が響き、智は思わず彼女の部屋のドアを勝手に開けてしまった。

「花琳、大丈夫か？」

　ベッドの向こう側に彼女の手が見え、智が引き上げてやる。

「うん、ごめんね。資料だけでも片付けようと思ったんだけど、カタログとか多くてちょっとずれたら崩れてきちゃって」

「とりあえず、ご飯を食べよう。今夜は終わりにして、明日また片付ければいいよ」

「でも寝る場所が」

「俺の部屋に来ればいいよ」

　智はそう言いながら、彼女が頷いてくれるか不安だった。花琳は自分の部屋の惨状を見てから、頷いてくれた。

　そしてその夜、智は二度目の夜を花琳と過ごすために、彼女を部屋に招いた。花琳は片付けの終わった智の部屋に入ってくると、ドア付近できょろきょろと部屋の中を見回している。

「怖い？」

「ううん、恥ずかしい」

　花琳の手を取ってベッドの端に座らせると、智は緊張が和らぐように話し始めた。

「花琳、気付いてないかもしれないけど、花琳とはじめて過ごしたあの夜も抑えられなかったんだよ。今だって、隣に花琳が座っているだけなのに、緊張している」

　智の言葉に花琳は安心したように微笑んだ。肩の力が少し抜けた様子に智はゆっくりと手を伸ばした。彼女の手が重なり、その指に唇を押し当てる。おそろいのリングの上に唇を当て、それから手首、ひじの内側と少しずつ彼女の腕を上に辿っていく。智の唇が当たるたびに、花琳が目を細める。反応を窺うように少しずつ彼女に触れながら、そっと彼女の唇に指を当てた。顔を近付けて彼女の唇に軽く押し当ててから、唇を啄むように食んだ。キスをしながら彼女の身体に触れると、花琳は感じやすいらしく、智の指先の動き一つ一つを敏感に感じ取ってくれる。組み敷いた彼女が感じるたびに大きめのバストが揺れ、甘い声を響かせるだけで屹立した彼自身が我慢できないと先走りそうになる。

　熱く潤った彼女の中に自分自身を沈めると、こんなにぴったりと自分に合うのかと思うほど相性がいい。

「花琳、苦しい？」

「ううん、大丈夫。痛みもこの前のようにはないし……」

　花琳の瞳が少し潤み、智は彼女の唇に自身の唇を重ねながら腰をぐっと奥まで突き進めた。緩やかな律動で彼女を馴らしながら、もっと長くと思っていたのにあっという間にその時を迎えてしまう。

「体の相性が良すぎて、俺が持たないよ」

「そういうものなの？」

「花琳の中、めちゃくちゃ気持ちイイ。花琳はどう？」

「そ、そんなの……言わせないで」

　恥ずかしそうにタオルケットを頭まで被ってしまった彼女を抱きしめ、智は笑っていた。

「笑うなんてひどい」

　花琳は恨めしそうにタオルケットから顔を出し、智は何度も彼女の唇を奪った。

「花琳、愛してる」

　気持ちが高まってこぼれた言葉は、胸を揉まれて喘ぐ彼女の耳には届かなかった。

「んっ、智くん？　なんて言ったの？」

「もう一回、シよって言ったんだ」

　彼女を自分の身体の上に乗せ、智は下から掬い上げるように彼女の胸に触れる。彼女の腰が揺れる度に、智自身を刺激してそして彼はすぐに達してしまい、もう一度おかわりをしてしまうことになった。




「すぐに売れるといいんだけど」

　ついに智のデザインした分譲住宅が完成し、内覧会を控えた前日、智はぼそっと呟いた。

「金額は少々高めだけど、インテリアもかなりいい出来だし、心配しなくても大丈夫だと思うよ」

　高橋がそう言い、智は小さく頷いた。

「ヤナギ、タキモトインテリアに受注したんだろう？　佐藤大地さんのパートナーがすごくセンス良くて、取引先の社長がオフィスのリフォームを頼んだら今までとは違う温かみのある印象に変わったらしいぞ」

　別の先輩が声を掛けてきて、智はすぐに花琳の顔が頭に浮かんだ。

「佐藤のパートナーか。ヤナギの物件も手掛けてくれた人じゃないかな」

　高橋が笑みを浮かべると、先輩は目を丸くしていた。

「俺の部屋もコーディネート頼んでみようかなぁ。どんな人？」

　その質問に答えたのは高橋だった。

「俺の部屋にアドバイスしてもらって、今はこんなに片付きました」

　高橋が自分の部屋の写真を見せると、周りに集まってきた人たちが感嘆の声を上げていた。

（花琳、すごいなぁ。俺も花琳のコーディネート好きだしなぁ）

　だからこそ、また新たな物件を手掛けて、彼女と仕事がしたいと考えていた。










第三章　過去









　土曜日に出勤するのは、はじめてではない。それでも滅多に出勤する必要のない花琳は、いつもとは違う雰囲気に緊張してしまう。

「ヤナギ、アンケートは俺が持ったから」

「はい、あとは何が必要ですか？」

「そんなのお前らしい笑顔に決まっているだろ！」

　大地の言葉に花琳は頷き、彼が運転する社用車で現場に向かった。

「現場ってこんな感じなんですね」

「内覧は十時ごろからだから、まずは完成した住宅を見学させてもらおうか」

「打ち合わせとか必要ないんですか？」

　花琳が質問し、大地がにやりと笑った。

「住宅内を見学しながら、打ち合わせすればいいんじゃないか？」

　彼の提案に花琳は頷いた。

　智は花琳が家を出るよりもずっと前に出たようだ。彼女の目が覚めた頃に、玄関が閉まる音を聞いたような気がする。

　現地に着くと、高橋と一緒に忙しなく動き回っている彼を見つけた。

「お疲れ様です！　準備で手伝うことはありますか？」

　大地がそう声を掛け、花琳も声を掛けた。

「お疲れ様です。本日はよろしくお願いします」

「お疲れ様です。こちらこそよろしくお願いします。佐藤さん、申し訳ないんですけど、このテーブルを運ぶのを手伝ってもらえませんか？」

　智がそう言い、大地が手伝いに行くと、花琳はその場に残された。

「この住宅が柳田のデザインだよ」

　高橋がいつの間にか戻ってきて、花琳の傍で説明してくれた。

「外観も素敵ですね。中が早く見たくて」

「インテリアは柳本さんが担当したんだから、自信を持っていいと思うけど」

　高橋の言葉に花琳は首を横に振った。

「はじめての大仕事なんです。しっかり反省もして次に生かさないと」

「付き合っているとそういうところも似るの？　柳田と同じことを言っているよ」

「高橋さん、ヤナギって呼ばないんですか？」

「うん、客の前では言わない」

　彼の徹底したプロ意識を垣間見たような気がして、花琳は見習わないといけないと思った。

「柳本、内覧させてもらえるらしいよ」

「柳田が案内するから、楽しみにしていてください」

　高橋はそう言い残し、別の仕事があるようですぐにいなくなった。

　花琳は大地と一緒に智の案内で内覧をさせてもらった。

「柳本さんがコーディネートしてくれたインテリアが、いいアクセントになっています」

「ありがたいお言葉です」

　花琳はそう言いながら、照れくさくなっていた。

「もちろん、佐藤さんのオリジナルデザインがあってこそですが」

　智はそう言いながら、リビングダイニングを案内してくれる。それから二階の各部屋を見せてもらい、花琳は感嘆の息をもらした。

「大地さん、天才だと思いました！　こんなにイメージ通りに部屋とインテリアが一体になるなんて……」

「プランナーがいい感性を持っているから、それを忠実に形にしただけだよ」

　大地はそう言い、智はただ笑みを浮かべてくれた。

「さてそろそろ来場客がいらっしゃいますので、本日のスケジュールを確認したいと思います」

　智が仕切り、簡単な打ち合わせをする。花琳は自分たちのアンケート用紙を来場客に書いてもらえるように声を掛けて欲しいと頼んだ。

　一日目は見学に来る人が多く、検討すると言ってくれた客が二組だった。

　翌日は正午を回ってすぐに智の物件が成約した。いくつかある中で一番早く売れたのもあり、智は本当に嬉しそうだった。

「売買が成約したら、私たちはどうすればいいんですか？」

　花琳は大地に訊ね、大地は唸った。

「片付けをして撤収だろうなぁ。片付けを手伝うか。こんなに早く決まるとは思っていなかったから、アンケートも余っちゃったな」

　残念そうな大地に花琳は少しだけ笑った。

「花琳？　花琳だろ？」

　その時背後から響いたやや威圧的な声に、花琳の身体は固まった。

（この声、まさか……）

　花琳は恐る恐るゆっくりと振り返った。

「やっぱ、花琳だ。変わってねぇなぁ。久しぶり」

　気さくに話しかけているつもりなのだろうが、彼の威圧感は拭えない。大きな手で肩をがしっと掴まれると、花琳は蛇に睨まれたカエルのように動けなくなった。

「お、お久しぶりです。近こん藤どう先輩」

　ようやくか細い声で花琳は答えた。彼女の様子が変だと感じたのか、大地が花琳のすぐ傍にいて、少し離れたところから智が様子を窺っているのがわかる。花琳は全身の神経が研ぎ澄まされ、ほんの少しの変化にも敏感になっていた。

「大学の時の後輩なんだ。ちょっと話がしたいから、先に車で待っていて」

　近藤は一緒に来た彼女らしき女性に車の鍵を渡した。彼、近藤樹いつきは花琳よりも二つ年上の先輩だが、学年は一つ上である。

「相変わらず、緊張しやすいようだな。今は仕事中だよな？　この家のコーディネートをしたのは花琳なのか？　タキモトインテリアに就職したって聞いたけど」

「は、はい」

　花琳は返事をするので精一杯だった。肩を掴んでいるその手が気持ち悪くて、振り払いたいのに身体が思うように動かなかった。

「お前、相変わらずだな……まだ、処女かよ？　ちょっと触れただけでこんなに固くなるようじゃ、仕事にも支障が出るんじゃないのか？　だから俺に捧げときゃ、よかったのに」

　小声で囁かれたのに、その言葉は花琳にとっては致命的だった。

「お客様、こちらの物件についてご質問ですか？」

　智が花琳と樹の間に入り、樹の手はようやく肩から離れた。

「いや、懐かしい顔があったから、声を掛けただけだ。この物件、成約済みなんだって？　内覧したかったんだけど」

「申し訳ありません。ご覧いただけない決まりとなっております」

　智が頭を下げると、ふんっと鼻で返事をしていた。

「大学の後輩がどんなインテリアを選んだのか、見たかったんだよ。花琳がコーディネートした家だからな。まぁ、たいしたことないと思うが……東條建設の方ですよね。私、こういう者です」

　樹が名刺を取り出す。彼もまたインテリアのプランナー、コーディネーターとデザイナーとして、仲間とともに専門のセレクトショップをやっていると説明していたが、それらはすべて耳を素通りして何も考えられなかった。

「今回はタキモトインテリアさんと仕事をさせてもらいたくて、こちらからお願いさせてもらいました。物件でのインテリアコーディネートのお仕事でしたら、窓口が別にありますので」

　智がそう言うと、樹はにやりと笑った。

「東條建設の窓口にも挨拶はさせてもらっていますが、実際の物件を見て期待に添える仕事ができるか確認したかったんですよ。まぁ、でも花琳が期待に応えられたようなので、私の提案もきっと受け入れてもらえると思いますよ。花琳、今度はコンペで会えるといいな。元彼女でも俺は容赦しないからな」

　その言葉に智の態度が変わった。慌てて高橋と大地が間に入り、樹に声を掛ける。

「私、タキモトインテリアのデザイナーをしています。後学のため、作品とかを見させてもらいたいのですが」

「東條建設の設計士です」

　二人は樹の視線から花琳と智を遮るように立った。そしてどうにか自分たちに興味を持たせようと、名刺を渡したのだ。

「今度、日を改めて時間を作りますよ。彼女をこれ以上、待たせられないので。作品に関してはホームページでも閲覧できますので、お時間があればご覧ください」

　そう言い、樹は去っていった。

「柳田、柳本さんを連れて先に休憩してこい。佐藤、悪いんだけど、手伝ってもらえるかな」

「あぁ、手伝えることがあればやるよ」

　高橋と大地がその場を離れ、花琳はようやく息を吐き出した。

「花琳、休憩に行こう」

　智が花琳の手をぎゅっと握ってくれて、少し安心して小さく頷いた。智の大きな手から体温が伝わってきて、ようやく金縛りから解けた気分だった。

　智の運転で住宅街から抜けた国道沿いのファミレスに、二人は入った。

「花琳、あの人と付き合っていたよな？」

　智の問いに花琳は小さく頷いた。

「どうして知っているの？」

「花琳に会いたくて、地元に用がある時に花琳の家の近くを通ったことがある。偶然でもいいから、顔を見たくて。俺と連絡が取れなくなって一年くらい経った頃かな。花琳の家の傍であの人とキスをしていたのを見た」

「早く忘れなきゃって思っていた時期だったの。自分から連絡先をすべて消して、連絡を取らないようにしたのに、智くんには彼女がいるんだって言い聞かせたのに。忘れられなくて苦しかったの。そんな時に何度も告白してくれて、誰か別の人と一緒にいることで思い出になることもあるよって言われて、付き合い始めたの」

　花琳は声が震え、涙が溢れそうになる。

「花琳、先に食事を頼もうか。何が食べられそう？」

「ううん、いらない」

「じゃ、飲み物だけ頼もう」

「智くんは、ちゃんと食べて」

「俺も今は喉を通りそうにないから」

　二人分のドリンクバーを頼み、智がアイスコーヒーとアイスティーを入れてきてくれた。

　その間に花琳はどう話すべきか悩んでいた。

「それで、付き合い始めたんだよね？　彼は花琳のこと本当に好きだったの？」

　智が心配そうに言い、花琳はゆっくりと言葉にした。

「付き合い始めの頃は好きだっていっぱい言ってくれた。だけどその時、私は周りが何も見えなくて、自分の勉強と智くんを忘れることに集中していたから、彼の噂も知らなくて……」

「どういうこと？」

「近藤先輩は未経験の子だけを狙っていて、はじめてを奪ったらそれで終わりにする人だって。でも付き合っている時は知らなくて、私……なぜかわからないけど、近藤先輩に触られるのがダメになっていったの。最初の頃は平気だったキスも、身体に触れられることが増えてきて、どこでも迫ってくる先輩が怖くなっていって……手を繋ぐのも生理的に受け付けなくなってしまったの。そしたらもったいぶるのもいい加減にしろって怒られて」

　花琳は言葉をどう選んで言えばいいのかわからなかった。

「だんだんと威圧的な言い方になってきて、俺の言うことは絶対だって感じが付き合っていく内に強くなってきて、それが怖くなっちゃったの。立派な身体をしているのに感度が悪くて最悪だって言われて……私なんかじゃ、男を満足させられないって」

「花琳、わかった」

　智は低い声でそう言い、花琳は目を上げた。

「ご、ごめんなさい。どうしても言い出せなかったの。智くんの過去は根掘り葉掘り聞いたのに」

「花琳、大丈夫だよ」

「ごめんなさい。嫌われたくなくて……どうしても言い出せなくて」

「あの人のこと、花琳は好きになったの？」

「ううん、好きになろうとしたの。いいところもいっぱいあったはずなのに、だんだん怖くなってきて拒絶反応が起きたんだと思う。智くんのことを忘れなきゃいけなくて、忘れさせてくれるって言われたのに気持ちが動かなかった」

「花琳の気持ちはわかった。その人と別れた後は、何もなかった？」

「智くん、ちゃんと話したいから、家に戻ってからでもいい？　大地さんたちに休憩入ってもらう時間だよね？」

　智が慌てたように時計を見て、二人はファミレスを出てきた。

「花琳、家に戻ったらゆっくり話そう。俺も今は頭の中が混乱していて、うまく話せない。一つだけ確認してもいい？」

「うん」

「俺、その話を聞いても花琳のこと大好きだから、別れたくない。花琳は？」

「私も智くんのこと、大好きだから別れたくない」

「よかった。それだけは先に確認しておきたかった」

「でも、私の話を聞いて智くんは私のこと嫌いになるかもしれない」

　花琳が不安を爆発させるかのように言葉を紡いだ。

「どんな話をされてもそれが過去のことなら、気にしないようにする。今の気持ちの方が大切だってわかっているから」

　智がそう言ってくれたのもあり、花琳は少しだけ落ち着いて現場に戻ることができた。
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「佐藤さん、柳本さん、ありがとうございました。また機会がありましたら、ぜひご一緒させてください……っとその前に、ご成約頂いたお客様からご相談内容とインテリアの発注書を預かりましたのでお渡ししておきます」

　高橋はそう言い、花琳と大地を帰してしまった。

「ヤナギ、少しは頭が冷えたか？」

　二人が見えなくなってから、高橋がそう声を掛けてきて智は息をのんだ。

「えっ……」

「柳本さんに絡んでいる男性に対して、怒って殴ろうとしていたんじゃないのか？　だから俺と佐藤は強引に間に割って入ったんだけど」

「すみません。あの男性が、あまりにも彼女をバカにしているような態度で」

「怒りにまかせて、柳本さんを傷付けていないだろうな？」

「それは、大丈夫です。高橋さん、休憩は？」

「いや、俺たちはこのまま帰っていいらしいよ。明日の代休は取り消しで、出勤してくれればいい。あとは明日、やればいいから」

　高橋と一度社用車を戻しに会社に向かった。会社の専用駐車場で二人は別れ、智は花琳にメッセージを送った。花琳も家に帰るらしく、智はコンビニに寄って帰った。

　家には智の方が先に到着し、シャワーを浴びながら頭の中を整理していた。

（俺、花琳のはじめてを無理矢理……奪ったんじゃ？　あの時、俺は強引に我慢できないって言ってシちゃったんだよな。だから翌朝、背中を丸めて後悔している花琳を見て、一夜の過ちで落ち込んでいるのかと思っていたけど、恐怖とかそういうのも感じていたのかもしれない。ちゃんと気持ちを考えてあげられていなかった）

　そう考えた智はすぐにバスルームを後にした。

「花琳、お疲れ」

　リビングに行くと、花琳が帰宅していた。

「智くんこそ、お疲れ様」

「俺、明日出勤になったから」

「私も」

「そっか。花琳もシャワー浴びちゃったら？　食べるものはコンビニでちょっと買ってきたし、足りなかったらピザでも頼もうよ」

「うん、そうしようか。疲れちゃったよね」

　彼女の笑顔がぎこちなくて、智は思わず彼女を抱きしめた。

「花琳、こうやって抱きしめても怖くない？」

「うん、平気」

「俺、花琳が男を怖がるなんて知らなかったんだ。それにはじめてだなんて思っていなくて、酷いことをして本当にごめんなさい」

「智くん、それは違うの。あのね……あの日、私は智くんのキスに酔いしれちゃったの。だからもっとキスしてほしくなって……キスが気持ちいいものだなんて知らなかったから」

　花琳の言葉に智は頷いた。

「俺も花琳とキスした時、すごく気持ちよかった。高校の時も花琳とキスをしたけど、あの時はお互いにぎこちなくて照れくさくて、うまくできていなかった。それでも花琳とキスをすると幸せな気持ちになっていたけど……あの頃とは違ったから、てっきり花琳が慣れているんだと思って進めちゃって本当にごめん」

「私、智くんとは平気だったの。少し前まで、初対面の男性と少し肩が触れたり、腕が触れたりするのも嫌悪感があって避けていたのに。だから、やっぱり本当に好きな人って特別で他の人とは違うって感じたの」

「俺も花琳は誰とも違って特別だって感じているよ。シャワー浴びてきて。食事をしながらゆっくり話したい」

　智はそう言い、花琳を抱きしめる腕を緩めた。

「ごめんな、俺が言葉足りなくて、不安にさせていて」

「ううん、私もちゃんと言葉にできなくてごめんなさい」

　花琳の唇にそっと唇を重ね、ようやく二人は離れた。

　花琳がバスルームを使っている間に、智は考えを巡らせながらコンビニで買ってきたものを温めていた。

（花琳に新しい恋人ができてその人とキスしているのを見た時、あの当時はショックが大きくて、その場から逃げ出したんだっけ。あの時、俺が思い切って声をかけていたら、花琳は傷付かなかったのかもしれないのに）

　いまさら、タラレバを繰り返しても仕方ない。わかっていても考え出すとキリがない。その後、すぐに告白された女性と付き合ってみたが、うまくいかなかった。

　それから誰かと付き合う気が起きなかったのもあるが、何よりも由美と付き合っている噂が大きく広まったのが原因で智に告白してくる人もいなくなった。

　花琳がバスルームから出てくると、智は彼女をすぐに抱きしめる。

「サラダとパスタしかないけど、いいかな？」

「うん、私も何か買って帰ればよかったんだよね」

「俺がコンビニに寄るってメッセージを送ったのに、食べたいものが考え付かなくてごめん」

「智くん、お昼も食べていないのに大丈夫？」

「それは花琳も同じだよ。冷めないうちに食べよう。それから話をしようか」

　智は花琳を促し、まずは食事をした。いつものようにたわいない世間話をすることもなく、お互いに黙々とパスタとサラダを胃袋に詰め込む。

　食事が終わってから、花琳がゆっくりとした口調で話し始めた。

「近藤先輩とはサークルで知り合ったの。悪い人じゃなくて、誰にでも気さくで優しい人っていうか、サークルでは面倒見のいい先輩で場の雰囲気を盛り上げてくれるリーダーだった」

　智は話を聞きながら、彼女の手をぎゅっと握っていた。

「だから先輩に惹かれる人も多かったと思うし、彼女がいたことも知っていたけど、私には関係のないことだと思っていたの。サークルとバイトと課題で智くんのことを忘れようと必死で自分に余裕がなかった」

「生理的に受け付けないって言ったよな？　それって最初から？」

　智の疑問に花琳は少しだけ考えたような間をあけてから口を開いた。

「サークルの先輩後輩の時は、気持ち悪いとは思わなかった。付き合ってみようと思った時も、こんなに好きだって言ってくれるなら、私も好きになれるかもしれないと思ったの。だけどだんだんとそうは思えなくなってきたの。先輩に会ったら、キスしなきゃいけない。身体を触られなきゃいけないって気持ちが大きくて、俺がこんなに好きなのになんでわからないんだって怒られて、怖さと気持ち悪さで手を繋ぐことすらできなくなったの」

「それってもしかしたら、花琳は自分の気持ちが相手に向いていなかったからかもしれない。気持ちがあるのかどうか確かめもしないで、抱いちゃった俺が言うのもあれだけど」

「どういうこと？」

　花琳が潤んだ瞳で智を見つめ、その姿にドキッとした。

「うん、花琳の気持ちは身体とリンクしやすいんじゃないかな。その先輩と時間をかけて知り合って気持ちが動いて花琳が好きになってからなら、キスも平気だっただろうし、その先にも進んだかもしれない。だけど、その先輩にとってみれば、花琳は獲物だったんだよなぁ、たぶん。花琳の処女を奪ってさっさと次の女に行こうとしていたんだろうし、だから手っ取り早く済ませようと思って男に慣れろと言わんばかりに迫って来て、花琳はそれを受け入れられなかったんじゃないのかな」

「でも、私……女として欠陥品なの。だから、智くんが私のこと抱いてくれない時も、欠陥品だって気付かれたんだろうって思っていて」

　花琳の不安にようやくたどり着いた智は、彼女をぎゅっと抱きしめる。

「ごめん、ただ忙しいだけってちゃんと言えば不安にさせなかったんだな。それに花琳のこと欠陥品だなんて思ったことないよ。あんなに相性が良くて、気持ちいいだけじゃなくて幸せな気分になるのは花琳だけだったから。運命の赤い糸で繋がっているって確信したんだ」

　智の言葉に花琳はホッとしたように笑ってくれた。

「花琳は本当に好きな人じゃないとダメなんだってことはさ、俺のこと本当に好きだってことだよな。俺、それだけで嬉しい。だから、花琳は不安にならないで。俺は運命で繋がっているって確信しているんだから、そう簡単に手を離すようなことはしない」

「智くん、嫌な想いをさせてごめんね」

　花琳がぎゅっとしがみついてくると、それだけで愛しくて智も胸が熱くなる。

「あんな先輩に花琳のはじめてを奪われなくてよかった。俺をはじめての相手に選んでくれてありがとう」

「選んだことになるの？」

「うん、花琳の心が選んでくれなきゃ、きっと誰であっても花琳の身体は俺を拒んだと思う」

　智は彼女の唇をそっと奪った。

「気持ち悪い？」

　彼女に尋ねると、小さく首を横に振ってくれたのがまた嬉しくて仕方ない。

　ただ、智には不安があった。樹はまた花琳の前に現れるような気がしていた。

「その先輩って、卒業してからも花琳と会ったことがあった？」

　智が訊ねると、花琳は首を傾げる。

「別れたというか、私が一方的に振られた感じだったんだけど、それから今日までなぜか顔を合わせることもなかったの。振られた直後に先輩がサークルを引退した頃でその後、先輩は就活がうまくいかなくて苦労していたらしいの」

「同じ大学にいてもその時期は顔を合わせないことも増えるだろうな。花琳は先輩がどこに就職したのか、知っていた？　逆に彼は花琳の就職先を知っていたのかな？」

「私の就職先は知っていたみたい。だけど、先輩がどこに就職したのか、どの会社を狙って受けていたのかは全然知らない。インテリア関係の仕事に就いたのもちょっと意外だった」

「先輩って何を専攻していたか、知っているよな？」

「うん、デザイン系だったけど、そんなにインテリアに興味がある雰囲気はなかったし」

　智は何かが気になっていたが、それが何かは自分でもよくわからなかった。

　翌日の月曜日、智は花琳と同じ時間に家を出て、途中まで一緒に歩いた。花琳に軽く手を振って別れ、曲がり角を曲がると後ろから人が近付いてくる気配に気付いた。

「おはよう、ヤナギ」

「おはようございます、高橋さん」

「歩きながら、話してもいいかな？」

　高橋の言葉に智は頷いた。

「昨日は大丈夫だった？」

「えぇ、大丈夫ですよ。彼女から詳しい話も聞けたので」

「それはよかった。昨日、名刺をもらったから、柳本さんの知り合いの彼のホームページを確認してみたんだ。何人かの仲間で立ち上げた会社のようで、オリジナルデザインのインテリアや海外のインテリアをメインに取り扱っているセレクトショップのようだった」

「あの展示会にいたことも特に不思議なことではないですね」

「うん、新規参入の会社がモデルルームの見学に来て、営業するのもよくあることだし。ただ、本当に偶然だったのか気になったんだ」

「どういうことですか？」

「俺たちの物件には、タキモトインテリアを使っていることも、気に入ったインテリアはその場で購入できるプランがあることも宣伝している」

「花琳がタキモトインテリアに就職しているのを知っていて、タキモトインテリアを使用しているモデルルームを狙って営業を装って来たってことですか？」

「ヤナギ、頭の回転が早いね。いや、ほかにもモデルルームは展開しているのに、わざわざ成約済みのモデルルームに来るかなぁ。一番奥にある家だったし……確かにほかの家はタキモトインテリアを使っていないけど」

　高橋の疑問にようやく智も変だと気付いた。

「花琳を探していたってことですか？　今回は偶然、花琳が携わってくれたけど、彼女が担当するとは限らなかったし……もし本当に彼女に会いたいなら、直接タキモトインテリアに行けばいいじゃないですか」

「ショールームには行けるだろうけど、そこに柳本さんがいる可能性は低い。彼女がプランナーだって知っていたら、本社に行かなければならない。同業者だと本社にいるかどうかわからない彼女を呼び出すのも難しくないか？　彼女からあの彼が会いたがる理由は訊けたかなって、思ったんだけど……ていうか、それどうしたんだ？　指輪」

　社員カードを通した時に、高橋にペアリングを見つけられた。

「彼女にもあの人がなぜ会いに来たのかはわからないと思いますよ。数年、会っていなかったようですし……指輪は、同棲記念でプレゼントしたんですが、今日から俺も彼女も付けるようにしたんですよ。少しでも牽制になればと思って」

「彼女はいいと思うけど、ヤナギはまたよからぬ噂に巻き込まれるんじゃないのか？」

「でも、東條はペアリングをしてくることはないですし、おそろいは用意できないと思う」

「なんで？」

「これ、一点ものですから」

　智が胸を張ってそう言った。

「じゃ、ヤナギに彼女ができたらしいって噂がうまく流れて、あの人に対する牽制になるといいよな」

　高橋がそう言ってくれて、智は頷いた。

（俺も花琳も過去に囚われずに、未来を向いて歩いていきたい。だからこそ、俺に付き纏う東條も過去のことにしなきゃ）

　智はそんな決意を固めていた。

　その日の午前中には智のペアリングが噂になり始め、由美に確認を取る人も増えているようだった。由美がどう答えていたのかはわからないが、智の思惑通りというわけではないようだ。それと同時に智に彼女ができたらしいという噂が流れるようになっていた。この噂は、高橋が流している。

　今までとは違う智の態度に、由美も何か気付いてくれればいいと思っていた。しかし、智が思うほど、由美は簡単に諦めてくれるわけではない。

「なんで俺なんかに執着するんだろうなぁ。ほかにも好条件な相手はいっぱいいるはずなのに」

　智は頭を悩ませたが、由美の本音はいつだってわからなかった。いや、智はわかろうとしてこなかった。





　　　＊　＊　＊






　その日の朝礼で、花琳と大地は当面、パートナーを組むことが正式に決まった。と言っても、花琳は今までに大地以外の人と仕事をしたことがない。大地はいろんなプランナーと仕事を請け負っていたが、今後は花琳とパートナーを組むのが優先される。

「柳本、その指輪、彼氏ができたの？　ってまさか……？」

　大地の顔を見てニヤニヤする先輩を見て、花琳も大地を見つめる。

「相手は俺じゃないよ。いつの間にか、ヤナギは彼氏ができていたんだから」

　大地がそう言い、花琳は少しだけ笑った。

「で、ヤナギ、正式なパートナーとして頼みがあるんだが、社内コンペのダイニングテーブル、一緒にやらないか？　ヤナギがプランナー、それをもとに俺がデザインで共同制作」

「やります！」

　花琳の仕事も順調に少しずつ増えていて、勉強したいことも増えている。日々、花琳は刺激を受けて感性を磨いているつもりだ。

　夜、智とソファに並んで座ると、大地と正式にパートナーを組むことになったと告げた。

「俺も高橋さんと新しい仕事を任されたんだ。次は住宅展示場のデザインをやるんだけど」

「すごいね、智くん。今度の家も見学しに行きたい」

「今度もインテリアは花琳たちに頼もうと思っていて」

「え？　いいの？」

「うん、花琳たちとまた仕事がしたくて。それより、花琳、指輪の効果は何かあった？」

「先輩たちに大地さんからもらったのか、訊かれたけど……彼がいるって伝えたよ」

「俺の方は、まだ効果がないのかも？　俺に彼女がいるイコール東條って考えている人も多いから。ほかの社員には自分が指輪をしていない理由が今日は慌てていて忘れたって話しているらしいよ」

「でも似たような指輪をしてくるようになったら、どうするの？」

「今は高橋さんが周囲に、俺に最近彼女ができたと噂を流してくれているから」

　智の言葉に花琳は少しだけ不安になった。

（また私が相手だって知ったら……ううん、それよりも私のことを覚えているのかな。覚えられているのも嫌だけど、まったく覚えていないって言われるのも嫌だなぁ。もし彼女がいるって知ったら、またあんな電話を掛けてくるのかな）

　花琳が考え込んでいると、智がぎゅっと抱きしめてくれる。

「不安だよな。でも、花琳、何があっても俺のことを信じてほしい。そして頼って相談してほしい」

「うん、ちゃんとわかっている」

　智と唇を重ね、それから二人で智のベッドに向かった。ベッドに腰を下ろし、キスをしようとした瞬間に花琳の携帯が鳴った。早めの時間に一緒に眠れる日は、智のベッドで寝ることにしていた。

「ごめん、大学の時の友人からなの」

「出ていいよ」

　花琳は智に断りを入れ、リビングで電話に出た。

「お久しぶり、どうしたの？」

『花琳、久しぶり！　近藤先輩と会ったって聞いたんだけど』

「うん、会ったけど……誰から聞いたの？」

『本人よ。私、大学で事務の仕事をしているじゃない。今日近藤先輩が来たの』

「大学に？」

『うん、卒業生が就活の経験談を語る講義があったでしょ？　あれに来たんだけど』

　花琳は彼女から話を聞いて少しだけ驚いた。

『講演を少し聞かせてもらった後で、事務所で話をしていたんだけど……花琳と会った話をしてきたの』

「会ったことは会ったけど、たいした話はしていないのに」

『近藤先輩、花琳のことまだ諦めていないんじゃない？　たぶん花琳だけがうまく落とせなかったから……それからある意味、復讐の意味もあるのかもしれないね』

「どういうこと？」

『花琳は近藤先輩の就職について噂話を聞いたことがある？』

「ううん、知らない。先輩と別れてから周りが気を遣ってくれたのか、彼の噂は一切耳に入らなかったの」

『そっか、そうだったよね。唯一、近藤先輩がバージンキラーっていう話だけはしたんだよね。近藤先輩、タキモトインテリアが第一志望だったけど受からなくて、ほかのインテリア関係の会社も全滅だったらしいの。悔しいから一年くらいアルバイトをめいっぱいして、資金を作って独立したみたい。ちょうど会社が立ち上がった頃、花琳が大学にタキモトインテリアに採用が決まった報告をしにきたときに先輩も自分の会社を設立した報告に来て偶然その話を聞いたんだって。その時、花琳がタキモトインテリアに受かっていて羨ましかったって』

「先輩もタキモトインテリアを目指していたなんて、知らなかった」

『今日、先輩がその話をしながら、なんとなく花琳に嫉妬しているというか、悪意を持っているような気がして心配になったの』

「心配してくれてありがとう」

　友人にそう言われた花琳は悩んでいた。電話を切って智の待つベッドルームに行くと、彼にしがみつくように抱きついた。

「どうした？」

　花琳は友達から聞いた話をすべて、智に打ち明けた。

「つまり、花琳のはじめてを奪えなかった上に、自分が就職するはずだった会社も花琳に取られたと思っているってことか？　完全なる逆恨みだな」

「やっぱり逆恨みされているのかな」

「その先輩って花琳以外はすべて振られたことがないってこと？」

「たぶん。噂だと百戦錬磨って言われていたけど」

「今も花琳が処女だと思っているんだよな？」

「う、うん。この前、そう言われた」

「花琳、なるべく一人で行動しないようにして。なんとなく嫌な予感がするから」

　智がそう言いながら、花琳の頬にキスをした。頬へのキスだけでは物足りない花琳は、自分から彼の唇に唇を重ねた。

「花琳、そんなキスをされたら我慢できなくなるから」

「我慢……しなきゃ、ダメ？」

　花琳の言葉に智はゆっくりと首を横に振った。

「明日、花琳は休み？」

「うん、代休」

「少し無理させちゃうかもしれないけど、いいの？」

「どういうこと？」

　花琳は智に尋ね、彼が照れたように笑うのを見ていた。

「花琳が可愛くねだってくれるから、抑える自信がない」

「智くんは明日、出勤？」

「いつもより一時間遅いから大丈夫」

　智がゆっくりと花琳をベッドに押し倒し、覆いかぶさるようにキスをしてくる。いつもよりも丁寧な愛撫に、花琳はただ素直に彼の行為に甘えていた。二度と離れたくない想いを二人で、体温を通じて共有しているつもりだった。




　花琳にとって樹は過去の存在だった。忘れたい、二度と思い出したくない相手でもある。

　彼は花琳の気持ちを考えてくれようとはしなかった。

『俺の気持ち、わかってんだろ？』

　そう言って強引なキスをしてきて、ねっとりとした舌を絡めさせられる。すぐに胸に手を触れて、ぎゅむぎゅむと力いっぱいに揉まれて痛いだけだった。樹は二人きりになると、すぐに触れてきた。同じ講義を取っている時は、隣の席に座って花琳の太腿を撫でることも多かった。

　空き教室や部室に誰もいない時に、強引に迫ってきて花琳の身体の中に入ってこようとしたこともある。だからこそ、花琳は彼の気持ちが信じられなかった。好きだと言われても彼の行為から愛情を感じることができなかった。

　隣で眠る智の横で、花琳は彼の体温を感じているだけで幸せな気分になる。

　樹には感じたことのない感情だった。智の傍で彼の穏やかな雰囲気に癒され、手を繋ぐと安心する。智とはもっと触れていたいと思うのに、樹には自分から触れようとも思わなかった。

「疲れていたのに、我儘をいってごめんね。嫌いにならないで」

　そう呟いて、彼の胸に顔を押し付けて目を閉じた。




　お互いの休みがなかなか合わないまま、十月になった。タキモトインテリアの本社ショールームは、二階部分のコーディネートを花琳が担当した。インテリアのほとんどが秋の色をメインに配置され、落ち着いた書斎空間を広く使ったレイアウトに変更した。

　リビングエリアもソファの色が深みのある緑や茶色を基調とし、間接照明を効果的に利用している。

「テーマは読書の秋という感じで、新しいデザインの書棚を配置してあります」

　ショールームのスタッフにテーマを説明する花琳は、緊張して頭がうまく働かない。

「セールスポイントは今回、新たなデザインの書棚、ソファ、そしてこちらのローテーブルです。こちらのローテーブルにパソコン用のラックを付けて頂いて、家で仕事をするときにはソファに腰を下ろしたままでも、テーブルで作業ができるようになっております」

　タキモトインテリアではショールームのレイアウトを考案した人が、コンセプトとセールスポイントをショップスタッフに説明する。これはコーディネートの意図をより的確にわかりやすく伝えるための訓練でもある。

　どうにか説明を終わらせ、スタッフからの質問にも答え終わった花琳はほっとした。

　そしてその日は退社後に智と高橋に誘われていた。

　花琳は大地と一緒に二人の待つ居酒屋に向かった。智がはじめてデザインした分譲住宅の本契約が済み、購入者の入居が終わったらしい。

「先週末にお引越しされて、佐藤さんと柳本さんが相談に乗った家具もすべてそろっていましたよ。お客様もすごく喜んでくださっていて、そのご報告を兼ねてようやく祝える環境となりましたので」

　智がそう言い、花琳と大地はおめでとうございますと声をそろえた。

「お二人のお力添えが大きいと思っています。今後もどうぞよろしくお願いします」

　智がそう言い、頭を下げる。

「一緒に売り出したうちの会社の分譲住宅は、柳田の住宅が売れたのを皮切りに、すぐに完売しました。そこで同時入居という形を取ることになり、入居が終わるまでバタバタしていました。ご協力いただいたタキモトインテリアさんにお礼を伝える時間をとれず、ご報告が遅くなってすみません」

　高橋がそう言い、頭を下げた。

「いえ、ご報告を頂き、ありがとうございます。お客様が無事にお引越しもされて生活されるということで、実感があまりわかないのですが、選んでいただいたインテリアが長く愛用されることを願っています」

　花琳はゆっくりと言葉を区切りながら話した。

「お互いにいい刺激になりました。勉強させていただいたのと、柳本の良さを引き出せる機会になり、彼女の成長に結びついたと思います。おかげで正式にパートナーを組ませてもらえるようになったので」

「やっぱりパートナーを組むことになったんですね。こちらとしてもお二人にはまた助けていただきたいと思っておりまして」

　高橋が意味深な言葉を吐き出し、花琳を見つめて智が微笑んでいる。

「どういうことですか？」

　花琳が質問すると、高橋が智を促すように見ている。

「いくつかデザインをさせてもらえる物件がありまして、そのほとんどをタキモトインテリアさん……柳本さんと佐藤さんに依頼するつもりです。近い内に正式なオファーが行くと思いますので、よろしくお願いします」

　花琳は目を丸くし、大地は嬉しそうにしていた。

　そんな和やかな場に水を差すかのように、個室のドアが開いた。

「失礼します。柳田さん、お祝いするなら私も呼んでくださいと約束していましたよね？」

　不躾に入ってきた女性は由美だ。由美に睨まれ、花琳は身体を小さくした。

「東條さん、私と高橋さんは接待中です。社内でのお祝いとは違います。仕事の邪魔をするのなら、帰ってください」

　智が強い口調で言ったが、由美は気にもしていない様子だ。ずかずかと個室に入ってくると、智の隣に座った。

「東條さん、仕事中です。出て行ってください」

　智が立ち上がり、彼女を個室から出そうとした。

「ちょっと、智！　酷くない？　私にはまだお祝いさせてくれていないのに」

「あなたに祝ってもらうつもりもありません。祝っていただくような関係もありません」

　智がはっきりと言ったのにもかかわらず、彼女はその場に居座った。

「仕事なんでしょう？　それなら私がいても構わないじゃない。どんな仕事の話をしているのか、聞かせてよ」

　由美は強引に空いている席に座ると、その場から離れようとしなかった。

「今回、ご成約頂いたお客様以外からのアンケートをお渡しします。それからご成約者様からタキモトインテリアさんに対してのご意見もいただいておりますので」

　高橋は由美を無視して、花琳にファイルを渡してくれた。

「ありがとうございます。今後の参考にさせて頂きます。それから次回の件ですが、正式なオファーが届き次第、スケジュールの確認をしてお返事させていただきますね」

　花琳は当たり障りなく話しているつもりだが、由美の視線に怖気づいてしまう。

「仕事の話は終わったのよね？　じゃ、智は行きましょう。お祝いの席を設けているの。今週末には父にも会ってほしいわ」

　由美の言葉に花琳は驚き、つい言葉にしてしまった。

「私たちはここで失礼します。高橋さん、柳田さん、今回は早期のご成約、おめでとうございます。次回ですが、内容を見てから検討する形でよろしいですか？」

　智と仕事をする時に、由美の顔色を窺うようなことはしたくない。花琳はそう思い、言葉にしたつもりだった。

「次回も一緒に仕事がしたいと考えています！」

　高橋と智の声が重なった。

「タキモトインテリアさんの佐藤さん、柳本さんのお二人にお願いしたく、次回のデザインを考えております。設計士の高橋さんとも相談の上、イメージしてきたものがありますので、次回の件も引き続きよろしくお願いします」

　智が一気に言葉を紡ぎ、高橋と二人揃って頭を下げる。

「別にタキモトインテリアの方なら誰でもいいんじゃないの？　そんな依頼内容を見てから検討する傲慢な考えを持っている人と、無理に仕事をする必要はないと思うわ」

　鼻で笑うかのように言われた花琳は、すっと立ち上がった。

「お先に失礼します。佐藤さん、行きましょう」

　花琳は大地を促し、先に外に出た。

「ヤナギ、出てきちゃってどうするんだ？」

「ごめんなさい。逃げただけです。あの人のいる場で仕事の話なんてできないですし、お祝いの気分も雰囲気もなくなってしまったので。あの場にいたくなかっただけです」

「飲み直す？」

「いいえ、まっすぐに帰ります」

「すぐに帰ってこなかったら不安だから？」

　大地の言葉に花琳は首を横に振った。

「違います。ただすごく疲れちゃって……」

「わかる。仕事の接待という名目であっても、乱入してくるなんて思いもしなかった」

　大地と歩きながら、花琳は頷いた。

「どうしてあの店にいるってわかったんでしょう？」

「東條建設が祝いの場で使う店の一つとか？　あそこの店、料理がすごく美味いのに、惜しいことをしたなぁ」

「お料理、美味しいんですか？　今度行ってみたいです」

「普通の居酒屋よりも高いぞ」

　大地の言葉に花琳は少しだけ笑った。

「じゃ、お先に失礼します」

　花琳は歩道橋の前で頭を下げた。

「お疲れ、気を付けて帰れよ」

　大地に背を向けて、花琳は歩道橋を上ろうとしていた。

「待って、花琳！　佐藤さんも、待ってください」

　走ってきた智に声を掛けられ、花琳は階段を下りてきた。

「どうしたんですか？」

　大地が立ち止まって声を掛ける。

「もう一度、一緒に店に来てもらえませんか？」

　息を切らしながら、智に頭を下げられた花琳は大地と一緒に店に戻った。

「あの人は、帰ったんですか？」

　智と一緒に自分たちの個室に戻った花琳は、高橋が一人でいるのを見つけて言葉にした。

「あぁ、帰ってもらった」

　高橋がそう言い、頭を下げる。

「仕切り直してもう一度、席に座って頂けませんか？」

　花琳は大地をじっと見ていたが、大地はゆっくりと頷きながら口を開いた。

「いくつか訊きたいこともあったので、一度座りましょうか。柳本も座るんだ」

　花琳は言われた通りに腰を下ろした。

「聞きたいことって何ですか？」

　高橋が大地に訊ね、大地は苦笑を浮かべる。

「仕事の話っていうわけじゃないから、普通に話すか。俺たちがこの店で祝賀会やっているのを、彼女は知っていたのか？　どうやって知ったのか」

「最初は俺の携帯にＧＰＳでも仕込んでいるのかと思っていたんです。調べた結果、そういうこともなく……もちろん、どこで何をしているのか彼女に伝えることもしていません」

　智が首を横に振りながら、答えた。

「それに関してはちょっとした噂があって、ヤナギは知らないかもしれないが……ヤナギの行動を人にチェックさせているらしい。今回のように接待の場に乱入してくることは今までなかったんだけど」

「彼女が勝手に調べて付き纏っているってことか。それでどうやって帰ってもらったんだ？」

　大地の質問に、今度は高橋が答えた。

「彼女の父親、つまり社長に連絡を入れて迎えに来てもらおうかって言っただけ。社長に連絡されると困ることがあるんじゃないかな」

「社長に連絡されると困るってわかっていて、その言葉を選んだんだろう？　高橋のことだから。でも高橋から社長に連絡が入ったとして、迎えになんて来るか？」

「高橋さんと社長って親戚なんですよね？」

　智が言葉にすると、高橋は小さく頷いた。

「親戚だって噂になっているけど、実は違う。説明するのが面倒で、そういうことになっているだけで……俺の父親と社長が、大学時代の先輩後輩の関係なんだ。東條建設はちょうど設計士が足りなくて、社長が父親に頼んで設計士を数人、借りている状態なんだよ。俺も含めて……」

「高橋さんのご実家も建設業ってことですか？　将来的には高橋さんは東條建設を退職して跡を継がれるんですか？」

　花琳の言葉に高橋は苦笑を浮かべた。

「父親は設計事務所をやっているんだ。俺も実力が伴うようになって、父親が戦力になると判断したら戻してもらえると思う」

「それで社長とのコネクションがあるってことか。でもそれなら、柳田さんのことも高橋から言えば、娘の暴走が止まるんじゃないのか？」

「ヤナギが自分で解決しなきゃならないって言っているからね。それに彼女に関していえば、あまり他人が介入しても意味がないと思う。自分の筋書きにないことはすべて無視しているような人だしね」

　話し込んでいる間に、店員が食事を持ってきてくれた。飲み物のオーダーもして、四人で食事会を再開した。

　たわいない話を交えていたはずだが、花琳は食事も会話も楽しむことはできなかった。

（彼女も智くんの魅力に囚われたのかな。私が諦められなかったように、彼女も諦められないだけなのかも）

　そう思ったが、智を譲るつもりはない。

「智くんのこと、諦めるのはどうしたらいいんだろう？」

　思わず言葉に出てしまい、隣に座る智がビクッとした。

「花琳、どういうこと？　俺のこと……嫌いになった？」

「ち、違うの。私も諦められなかったから、彼女もきっと諦められないんだろうって思って……」

　花琳が拙く言葉を紡ぐと、智は首を横に振った。

「俺、彼女から恋愛的な好意も友達的な好意も感じたことがない。所有物っぽい扱いは受けてきたけどね」

　智がそう言い、高橋も大きく頷いていた。

「うん、確かに東條さんからの好意は見受けられないね。物扱いというか、お気に入りの人形とかおもちゃとかそういうレベルの好きじゃないかなぁ。あとは都合がいい相手？」

　高橋からもそう言われた花琳だが、納得はできなかった。

「人それぞれ好きにも形や種類があるだろうけどね。俺の気持ちは花琳にしか向いていないから、だから前みたいに勝手に諦めたりしないで」

「うん、ちゃんと話し合うつもり……あれ？　電話が」

　花琳のスマートフォンに登録されていない番号が表示されていた。

「俺が出ようか？」

　智がそう言ってくれたが、花琳はスピーカーにして出ることにした。

「もしもし」

『あ、花琳。俺だよ、近藤……。今週末、都内に行くからタキモトインテリアの本社ショールームを案内してくれないかな』

「ショールームですか？」

『あぁ、サイトにアップする新作家具のレイアウトを考えていて、参考にしようかと思って』

　勝手に約束の時間を伝えられ、当日よろしく、と一方的に電話を切られてしまった。

「二人とも過去の清算がちゃんとできていないんだな」

　呆れたような大地の言葉に、花琳は言葉にならなかった。樹とはもう会うこともないと思っていたのに。

「花琳、その先輩の電話番号って消していた？」

「ううん、消していないよ。サークルの仲間と会うこともあるから、連絡先は登録したまま」

「でも、電話番号しか出なかったから、先輩の方が電話番号を変えたってことだよな？　花琳の連絡先だけ残してあったのかな」

「誰かに聞いたのかもしれないね」

「俺もその日、ショールームにいていい？　邪魔はしないから」

　智の言葉に大地も頷いた。

「俺もその方がいいと思う。あの人とヤナギは二人きりで会わないほうがいいんじゃないか」

　大地のアドバイスもあり、花琳は素直に頷いた。

　高橋と大地を残して、花琳は智と先に帰ってきた。

「お互いに過去を清算できていないって言われた時、すごくドキッとした」

「俺も痛いところを突かれたと思った」

「私、近藤先輩とは二度と会わないと思っていたの。振られた直後は徹底的に避けられて、まるで彼の汚点だと言わんばかりだったのに……だから偶然でもこのタイミングで……智くんと再会して付き合うことになって、同棲もしている時に先輩と会うことなんてありえないと思っていて、連絡をしてくることがちょっと信じられない」

　花琳はゆっくりと言葉にした。

「花琳の先輩のことも気になるけど、最近の東條の行動も目に余るというか。大学の時、花琳の電話に勝手に出て彼女のふりをして以降、俺と付き合っているって言いふらして、俺の傍に来ることは来たんだけど」

　智も言葉をゆっくりと紡ぎ、そして少しだけ歩調を緩めた。

「今年の四月を過ぎたあたりから、婚約しているって噂が流れ始めた。それと同時に父親に会ってほしいとか、誰かと食事をしている席に現れるようになって」

「私、智くんのことは信じているつもり。だけど、やっぱり疑っている部分もあるの。あんなに好きだって言われ続けたら、ちょっとくらい気持ちが揺らぐことはないの？　すごく綺麗な人だもん」

「うーん、綺麗な人か。綺麗な人かもしれないけど、花琳が心配するようなことは何もないから安心して」
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　週末、花琳は樹に強引に約束させられた時間に、待ち合わせの駅に向かった。駅で伊達眼鏡と帽子をかぶって変装している大地と高橋を見つけた花琳は驚いたが、あたりを見渡して目当ての人を探した。樹は急ぐそぶりもなく十分ほど遅れてやってきた。

「遅くなって悪いな。今日は案内よろしく」

　歩き始めると、樹は手を繋ごうとした。彼の手を振り払うと、樹は驚いたような顔をする。

「まさか、手を繋ぐのも緊張するのか？　これだから処女は……」

　彼の言葉に花琳は苛立ちを募らせた。

「付き合ってもいない人と手を繋ぐつもりはありません」

「処女だから頭が固いんだろ？　なぁ、ショールーム行く前にホテルにでも寄ろうか？　それともお前の家にする？　俺がいい経験をさせてやるから」

「結構です。恋人がいるので」

　花琳はきっぱりと言った。

「恋人？　ははっ、花琳に？」

　樹はバカにしたように笑い、花琳は彼の横顔を睨み付ける。

（付き合っている時もこうやって人をバカにしたり、見下すようなことを言ったりしていたのよね。なんで付き合おうと思ったのかなぁ。あの時は本当に何も見えていなかったんだろうなぁ）

　花琳はそんなことを思いながら、樹のことが少しだけ可哀想になった。この人は本当に心から誰かを愛すことができるのだろうか。一生、温かくて幸せな気持ちを知らずに過ごすのかもしれないと思った。

（そんなことを思うなんて、私も先輩を見下しているみたいで気分が悪いわ）

　花琳はいつもよりも早歩きでショールームに向かった。

「二階を案内すればいいんですか？」

「一階は雑貨売り場？」

「はい、生活雑貨がメインです」

「先に二階を案内してほしい」

「わかりました」

　花琳はエスカレーターの方へと歩き、二階に向かった。

「今月は書斎がメインのレイアウトになっています」

「書斎か。パソコン用のデスクや椅子は受注も増えているし……うん、この大きさのデスクは売れ筋だよな？」

「それよりもシンプルで小型のものが売れています。最近ではタブレットやモバイルノートブックも小さめが主流になっていて」

　花琳は説明しながら、売れ筋のパソコンデスクを案内する。

「これってデザイナーの名前が入っているってこと？」

「えぇ、デザイナーがいる場合は、デザイナー自身が作ったロゴを入れています。ロゴのないものは、工場オリジナル製品です。工場のオリジナル製品は基となるデザインはすべて創業者が考えたもので、時代に合わせてサイズが変わることがありますが、長年愛されているシリーズです。またデザイナーが作ったものは工場オリジナルに比べて、数量が限定されています」

　花琳は客に説明するように説明していたが、樹はデザイナー製品を入念に見ている。樹が気に入ったデザインは、そのほとんどが大地のデザインだった。樹が商品を見ている間、花琳は目だけを動かして売り場にいる人たちを確認していた。

　パソコンデスクの傍にある書棚を見ているのが、伊達眼鏡をかけた智だ。書斎エリアの後方にあるリビングエリアのソファをチェックしているのが、大地と高橋の二人。

　花琳はその姿を見つけ、少しだけ安心した。

　次にソファやローテーブルのある一角を案内し、カーテンやカーペットなどについてもいろいろ質問を受けた。樹がこんなにも興味を持つとは思ってもいなかった花琳は、驚いていた。

（意外……こんなにインテリアが好きだったなんて知らなかった）

　大学の時はそこまでインテリアに興味があるという雰囲気はなかった。

「写真、撮らせてもらってもいいか？」

「はい、大丈夫です」

　花琳が少し離れた時だった。

「これ、これが欲しかったの」

　甘ったるい声が響き、花琳はびくっとした。

「欲しいのはわかったが、部屋のどこに置くつもりだ？」

　次に響いてきた声は、貫禄のある男性の声で花琳はゆっくりと振り返った。

（東條さんと……誰かしら？）

　花琳はちらりと由美を見ただけで、樹に声を掛けた。

「お手洗いに行ってきます」

「あぁ、わかった」

　樹から離れ、花琳は化粧室に向かった。化粧室から智に連絡を入れた。

「もしもし、智くん。東條さんと年配の男性が一緒にいるんだけど」

『うん、俺も見つけた。あれが東條社長だよ。彼女の父親……』

「二人と鉢合わせないほうがいいよね。ショールームから出たほうがいいんじゃない？」

『うん、今外に出てきて、近くのカフェにいるから。花琳、電話を切らずにいてもらえる？』

「わかった」

『それから何か嫌なことはされていないか？』

「大丈夫」

　花琳は智にそう言い、電話を切らずに鞄に入れた。

　樹のところに戻る途中で、大地と高橋とすれ違う。彼らも由美が来ていることに気付いたらしく、様子を窺っているようだ。

「先輩、一階に行きますか？」

　花琳が樹に声を掛けると、彼は頷いた。一階を一周案内すると、樹が訊ねてきた。

「この後は時間があるのか？」

「すみません。デートの約束があります」

「本当に恋人がいるのか？」

　樹に疑われ、花琳は大きく頷いた。

「ここで失礼させていただきますね」

　花琳は振り返らずにショールームを出てきた。電話を取り出すと、通話は切れていて向こうから歩いてくる智を見つけた。

「お疲れ、花琳」

「智くんもありがとう」

　二人は手を繋いで歩き、すぐ近くの店に入った。

「お疲れ様です。佐藤さん、高橋さんもありがとうございました」

「智くんが頼んだの？」

　花琳が驚くと、智は首を横に振った。

「高橋さんから昨日連絡があって、佐藤さんと一緒に花琳を守ってくれるって言われたんだ」

「ありがとうございます」

　花琳は頭を下げた。

「ちょっと確かめておきたいことがあって。デートの邪魔をして悪いんだけど」

　大地がそう言い、花琳は首を傾げた。

「東條が父親と一緒に来ていただろ？　あれって偶然かって話」

　高橋の言葉に花琳は唸った。

「偶然じゃなかったら、どういう意味があるんだと思います？」

　智がそう質問し、高橋が答えてくれた。

「ヤナギがショールームに来ることを知っていて、買い物を装って父親と現れる。そこで父親にヤナギを紹介し、いろいろと話がしたいからと食事に誘うってところかなと思ったんだよ」

「智くんがショールームに来ることを知っていたってことですか？」

　花琳がそう言い、高橋も頷いた。

「うん、そこが一番、曖昧なところなんだよなぁ。いつものように人を使って、ヤナギの行動をチェックさせていたのかもしれないし……俺と佐藤は電話でやり取りした後で、ヤナギに電話を入れたからそこから話は漏れていないと思う」

「昨日、高橋は家から電話してきたんだよな？　それなら彼女の耳には入らないだろうし、やっぱり人を使って調べさせているんだろうな。それよりもヤナギ、あの先輩は何もしてこなかったのか」

「ホテルに誘われましたけど、断りました。手を繋ごうとするのも阻止したので、少し機嫌が悪かったけど……大地さんの製品を見ているうちに機嫌がよくなったんですよね」

　花琳の言葉に大地は複雑そうに笑っていた。

「あの人に褒められてもあまり嬉しくないのはなんでだろうなぁ。同業者なんだろうけど、なんか違うというか」

　大地がそう言い、花琳は考え込んだ。

「大学の時、先輩はインテリアデザインをやっていたんですけど、彼自身の作品を見せてもらったことがあまりなくて」

「どういうこと？」

　智が花琳の手をぎゅっと握りながら、質問してきた。

「オリジナリティはあまり感じられなかったというか。ヨーロッパのインテリアが好きだったらしく、どこかで見たことがあるようなデザインが多かった気がします」

「ホームページを見たんだけどさ、俺やヤナギが求めるようなコーディネートにはならないような気がする。温かさというか、そういうものがあまり感じられない。もちろんホームページのレイアウト上、コンセプトが機能性というのならそれでもいいんだろうけど。生活用っていうよりは、オフィスに向いている気がする。柳本さんと佐藤に頼んでいるのはあくまでも温かい雰囲気の家庭的なものだから、彼とはコンセプトが合わない」

　高橋がそう言い、花琳は後でホームページを見ておこうと思った。

　少しだけ意見交換をした後で、花琳は久しぶりに智とデートをすることになった。お互いに見たかった映画を観に行き、食事に行くだけだったが、その日は楽しかった。

「一日中、デートできる日だったのに、ごめんね」

「いや、俺こそ全然、休みが合わせられなくてごめん。また忙しくなっちゃうから、丸一日デートすることも難しくなるかも」

　智と二人で過ごす楽しい時間は短く感じる。

「私も明日からちょっと忙しくなるから」

「うん、明日からは夕食は別だな。なるべく連絡は入れるから。帰る時間が同じくらいになるなら、一緒に帰ろう」

「朝ご飯は同じ時間で大丈夫？」

「一緒に食べる。ただ明後日は現場に直行するから、朝が早いんだ。朝食も毎日一緒は無理かもしれないな」

　家に帰ってきて、二人の唇が重なった後で智の電話が鳴った。仕事の連絡のようで、彼は自分の部屋に入ってしまった。そのドアが閉まると、一人取り残されたような気がしてしまう花琳だった。

（最近、いい雰囲気になるといつも邪魔されるような気がする！）

　花琳は寂しくてついそんなことを思ってしまう。
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　十月最後の月曜日のことだった。智はいつも通り、一週間の予定を見直して作業に入ろうとしていた。

「柳田、高橋、タキモトインテリアのオファーが通ったぞ。契約内容を確認してほしい」

　部長に声を掛けられ、智は高橋と一緒に契約内容を確認した。花琳と大地にオファーを出していて、金額も含めて契約が締結していた。

「ヤナギ、やったな」

「ええ、オファーが通ってよかったです。それでさっそくですが、このデザインを見てもらってもいいですか？」

「もうできたのか？」

「イメージ的には浮かんでいるんですけど」

　智は高橋と相談することも増えていた。

　その日の午後、智が昼休憩から戻ると、由美がやってきた。

「智、ちょっといいかしら？　重要な話があるの」

「すみません。これからクライアントと打ち合わせがありますので」

「重要な話って言っているでしょ！　仕事よりも大切なことなのよ」

「私には仕事以上に大切なことがこの時間にあるとは思えません」

　智は由美から離れ、外出の準備をしていた。高橋が呼びに来て、会社を出てから智は口を開いた。

「仕事よりも大事な話ってあると思います？」

「就業中にはないんじゃない？」

「そうですよね。なんか日に日に東條が焦っているのがわかるんですけど」

「ヤナギの指輪の効果が出始めていて、どうやら東條とは別れたらしいとか、付き合っていないって噂が広まってきたみたいだ」

「そういうことですか」

「ヤナギ、来月のイベントに東條も参加するらしいけど、知っていた？」

「いいえ、知らないですよ。来月って確か名古屋ですよね？」

「そう、二泊三日で名古屋。メンバーが俺とヤナギと東條、それから営業の二人」

「花琳に伝えておかないと」

　智は苦笑を浮かべていた。

「佐藤に何を言われたんだ？」

「……佐藤さんが何か言っていました？」

「うん、ヤナギに嫌なことを言ってしまったかもって」

「花琳の前で元彼に対しての態度が彼女に不安を与えるだけだって怒られたのと……彼女をちゃんと守れないなら、奪うぞって感じのことを言われました」

「ヤナギはどう思ったんだ？」

「確かにそうだなって。俺、花琳を失うのは嫌だって思っているのに、彼女にちゃんと不安にさせないようにできていなくて……」

「完全に不安を取り除くのは無理だろうな」

　高橋の言葉に頷きながら、智は考えていた。

　その日の夜、智は花琳に出張の件を切り出した。

「出張って、どんなイベント？」

「うん、住宅の展示会なんだけど、名古屋で毎年行われるのはすごく規模がでかいんだ」

「智くんのデザインもあるの？」

「いや、俺のデザインはない。東條建設からは二棟出るんだけど、他社の物件も優秀なデザインばかり選りすぐっていて、勉強になるんだ。特に名古屋の展示会は人気で、土日を使って自腹で行く人も多い」

「展示場って楽しいよね。いろんな物件を一度に見られて」

　花琳の笑顔に智は少しだけ笑ってから、真顔に戻した。

「今回、名古屋の展示場に本社から行くのが、俺と高橋さんと営業部から二人。そして東條が来るんだ」

「東條さんって何の業務に携わっているの？」

「広報。社内報で名古屋の展示場の様子を記事にしてくれると思うんだけど」

「仕事なら仕方ないよね。二泊三日か……彼女が何もしてこないといいんだけど」

　花琳の顔に不安が浮かんでいる。

「俺も不安がある。だけど、これだけは信じて。何があっても俺は彼女と何かあることはないから。それに今回のイベントに行く最大の目的は他社との交流だからね」

「他社に可愛い女性がいたらもっと心配」

　花琳が口を尖らせ、智は苦笑を浮かべる。

「俺は花琳以外、興味ないから。だから、俺を信じて。俺も花琳のこと、信じているから」

「前のように信じられなくなるようなことはないと思う。断言できなくてごめんね。智くん、かっこいいし、優しいもん。好きになる人、いっぱいいると思うの」

「俺、高橋さんに愛想のない奴って言われているんだけど……花琳と打ち合わせの時、優しそうで愛想のいい笑顔で迎えていたから、俺の好きな人だってすぐに勘付かれちゃった」

「そうなの？」

　花琳が笑ってくれたので、智はホッとしていた。

「花琳、お土産は何がいい？　名古屋名物、何か欲しいものはない？」

　智が話を変え、花琳が楽しそうに土産物をリクエストする姿を見ていた。




　智のイベント出張の日がやってきた。先に家を出る花琳は少し顔が強張っているようにも見える。

「花琳、三日間一人だから気をつけて」

「智くんも」

「うん、連絡はなるべくマメに入れるから」

「無理しなくていいよ」

　花琳の唇にそっと唇を重ね、名残惜しい気持ちで彼女を送りだした。智もすぐに準備を整え、待ち合わせの駅へと向かう。途中で高橋と一緒になり、二人は特に話をすることもなく、駅に向かった。

　東京駅から新幹線に乗り、その中で営業の一人が二泊三日分の予定を伝えてくれた。

「本日は現地で自社物件の確認、それから宿泊先に移動して参加している企業との懇親会があります。明日は朝、八時半に現地入りして他社の見学を一時間ほどした後で、二人ずつ交代で案内をしていただきます。広報の東條さんは写真撮影がメインになります。予定表は別紙にある通りですので、目を通しておいてください」

　新幹線の席は三人掛けで、智は高橋と由美の間に挟まれていた。

「ここ、コンテストで最優秀賞をとったところだろ？　斬新な住宅デザインだって話題になっていたよな？　今度はどんな住宅デザインになっているのか、楽しみだな。それから俺はこっちも気になっていて、ヤナギは気になっているところある？」

　今回の展示場に参加している企業の資料が配られ、高橋はそれに目を通しながら言った。

「俺もその二つは気になる物件です。あと最近、関東にも進出してきた関西の企業。ここのデザインも気になっているんですよ。もう一つあって……ここは俺の地元で有名な会社なんですけど、ここ数年デザインが変わってきているようでチェックしたいんですよ」

　智は由美を無視して高橋とずっと話していた。智は由美の仕事ぶりを気にしたことがなかった。

（広報代表で来ているんだから、それなりに仕事はすると思うけど）

　智はそう思いながら、彼女のスケジュールだけ別にあることも気になっていた。

　現地に入った智は、まず自分たちが案内する物件を確認することにした。高橋と内覧しながら、案内用の資料と見比べる。内装をスマートフォンのカメラで撮影して、花琳宛てのメールに添付した。

「ヤナギ、デザイン的にはどう思った？」

　高橋から問われた智は頷いた。

「面白いと思いました。住宅として家族の動線を守りながら、遊び心のある空間を作る。この空間の作り方は面白いし、スペースの作り方も勉強になりますね」

「やっぱり名古屋会場はすごいよなぁ。許されるなら毎年、ここのイベントに来たいと思っちゃうよ」

　高橋の言葉に智は頷いた。

「土日を使って自腹で来る人の気持ちがわかりますね」

　現地の確認が終わると、宿泊先の旅館までタクシーで移動した。

「ねぇ、智。少し散策に出ない？」

　由美から誘われた智は首を横に振る。

「悪いけど、資料の見直しと今夜の懇親会に出席する企業の下調べをしたいから」

「その間、私は一人で部屋にいろってこと？」

　由美だけが女性ということもあり、彼女は一人部屋を別に取っている。智たちは男四人で同室だった。

「広報の仕事があるから、別の予定なんですよね？　今回の名古屋展示会の記事、楽しみにしている人たちも多いからからしっかり取材してください」

　智は冷ややかな声で事務的にそう言い、四人部屋に入った。男たちはそれぞれの仕事をしつつ、それが終わった頃に大浴場へと足を運んだ。

　懇親会は大広間で行われる宴会だったが、智は高橋と一緒に目当ての企業と親交を深め、遅くならないうちに先に部屋に戻った。

「花琳、寝てた？」

『ううん、まだ寝ていないよ』

　花琳の顔が見たくてテレビ電話をして、その日の報告を済ませる。

　翌日は朝から忙しかったが、智は充実していた。見たかった物件の内覧は、思っていた以上の収穫で一日が終わった。

「明日は夕方の新幹線で戻ります。今夜は名古屋名物のひつまぶし名店に行きましょう」

　今回のイベントを仕切る営業部の人は、店も予約していてくれたらしい。美味しい食事をとった智は土産物店に立ち寄って会社用と花琳に土産を買った。

「ねぇ、智。部屋で飲み直さない？」

　由美に誘われても智は一切相手にしなかった。

　部屋に戻って温泉を満喫した智は、花琳に連絡をしようとした。

「あれ？　スマホがない」

　智はプライベートのスマートフォンと会社用の携帯がないことに気付いた。血の気が引き、嫌な思い出が蘇る。

「ヤナギ、落ち着け。俺のスマートフォン貸すから」

　高橋が冷静にそう言い、智は頷いた。

「プライベートの方は、指紋認証と暗証番号のダブルロックだから見られる心配はないです。ただ、会社用は暗証番号が誕生日なので」

「うん、まずは俺の携帯から連絡してあげて」

　高橋に電話を借り、智は花琳に連絡を入れた。

「もしもし、花琳？　俺のスマホが見当たらなくて高橋さんに借りたんだけど」

『智くん？　よかった……変なメッセージが入ってきたから、考え込んじゃった』

「変なメッセージ？」

『うん、会社の携帯から、もう寝たかって何度も来ていて、それで智くんはこれから飲み直すって……』

「うん、俺じゃないから。ほかには何かメッセージが入っていない？」

『今のところは大丈夫』

「じゃ、何かあったら、高橋さんの携帯に連絡をくれる？　俺の携帯には返事を入れなくていいから」

　智はそう言い、花琳との電話を切った。高橋に電話を返した後で、由美のところに乗り込むか迷った。

「今夜はやめておいたほうがいい。夜に彼女の部屋に行くことは勧めない。彼女はそれを待ち構えているのかもしれないし……」

「そうですよね。高橋さん、一つ訊きたいことがあります」

「何？」

「営業の二人ってどの噂を信じていると思いますか？」

　智が訊ね、高橋は唸った。彼でもわからないことがあるのだろうかと智は不安になったが、接点があまりない二人だ。智には判断がつかなかった。

　少し間をおいてから、高橋が答えてくれた。

「一人はおそらく東條と付き合っていることを信じていると思う。東條の取り巻きとよく飲みに行っているのは知っているから。もう一人はよくわからない。俺も今回の出張ではじめて話した人で、顔を見たことはあるけど接点はなかったから」

「信じている人が彼女を手助けしている可能性はありますか？」

「スマホの件に関していえば、そいつが怪しいよな。でももう一人の方も何を考えているかわからないから」

　高橋の言葉に智は頷くだけだった。

　どうにかイベントの出張が終わり、智のスマートフォンはいつの間にか自分の鞄に戻っていた。

　急いで家に戻ると、花琳がホッとしたように出迎えてくれた。

「ただいま、花琳。不安にさせてごめんな」

「ううん、勝手に疑っちゃったの」

「何を疑ったの？」

「あんな夜遅くまで彼女と一緒にいたのかなって」

「夜は二十時ころに部屋に戻ったんだ。その後で温泉に行って……その間に携帯がなくなった。今朝、知らないうちに携帯が二台とも戻ってきていたんだけど」

「どうして会社の携帯から連絡してきたんだろうね？」

「会社の携帯だと暗証番号が決まっていて、彼女でもロックを解除できるから。俺自身のスマホだと指紋認証と暗証番号が必要になるんだけど」

「うん」

「俺が傍にいないから指紋認証はロック解除できない。その後の暗証番号も推測するのは無理だから」

「どういうこと？」

「花琳の誕生日だから」

　智の言葉に花琳はホッとしていた。

「それより、花琳は大丈夫だった？」

「昨日も今日もスーパーに買い物に行く以外は外に出ていないから」

「そっか。よかった」

　彼女を抱きしめた瞬間、智は心の底から安堵した。

「変なメッセージが来て、花琳が家にいなかったらどうしようって不安だった」

「勝手に出ていくようなことはしないよ。前と同じことはしないって約束したでしょう？」

「うん、でもどんなメッセージを送ったのか、確認しようと思ったら削除されていた」

　花琳は目を丸くし、智は肩を落とした。

「他社の懇親会で可愛い人はいた？」

　花琳の瞳が不安そうに揺れ、智は首を横に振った。

「いたかもしれないけど、懇親会ではこの企業の代表者と話をしていたんだ。これ、見る？」

　智は自分のスマートフォンで撮影した住宅の外観と内覧の様子を見せる。

「すごいね。どんなインテリアにしようか、ワクワクする。それにこのインテリア、すごく素敵」

「すごかったよ。なんかすべてにおいて一体感があって、なのに生活感がしっかりとあるというか」

「まだ誰も住んでいないのに？」

「うん、生活する想像ができる家だったんだ」

　智はそう話しながら、花琳が安心してくれていると考えていた。
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　花琳は深い溜息をもらした。

「おいおい、ヤナギ。そんなに難しいことじゃないだろ？」

　大地に声を掛けられた花琳はハッとした。

「あ、すみません。これは問題ないです。別のことを考えていて」

「何かあったのか？」

　大地に訊かれた花琳は考えていた。

（大地さんに相談するよりも智くんに言うべきことだってわかっている）

　そもそも智が出張に行っていた時に連絡が来たことは伝えたが、正確な内容までは伝えられなかった。そして智の代休が明けたこの日、おそらく由美も代休が明けたのだろう。

（会って話がしたいって……）

　智の会社用携帯からメッセージが届き、寝ていないと返事をした花琳に別の携帯番号からのメッセージが入った。

『智の浮気相手だってわかっているの』

　前置きもなくその一言がメッセージ画面に出て、花琳はすぐに気付いた。会社用の携帯から花琳の連絡先を突き止めたのだろう。

（わからないのは、どうして私だってわかったのかな。会社用の携帯だったら、私以外にも女性の名前は入っていると思うし）

　そもそも智と外でデートしたのも数回しかない。その数回のうち一回でも見られた可能性はなくもないが、かなり低い確率だと言えるだろう。

（東條建設内で智くんの彼女の噂が広まって、その彼女が誰なのか……そこまで噂になるかなぁ？　うちの会社だったら、せいぜい誰に恋人がいる、いない程度の噂で相手が社内なら誰だって特定されるだろうけど、他社だったら特に相手のことまで噂にならないはず）

　考え込んでもわからない。だけど、このままにしておくのも気持ち悪い。

　昼休憩中、花琳は智にメールを送った。

『この前の出張中にどうやら私の連絡先を彼女が登録したみたい。今日の退社後、会いたいって言われたんだけど、どうしたらいい？』

　花琳の休憩中に智からの返事はなかった。智からの返事に気付いたのは、午後の打ち合わせが終わった後だ。

『今日は予定があるって断って。花琳、退社時間は何時になる？』

『今日は遅くならないと思う。遅くても十八時半くらい』

『一緒に食事をして帰ろう』

　智から誘ってもらい、花琳も外で話したほうが冷静でいられると思っていた。

「柳本さん、受付に面会が来ているんだけど。アポはないらしいの」

　受付の人に名刺を渡された花琳は、ビクッとした。

「大地さん、ちょっといいですか？」

「ん？　どうした？」

　大地はデザイン画を伏せて置くと、花琳に向き直った。震える手で花琳は大地に名刺を渡す。

「面会で来ているらしいんです。一人で会うのは仕事の話だとしても怖くて、一緒に来てもらえませんか？」

「わかった。先に受付に行っていて。俺にいい考えがあるから。ヤナギ、外出の準備をして受付に向かうんだ」

「わかりました」

　大地を頼って申し訳ない気持ちはあるものの、花琳は自分一人では冷静に判断ができなかった。

　外出の準備をして、花琳は受付に向かった。そこには樹がにやりと笑みを浮かべて、待っていた。

「花琳、アポ取らずに悪いな。ちょっと一緒に来てくれ。それより、タキモトインテリア本社の受付は、可愛い子が多いな。左側の子、感じもいいし」

「申し訳ありません、近藤様。これからクライアントと予定が入っておりまして」

　花琳はあくまでも仕事上の姿勢を崩すつもりはなかった。

「そうか。じゃ、出直すよ。今日は何時なら時間がある？　退社後でも構わないが」

「本日は予定が埋まっております。ご用件だけ伺ってもよろしいですか？」

　花琳がやり取りをしていると、大地がやってきた。

「遅くなって悪い。あ、えっと……お世話になっております。今日はどのようなご用件ですか？」

　樹に向かって大地が愛想笑いを浮かべる。

「いや、花琳に見せたいものがあって……コーディネーターとして見ておいたほうがいいかなと思ったので、誘いに来たんです」

「近藤さんのコーディネートですか？」

　花琳がそう言い、樹は頷いた。

「規模は小さいが、我が社の展示会を近くでやらせてもらっている。これがチラシで……」

「時間が合えば寄らせてもらいます。それでは本日は予定がありますので失礼します」

　花琳は大地と一緒に外に出たが、クライアントと約束があるわけではない。それでも怪しまれないように駅へと向かって歩いた。

「大地さん、どうすればいいんですか？」

「このまま東條建設に向かうぞ」

　花琳は頷き、大地と一緒に東條建設に向かった。東條建設の入り口で今度は由美とばったり出会ってしまった。

（なんか、今日って厄日なの？　会いたくない人に次から次へと会うなんて）

　そう思った花琳だが、由美は花琳を見ても無反応だった。

（電話番号しか知らないってこと？　私のこと、覚えていない？）

　由美のように強烈な印象を残せるものは何もないと思うが、それでも智の浮気相手だって決めつけているくらいである。花琳の顔も知らないなど、あり得ないだろう。それでも彼女は忙しそうに外出してしまい、花琳はホッとしていた。

「タキモトインテリアの佐藤と柳本です」

「はい、承っております。柳田、高橋を呼びますので、少々お待ちください」

　受付の人と大地がやり取りしているのを見て、花琳は驚くしかなかった。

「大地さん、どういうことですか？」

「さっき、デザイン画をやりながら、高橋とメールをしていたんだ。ちょっと打ち合わせたいこともあって、急遽アポイントメントを入れた」

「打ち合わせたいことですか？」

「うん、今度の物件なんだけど、ヤナギもリビングの形に悩んでいたよな？」

「えぇ、中央の柱を活用できる方がいいんですけど」

「うん、そこで提案をさせてもらって……ヤナギが考えていたあのプランだよ」

「先に了承を得てから、プランニングするということですか？」

「その方が効率もいいだろうし、あの人も来たからね。気付いていたか？　少し手前まで彼は付いてきていたんだ」

　花琳はぞわっと鳥肌が立った。

（今まで執着するような人じゃなかったのに、なんでいまさら？）

　花琳のことを無視した由美のことも気になるし、この夜に智とちゃんと話すつもりだった。

「お待たせして申し訳ありません。外でもいいですか？　会議室が空いていなくて」

　高橋と智が一緒に来て、四人は外に出た。東條建設が打ち合わせでよく使うらしい喫茶店に案内され、花琳は大地に肘を突かれた。

　少しだけ視線を後ろに向けると、樹の姿が目の端に映った。

　喫茶店にも入ってきたようで、花琳たちのすぐ傍の席に座ったようだ。花琳からは見えなかったが、背の高い高橋や智は気付いたようでメモを渡された。

『ここでは仕事の話のみしよう』

　そのメモに花琳は小さく頷くだけだった。

「こちらの物件ですが、リビング中央のこの柱を活用したくて柳本が考えたプランがあります。この活用の仕方に問題がなければ、このレイアウトパターンでいくつか作るつもりなのですが」

　コーヒーが用意されると、大地が説明を始める。

「その活用法は考えていませんでした。ダイニングテーブルの中央に？　面白いですね。やってみてください。キッチンはここで大丈夫ですか？　キッチンの場所もここになら移動はできます」

　智が目を輝かせ、花琳はホッとした。いくつかの件に対し、打ち合わせている間に樹はいなくなったらしい。

「どんな用件で来社されたんです？」

　高橋が事務的に訊ね、花琳は鞄から樹にもらったチラシを出した。

「展示会をやっているそうです。見ておいた方がいいと思って……と言われたのですが、就業中に連れ出せると思っていたのでしょうか」

「会社員経験がなくて、時間に都合のつく働き方を推奨した企業にしているなら、一般的な会社員の働き方がわからないのかもしれないな」

　大地がそう答え、花琳は溜息をもらした。

「いまさら、何がしたいんだろうって思っていて」

　花琳の言葉に誰も答えられずにいた。

「もう一つ、わからないことがあるんです。会社用の携帯に私の番号が登録されているのは仕事上わかりますが、どうしてそれが私のことだとわかったのか、なぜ付き合っている相手だと特定できたのか、疑問を感じていて」

　花琳は数多く電話帳登録されている智の携帯から、由美が花琳を特定できた理由がわからなかった。

「花琳の携帯は登録しているけど、一度も掛けたことがないはず。連絡を取るのはプライベートの方の携帯でやり取りをしているし、仕事の件ではまず佐藤さんに連絡を入れるか、会社の固定電話に掛けて企画部長に連絡を取り次いでもらうかのどちらかだから」

　智がそう答え、花琳は頷いた。

「だから妙だと思ったの。会社携帯から連絡が来ることも変だし、それに私だとわかる理由がわからなくて」

「電話帳にはタキモトインテリア柳本さんと登録している。佐藤さんもタキモトインテリア佐藤さんと登録しているから……彼女が花琳のことを知っていて連絡を入れたのか、それとも俺の会社携帯に登録されている人全員に同じ文面でメッセージを流しているのか」

「俺には来ていないよ」

　大地がそう答え、全員が考え込んだ。

「東條建設内で智くんの彼女という噂が流れ始めていますか？　その……指輪の効果というか」

　花琳が言葉にすると、今度は高橋が答えてくれた。

「一部の人間は東條とペアリングだと思っているらしい。彼女は父親の目もあるから、ネックレスに通しているとか。あとはヤナギに彼女ができたらしいって噂はあるけど、その人物を特定するネタは何も流していないはず」

　高橋の言葉を受けて、花琳は深い息を吐いた。

「さっき東條建設の入り口でヤナギとすれ違ったけど、顔色一つ変えなかったし、普通に会釈までして出て行ったよな？」

　大地がそう言い、四人はまた頭を抱えた。

「もしかしたら、東條は興信所みたいなところを使って調べていて名前を知っている程度なのかもしれない。職場と名前だけ知っていて顔までは一致していないとか？」

　高橋の言葉に花琳は唸った。

「興信所に頼んで調べてもらったなら、顔写真くらい隠し撮りで用意されそうですけど」

　花琳が言葉にすると、智が考えながら言葉にした。

「顔なんて見る必要ないとでも言ったのかもしれないね。あの人、プライドが高いし、自分より勝る人はいないと思っているのかもしれない」

「結局、俺たちが話し合ってもわからないものはわからないよな。ヤナギは彼女と会わないほうがいいと思うし、近藤さんの展示会に行く必要もないと思う」

　大地がそう言ってその場をまとめた。

「俺、このまま直帰できるんだけど、花琳は？」

　智にそう言われ、花琳はあっと声を上げた。

「仕事、残っているのか？」

「えっとリフォームの件でクライアントに明日までに予定を入れるのと……」

「明日できる仕事なら、ヤナギもこのまま直帰すれば？　俺は社に戻るから、そう伝えておくし」

　花琳は大地の言葉に甘えて、直帰することにした。

「花琳、イタリアンのお店でいいかな？　最近、できたお店なんだけど」

「智くん、新しいお店をいっぱい知っているんだね」

「今日行く所は、高橋さんが設計したところで、デザイナーからの外注なんだ」

「外注？」

「そう、建築デザイナーから高橋さんに依頼があってってこと」

「高橋さんの設計がすごいのは大地さんからも聞いているけど、そんなに有名なの？」

「いろんなコンテストで入賞しているから、名前は知られているんじゃないかな」

　智はそう言いながら、花琳を店に連れて行ってくれた。




　十二月に入って二週目のことだった。

「柳本、東條建設の仕事を受けているよね？　噂は聞いた？」

「噂、ですか？　どんな？」

　先週の金曜日に東條建設の人と合コンをしたという先輩たちに囲まれ、花琳は興味を示した。

「うん、十二月一日に東條建設の創立祭があったらしいの。そこで社長が娘の婚約を発表したって。東條建設の社員さんで、六月には挙式を考えているって」

　その噂話に花琳は驚いた。智にそんな話を聞かされた覚えはない。

（あ、智くんは高橋さんと創立祭に出られなかったって言っていたわ。たしか、日帰りの出張でクライアントの別荘をデザインするって）

　花琳は少しだけ気を取り直し、先輩たちの話に耳を傾けた。

「相手の名前は出なかったらしいけど、噂になっている人がいるって。その人が次期社長になるんだろうって」

「相手の人は紹介されなかったんですか？」

「そうみたいよ。なんか話だけを聞くと妙だなぁって思うんだけどね。東條建設と仕事をしている柳本だから、もっと詳しい話を知っているかなと思ったんだけど」

「その噂も知らなかったです。でも婚約したっていうことは、社長もその娘さんも双方の親と顔合わせを終わらせたってことですかね？」

「そうじゃないの？　じゃなかったら、いくらなんでも発表なんてしないわよね」

　花琳は考え込んだが、こればかりは智に直接訊くしかない。

（まさか、智くんが相手だなんて考えたくないんだけど）

　智は東條社長とプライベートで会ったことはないと言っていた。

　ぐるぐると考え込んだ花琳は、どんなに考えても答えが見つからず、苛立ちを募らせていた。

（両親と会ったことがないのに、婚約なんてするわけがない。でも東條さんって普通の人が考えられないことをするらしいし……）

　もしかしたら智の知らないところで何かが起きているのかもしれないが、信じたい気持ちよりも疑ってしまう気持ちが強くなっていた。その夜遅くに帰ってきた智に対して感情を剥きだした言葉を発してしまった。

「婚約したの？　彼女と」

「婚約？　何の話？」

「東條建設の創立祭で社長が婚約を発表したって噂が流れているわ！」

　花琳は考えすぎて何が本当なのか見えなくなっていた。

「あ、その話は俺も聞いた。東條のお姉さんが婚約するって」

「お、お姉さん？」

「うん、一級建築士の方とお付き合いされていて、学生時代から支え合っているらしい。お姉さんは経理にいて、旦那さんになる人は海外のインフラ整備に出向していて年内に戻ってくるんだ」

　智がゆっくりと話し、花琳はぺたんと床に座り込んだ。

「ごめんなさい……てっきり」

「うん、大丈夫。花琳、ほかに不安なことはない？　俺ね、花琳が大丈夫って言ってくれると、本当に大丈夫なんだって思っちゃうみたいで……気付いてやれていなかったね」

「え？」

「一度、彼女が原因で別れていても、誤解が解けたんだからもう平気だと思っていて、そんな簡単に割り切れないよな。ごめんな、気付いてやれなくて」

「そんな、智くんが悪いわけじゃ」

「花琳を不安にさせているのは俺だろ？」

　花琳を抱きしめると、智はぎゅっと力を入れた。

「ごめんなさい。責めるような言い方をして」

「他にも気になっていることがあるよな？」

「……うん、この前の飲み会も彼女が一緒だったんだよね？」

「キスを迫られた話も噂になっているのか」

「やっぱり……それは本当なのね」

「飲み会の席で酔ったふりをして、甘えてくるのは毎回。でも、キスを迫られてもしたことはないし、彼女を介抱するために送っていったこともない」

「でも、智くんは優しいから放っておけないでしょう？」

「花琳だったら、介抱するよ。ほかの男に任せたくないから。彼女に対しては罠だとしか思えなくて、そんな稚拙な策に乗る気はないかな」

「酔った彼女はどうしたの？」

「タクシーに押し込んで帰らせただけ」

　智はそう言い、花琳の頬をそっと撫でる。

「他にはない？」

　花琳は小さく頷いた。

「傷つけてごめんね」

「俺の方こそ、傷ついていることすら、気付いてやれなくてごめん。なるべく彼女との噂にならないようには気を付けているんだけど」

「彼女が流しているんだよね？　きっと」

　智は小さく頷いた。お互いに傷つけあう言葉を吐き出して、そしてまた二人の絆を深めようとしていた。

　樹の方はいつの間にか連絡をしてこなくなった。その代わり、週に一度ほど花琳の帰り道に偶然を装って現れることがある。

「おっ、今帰りか？　ちょっと時間あるなら、一杯付き合わないか」

　そんな言葉をかけてくるが、花琳は夕飯の準備があると言って断るだけだ。家の近くまで付いてこられることもあったが、どうにか振り切って逃げている。そのことを智にはなぜか言えずにいた。

　その日の帰りはいつもよりも遅くなった。クライアントからの依頼を受けて外出から戻った花琳は、大地と打ち合わせをしていた。今回の依頼はリビングダイニングの中に書斎スペースを作るというものだった。仕切りは作らずに、仕事空間とプライベート空間を両立するのははじめての仕事で、花琳はプランニングがうまく進まない。大地からアドバイスをもらっていると、いつの間にか定時から二時間が過ぎていた。

「今日はここまでにしよう。煮詰まった状態で話をしていてもお互いにいい案は浮かばないだろう」

　大地に声を掛けられ、花琳はモヤモヤしながら仕事を終わらせた。

（あぁ、もっと何かあるはずなんだけど）

　そんなことを考えながら帰っていた花琳は、背後の気配に気付かなかった。

　突然、肩を抱かれた花琳は掠れた悲鳴しか出なかった。それも雑踏にかき消され、誰の耳にも届かない。

「花琳、今夜は付き合ってもらうぞ」

　樹の声に花琳は身体が硬直してしまった。彼の頬は赤らんでいて、アルコールの匂いが鼻につく。

「や、やめてください」

　花琳が抵抗すると、掴んだ肩に力が入った。

「いまさら、どうしてこんなことをするんですか？」

「いまさら？　いまさらってことはないだろ。お前だって本当は俺とやり直したいんだろ？　だから当てつけのように別の男と付き合っているんじゃないのか」

「そんなっ……私は先輩と」

　やり直したいとは思っていないと強く言うつもりだった花琳だが、樹が彼女の肩を抱いて近くにあった居酒屋に入ろうとしていた。

「花琳を離してもらえませんか？」

　背後から智の声が響き、樹が肩をすくめた。

「あんたが花琳と今付き合っている人か」

「そうですが」

　智と樹が店の前で睨み合い、花琳は二人にどう声を掛ければいいのか思いつかなかった。

「花琳は俺のことを忘れられないって言っている」

　樹がそう言い、智は首を横に振った。

「花琳が忘れられないのではなく、あなたが彼女に執着しているだけですよね。別れてから何年も彼女に会いに来なかったのに、どうして会いに来るようになったんですか？」

「お前には関係がない。それに花琳の気持ちは俺がよくわかっている」

　樹は声を張り上げたが、酒に酔っていて呂律がまわっていない。

「近藤先輩、もう終わったことです。今後は会いに来ないでください」

　花琳の声は震えてしまい、毅然としたものにはならなかった。

　樹は花琳と智を睨みつけていたが、この場ではどうにもならないと判断したのだろう。花琳の肩から手を離すと、足早に去っていった。

「智くん、ありがとう。迎えに来てくれたの？」

「高橋さんの家に寄っていて、ちょうど帰るところだったんだ。花琳に似た人がいるなぁって思って近付いてみたら、あの人と一緒でびっくりした」

　花琳は安心して、智の手を掴んだ。

「よかった。智くんが気付いてくれて……どうしていいかわからなくなっちゃって」

「うん、一緒に帰ろう」

　冷たくなった花琳の手を智の温かい手が包み込んでくれた。寒空の下で樹に絡まれたのもあり、花琳の身体は芯まで冷え切っていた。

（どうしていまさらあんなことを言い出したんだろう？　当てつけ？　それは先輩がしてきたことだったのに）

　樹は花琳と別れた後、同じサークルの人と付き合い始めたらしい。直接、近付いてくることはなかったが、花琳の耳には樹の噂が絶えなかった。嫌な思い出まで思い出してしまった花琳はなかなか寝付けなかった。

　翌日、花琳は熱を出して、一日中ベッドの上にいた。午後になって熱が下がり、智が用意してくれた食事をとり、薬を飲んだ。

「花琳、もう一度ベッドに入って。熱がまた上がったら大変だから」

「うん、ありがとう。智くんは大丈夫？」

「俺は平気。早く元気になって」

　智が優しく頭を撫でてくれて、花琳はまた眠ってしまった。土日二日間をゆっくり過ごした花琳は、体調が回復した。その間、智が家事をやりながら、傍にいてくれた。

「智くん、ありがとう」

「花琳が早く元気になってくれてよかったよ」

　花琳の唇に智の唇がちょんっと触れた。










第五章　信愛









　クリスマスを目前に控えた土日、花琳と智は二人で買い物に出ていた。お互いのクリスマスプレゼントにおそろいの時計を買い、手を繋いで歩いていた時だった。

「ねぇ、智くん」

　花琳は目を疑う光景に智の横顔を見つめた。

「うん、俺も驚いた。あの二人に接点があったとは思わなかった」

　クリスマス前の週末ということもあり、歩行者天国になっている通りには家族連れやカップルが多くひしめき合っていた。一組のカップルに目が留まった花琳と智は、様子を窺うように待ち合わせ場所でも有名なファッションビルの前に立ち止まった。

「近藤先輩と……」

「あぁ、東條だな」

　二人は呟くようにその人たちの名前を挙げた。樹と由美は並んで歩いていた。二人が知り合いで週末に一緒に出掛ける仲ということが腑に落ちない。

「あの二人が一緒にいることが気になるんだけど、花琳、二人のあとをつけてみないか？」

　智が提案し、花琳は頷いた。樹と由美の姿を見失わないように、二人は適度な距離をあけて歩き始めた。智の手がぎゅっと花琳の手を握ってくれているが、嫌な予感が付き纏う。

　歩行者天国から路地へと入り、由美と樹はカフェに入った。

「このカフェ狭いから、私たちが入ったら見つかっちゃうよ」

　花琳は二人が何を話すのかが気になっていた。

「俺たちもカフェに入って、目が合ったらお互いに挨拶しちゃおう。だって俺たちがデートしていても不思議なことはないし、たまたま同じカフェに居合わせたってことにすればいいだけだよ」

　智にそう言われ、花琳は頷いた。手を繋いだまま二人はカフェに入り、店員が案内してくれた席は由美と樹が座る席の手前だった。

　入り口に近い席には樹が座り、奥の席に由美が座っていたのもあり、二人は気付かなかったようだ。智が樹と背中合わせになるように座って、花琳はその正面に腰を下ろした。

　樹と由美は顔を近付けて、ひそひそと何か話しているようだった。

「ねぇ、智くん。会話は聞こえるの？」

　店内は満席に近く、賑やかな客の声が響いている。

「いや、まったく聞こえない」

　智が残念そうに言い、二人はメニューを覗き込んだ。智はホットコーヒーを選び、花琳はホットのカフェラテを頼んだ。

　智の大きな体に隠れるように座った花琳は、その向こうに見える樹の茶色い髪の毛が動くことしかわからない。

「どうするの？　智くん」

「二人が帰る時まで待ってみようと思って」

　智がそう言い、花琳は頷いた。

「クリスマスだけど」

　智がひそひそと話し始め、花琳は頷きながらテーブルに身を乗り出した。

「今年はイブもクリスマスも平日だね。仕事帰りに待ち合わせる？」

「ジンクスのクリスマスツリーは行きたいよな」

　花琳は頷いた。智の会社近くにあるホテルの前に大きなクリスマスツリーが飾られている。クリスマスイブにその前でキスをすると、ずっと一緒にいられるというジンクスがあるらしい。二人でどんなクリスマスを過ごそうか、インターネットでリサーチをしている時にその記事を見つけた。

「イブは智くんの会社に向かえばいい？」

「仕事が終わったら、連絡してほしい」

「わかった。なるべく定時で帰れるように頑張るね」

「俺も定時で帰れるようにするから」

　二人はそんな約束をしながら、樹と由美の様子を窺っていた。樹と由美の会話は小声でやり取りをしているらしく、ほかの話し声にかき消されて聞こえないようだ。

（智くんの後姿を見ても、気付かないものなのかなぁ？　私だったら好きな人だし、気付くと思うんだけど）

　花琳はそう思いながら、由美が気付かないことに疑問を抱いていた。

（近藤先輩のことも後姿で気付いたし……あ、でも先輩は歩き方が特徴あるから気付いたのかも？）

　花琳が首をかしげると、智がとんとんとテーブルを指で叩いた。

「あ、ごめんね。何？」

「何を考えていたんだ？」

　花琳が答えようとした時、樹と由美が立ち上がった。智の手が伸ばされ、テーブルの上にあった花琳の手を握る。

「あらっ、智じゃない」

　テーブルの横を通る時に気付いたのだろう。由美が声をかけてきた。

「お疲れ様です、東條さん。デートですか？」

　智は何食わぬ顔をしてそう言い、花琳は樹を見ていた。

「仕事よ。智こそ、休日に打ち合わせ？」

「違いますよ。彼女とデート中です。東條さんもデート中だと思って、店に入った時に気付いたけど声を掛けなかったんですよ」

　智が愛想笑いを浮かべながらそう言い、由美の顔が強張っていた。

「では、私はここで失礼します」

　丁寧な口調で樹が先に出ていき、由美も一緒に出て行った。

「俺たちも出よう。歩きながら、さっき花琳が何を考えていたのか教えてくれる？」

　智と花琳も二人が店を出てから、席を立った。歩きながら、花琳は由美が好きだというわりに智の後姿に気付かないのは変だと伝えた。

「俺も後姿の花琳に気付くと思うけどな」

「周りが見えないほど、真剣な話をしていたのかな」

「確かに何を話していたのか、気になるけど」

　二人の会話の内容を推測するのも嫌で、二人はデートの続きを楽しむことにした。インテリア雑貨の店に寄り、花琳はディフューザーを購入した。

「その匂い、花琳の部屋の匂いだよね？」

「うん、いつもここで買っているんだけど、智くんが嫌いだったらほかの匂いにしようと思っていて」

「俺、この匂い好きだよ。リビング用にも買わないか？」

　智の提案に花琳は大きく頷き、お互いの好みを確かめ合う。手を繋いで歩きながら、智は話し始めた。

「家ってさ、住んでいくうちにその家族の匂いになっていくってわかる？」

「なんとなくわかる。友達の家ってやっぱり違う匂いだよね」

「うん、そうそう。友達の家とかダメな匂いの時あるんだよな。あとリフォームの時も」

「苦手な匂いの時はあるけど、言えないもんね」

「花琳は俺の部屋に来たとき、嫌な匂いじゃなかった？」

「え？　気にならなかったなぁ。今も気にならないし」

　そんな話をしながら家に到着すると、今度は並んで夕食を作り始める。夕食を食べながら、智が切り出した。

「ごめん。どうしても気になっちゃって」

「何が気になるの？」

「近藤さんと東條のこと。二人がどうして一緒にいたのか、腑に落ちなくて」

「私も気になっていたけど、仕事だって言っていたし……」

「仕事は言い訳だと思う。広報担当の東條がインテリアデザイナーの近藤さんとどんな仕事をすると思う？」

「わからないけど、広報として先輩のインテリアを紹介するとか？」

「いや、物件の紹介とか誰のデザインがどこの展示場にあるとか、そういう記事がメインだから。たまに内覧用のインテリアを掲載して、どこの会社のインテリアを使用しているとか書いてあるけど、それにはインテリアショップに許可を得て写真を掲載しなきゃいけないはず」

「その話を聞くと、変ね。大学も違うけど、近藤先輩は営業で東條建設に行ったのかもしれないね。そこで東條さんと知り合ったとか？」

「考えてもわからないけど、なんとなくいい気分ではないんだよ」

　智の気持ちはわかるが、これ以上憶測で話していてもいいことはない。お互いにそれがわかっているのか、それ以上の話はしなかった。

「花琳、片付けが終わったら、一緒に風呂に入らない？」

「えっ？」

「俺、風呂掃除して溜めてくるから」

　花琳は智がバスルームに行ってしまうと、食器を洗いながらどうしようか悩んでいた。

（一緒にお風呂ってすごく恥ずかしいのに）

　それでも花琳は智に押し切られて一緒に風呂に入ることになった。

「年末年始、花琳は実家に帰る？」

「うん、大晦日にこっちを出て二日まで実家にいる予定。智くんは？」

「俺は毎年、元日だけで日帰りしていたんだけど、今回は花琳と同じ日程で実家に戻ろうかな。大晦日って夜、出てこられる？」

「たぶん、大丈夫」

「地元の神社に初詣に行かない？」

　智がそう言い、花琳は大きく頷いた。

「高校の時、一緒に初詣に行ったね」

「合格祈願とこの先も花琳と一緒にいられるように願った。離れた時期はあったけど、また一緒にいられるようになったからその報告と感謝を伝えないとな」

「私も智くんと一緒にいられるように願ったよ。感謝しないとね」

「花琳、大好きだ」

「私も」

　二人の唇が重なり、智の手が花琳の胸に触れた。

「花琳、いい？」

　智の囁きに花琳は頷いた。胸の膨らみを撫でられ、そして頂に指が触れた。

「んんっ……」

　智の指が抓むように頂を弄り、花琳は腰を揺らした。お湯がバシャっと跳ね、花琳のお尻に硬くなった智自身が当たった。

「あ、智くん……お風呂じゃ、イヤ」

「ん。出ようか」

　智の声がいつもとは違って低く響いた。先に出た智を慌てて追いかけた花琳は、言葉を選ばずに吐き出した。

「あの、智くん、怒っているの？」

「あ、違う。息が上がっているのを悟られたくなかったっていうか……ごめん、我慢ができなくて」

　花琳は首を横に振って、彼の背中に抱きついた。

「花琳、湯冷めしちゃうぞ」

　花琳の頭にバスタオルが掛けられ、振り返った智が少し屈んでキスをしてくれる。バスタオルだけで彼のベッドに行き、キスをしながらそのバスタオルも剥がされてしまう。唇が重なってお互いの舌を絡めながら、花琳は智の鎖骨に触れた。鎖骨から胸の方へと撫でると、智がビクッとして唇が離れた。そのまま花琳は智の乳首に触れた。触れているうちに硬くなっていくのを見つめ、こくりと喉を鳴らしてしまう。口を近付けて、智の小さな頂に舌を伸ばした。

「んっ、ちょっとくすぐったい」

　智がそう言い、花琳は彼を押し倒して上になった。するすると舌を這わせながら、臍のくぼみを悪戯してみる。腰を捩り、くすぐったそうだ。バスタオルで覆われた下半身の中央がテントを張ったようになっていた。花琳はタオルを剥ぎ、勃ちあがって硬くなっている彼自身を握った。

「あまり強く握ったら、ダメだよ」

　智の忠告に頷きながら、花琳は先端を口に含んだ。舌を動かそうとしてもうまくできない。口に含むと何もできないことに気付き、今度は舌で形を確かめるように舐めると、智が起き上がって花琳を抱きしめた。

「花琳、無理しないで」

「無理はしていないの。でもどうやったらいいの？」

「手でココを擦って……で、先端を、う、うんっ……舌で」

　智が教えてくれた通りに、花琳は先端を口に含んで舌で刺激した。

「そんなに強く扱いたら、ダメだから……」

「痛い？」

「ち、違う。余裕が……なくなる」

　切羽詰まっていく智の様子を見ながら、花琳は舌と手を使った。ビクビクと手の中で脈打つ彼自身が愛しくて──。

「んっ、花琳……今度は俺の番ね」

　花琳をベッドに縫い付けると、今度は智が上になった。胸の頂を舌で刺激しながら、智の指は下腹部へと進んだ。蜜が溢れた淫口を指で撫でながら、少しずつ中に入っていく。隘路を掻き混ぜ、そして秘玉を見つけ出した時、彼の舌が今度は花芯を捉えた。

「ダメッ……一緒に、シちゃ、だめぇぇ」

　甘い叫び声と同時に、花琳はその刺激に抗えない快感を引き寄せてしまう。

「俺も我慢できない……」

　智が自分自身に避妊具を付け、すぐに花琳の中に入ってきた。

　この日は、何度も抱き合った。明け方までお互いを離せずに、力尽きて眠る。





　　　＊　＊　＊






　明け方まで花琳を抱いていた智は、彼女よりも先に目が覚めた。

（今日が日曜で良かった。花琳も休みだろうし）

　先にベッドを出て朝食を用意しようと考えた智だが、彼女の体温と寝顔から離れられなかった。

「んんー、今何時？」

　花琳が寝ぼけた声で訊いてきた。

「十時くらいかな。花琳、起きる？」

「ん、起きる……」

「ゆっくり起きておいで。俺、先にシャワー浴びるね」

　智はバスルームに行き、熱めのシャワーを浴びた。身支度を済ませていると、花琳がバスタオル姿でバスルームに来た。智がバスルームを出てから、花琳が使った。

　花琳の身支度が整ってから、智が用意した食事をとる。昨日、買っておいたパンとスクランブルエッグはオムレツにならなくて失敗したものだ。それとソーセージにインスタントのコーンスープを出しただけだが、花琳が嬉しそうに食べてくれる。その笑顔を見ながら、智も嬉しくなる。

　午後はリビングで映画を一緒に見て、久しぶりにまったりとした休日を過ごした。




　週が明けて火曜日の朝だった。この日は午後からタキモトインテリアと打ち合わせが入っている。

「ヤナギ、今少し話せる？」

　高橋に声を掛けられた智は、自分のデスクを離れた。

「何かあったんですか？」

　二人はミーティングルームに入り、高橋の様子をうかがうように智が訊ねた。

「うん、今日打ち合わせるリフォームの件だけど」

「ええ、タキモトインテリアの柳本さんと佐藤さんが午後、こちらに来社されますよ」

「ああ、そうなんだが」

　歯切れの悪い高橋から事情を聞いた智は驚いて、言葉にならない。

「とりあえず、午後はそういうことになったから、準備をしておいて」

「わかりました」

「俺個人の見解だけど、柳本さんにはいい経験だと思うから」

　智は頷いたが、納得できることではなかった。

（なんでこんなことになるのかが、わからない）

　そう思ったが決定事項だと言われては仕方がない。

　午後、時間通りに花琳と大地を迎え、智はいつもよりもゆっくりとした口調で話し始めた。

「今回の依頼ですが、クライアントの自宅兼仕事場のリフォームで、タキモトインテリアさんには自宅用及びオフィス用のインテリアをコーディネートしていただくつもりでした。こちらから依頼していたのですが、コンペという形を取ることになりましてクライアントがいいと思ったプランが選ばれることになります」

　智の言葉に大地は頷き、花琳は戸惑っているようだった。

「ライバル社はどれくらいいますか？」

　大地が質問すると、今度は高橋が答えてくれた。

「これから会っていただき、テーマや完成予定図を一緒に見て頂きます」

　その説明が終わると、会議室のドアがノックされた。高橋がドアを開けると、樹が入ってきた。

「今回はよろしくお願いします」

　樹が頭を下げ、花琳と大地は慌てて席を立って頭を下げた。

「花琳、勝負しよう。どっちがコーディネーターとして実力があるのか」

「負けるつもりはありません」

　花琳がきっぱりとそう言い、智は彼女の凛々しい姿にホッとしていた。

「では打ち合わせを始めます」

　完成予定図や間取りを見せ、クライアントからの要望を伝える。

「次回は二週間後にクライアントと一緒に確認させてほしいのですが、いかがでしょうか」

「かしこまりました」

　花琳と大地が先に頷き、樹は資料を見直してから頷いた。

「タキモトインテリアさん、お時間はまだ平気ですか？　別件の依頼をさせてもらいたいのですが」

　智がそう言い、大地と花琳は時計を見た。

「申し訳ありません。アポイントメントが入っていまして」

　花琳にそう言われ、智は頷くしかなかった。

　打ち合わせが終わった智は、高橋と一緒に会議室を片付けていた。

「なにか話したいことがあるんだろう。なにかあったのか？」

「わからないことが多くて、話を聞いてもらいたいだけになりそうなんですよ」

「夜、食事に行くからその時でいいよな？　それとも佐藤や柳本さんに知られたくない話？」

「いいえ、そういうわけではありません。なぜ、近藤さんが今回の件に絡んできてどうするつもりなのか」

「柳本さんに自分の実力を見せつけたいって感じだったな」

　後で話そうと言われ、智は頷いた。

（土曜に二人で会っていたのは、この件について打ち合わせていたのか？　東條が近藤さんを今回の件にブッキングさせた？　確かに社長の娘だから発言したらそうなるのかもしれないけど）

　由美にメリットがあるとは思えなかった。

　定時ぴったりに智は仕事を終わらせて、高橋のデスクに向かった。

「こういう日は早いんだから」

　高橋が帰り支度をしながら、笑っている。

「確認事項だけだったので、思っていたよりも早く終わったんですよ」

　智は言い訳をしている気分だったが、花琳に早く会いたい気持ちが強かった。高橋と会社を出ると、すぐに高橋が立ち止まった。

「どうしたんですか？」

　高橋の背後から智は前を見つめ、あっという言葉を飲みこんだ。

「佐藤たちと合流してから、話そう」

　高橋が歩き始めてからそう言った。

「行く方向がたまたま同じなんだけどさ、尾行しているみたいだよなぁ」

　高橋に言われた智は、真面目に答えた。

「尾行？　何のために？　俺にどんな理由があるって言うんですか」

「真面目に答えるなよ」

　そう話していたが、高橋の足と智の足が揃って止まった。

「同じ店か。どうする？」

「佐藤さんたちが来ているかもしれないので、行くしかないですよね」

　高橋の問いに智はそう答え、二人は店に入った。花琳と大地はまだ来ていないようだが、智たちは個室に案内された。この居酒屋はほとんどの席が個室になっていて、先に入った客がどこにいるかまったくわからない。

　すぐに花琳と大地が来て、飲み物を頼んでから高橋が話し始めようとした時だった。

「私の方は約束通りにしてあげたわ。今度こそ、しっかりと働いてくれるわよね？」

　鼻にかかった独特の女性の声が響き、花琳が声を潜めた。

「この声ってもしかして……」

「あぁ、東條の声だな」

　高橋もまたひそひそと答えた。

「どういうことだ？」

　大地も声を潜め、高橋が話し始めた。

「俺たちが会社を出た時に、東條が前を歩いていたんだ。近藤さんと一緒に……俺と柳田は行く方向が同じだったから、その後ろを歩いてきたんだが……まさか同じ店に入るとは思わなくて、迷ったんだが個室も多いし鉢合わせることはないと思ったんだ」

「どうやら隣の個室にいるようですね」

　智がそう言い、高橋は頷いた。ちょうど智と高橋の背中側の壁向こうに由美がいるようだ。

「土曜日にも二人が一緒にいるところを見ました。今回のブッキングの件を打ち合わせていたのでしょうか」

　花琳の声には不安が含まれているようで、僅かに震えていた。

「ブッキングを仕掛けたのは東條だとは思うが、彼女にそこまでの権限があるのかは疑問だな。ただうちの会社は新進気鋭の新人を発掘するのも、社内方針にあるくらいだから金額も安いし、実力を見たいと言ってコンペという形で参加させることはある。それを利用してさっきの言葉から推測すると、彼女は今回のブッキングをお膳立てして、近藤さんの希望を叶えた。その見返りを要求しているというところか」

　高橋が冷静な声でそう言い、大地は唸った。

「見返りってなんだろうな」

　低い声で大地がそう言い、智は考えながら言葉にした。

「あの二人、いつどこで接点があったのでしょうか。以前、タキモトインテリアのショールームに花琳を呼び出したことがあったでしょう？　あの時、東條も一緒に居合わせたのが、近藤さんと二人で考えたシナリオだってことはあり得ませんか？」

「柳田の言う通りだとしたら、あの分譲住宅の時に近藤さんと東條が会っている可能性が高い。東條はあの日、広報の仕事で現場にいたし、柳本さんと近藤さんの関係を知ったのかもしれない。あの現場で近藤さんと連絡先を交換しておき、東條は柳田と柳本さんの関係を調べ始めたとしたら」

　高橋の言葉に大地は深い息を吐きながら、首を横に振った。

「可能性としての話なら、面白いと思う。だけど現実的に考えて、あの二人が組んで何を仕掛けてきても、柳田さんと柳本の気持ちが手に入るわけじゃないだろう」

「それがわかっている人たちじゃないと思います」

　智が静かにそう言った。

「相手の気持ちがわかる人なら、あんな噂を流すこともないでしょうし、強引に花琳を呼び出したり、待ち伏せするようなことをしたりしないでしょう」

　智はそう言いながら、苛立ちが募っていた。

「あの二人が組んで、私たちに今度は何をするつもりなのでしょう？」

　花琳は不安で仕方ないのだろう。声が震え、智と目が合わなかった。

「おそらく東條の要望は、柳田と柳本さんを別れさせること。その後で柳本さんが近藤さんと付き合っても構わないだろうし……近藤さんはおそらく自分に仕事を回してほしいと頼んだんじゃないかな」

　高橋が考えながら言葉を発し、大地も頷いた。

「俺たちが考えられるのはそこまでだなぁ。どちらにせよ、そんなことで人の気持ちは動かせないんだってわからせるしかないだろうな。仮に、二人が別れたとしても、柳田さんが東條さんと付き合うことはないだろうし、柳本が近藤さんと付き合うこともないだろうから」

「彼女と別れるつもりはありません。ただ彼女に危険が迫るのだけは避けたいと思っています」

　智はそう言い、花琳も頷いた。

　いつもなら仕事の話を交え、楽しい席になるはずだった。この日は盛り上がることもなく、酒も進まない。暗い気持ちを抱えたまま、智は花琳と家に帰ってきた。

「花琳はどう思う？」

「東條さんがそこまで智くんに想いを寄せるのには、理由があると思う。智くん、本当に心当たりはないの？」

「大学入ってすぐに、告白されたことはある。でもその時は彼女がいるからって断って、しばらく何もなかった」

「でも何かきっかけがあったと思うんだけど」

　花琳の言葉に智は頷いた。由美が智に執着するきっかけが何かあったのだろう。

「近藤さんのことはどう考えているんだ？」

「わからないの。もしかしたら、私が先輩とエッチなことができなかったのがきっかけで執着されているのかもしれない」

　花琳の答えに智は頷くだけだった。

「花琳、なるべく一人で帰らないようにして」

「わかった。智くんも気を付けて。なんだか嫌な予感がするの」

　花琳がそう言い、智は彼女をぎゅっと抱きしめた。
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　タキモトインテリアでは恒例行事の年末大掃除が行われ、そして午後からは正月休みに入る。花琳は帰る前に大地と打ち合わせをした。

「正月休み明け、コンペだからな」

「クライアントに気に入ってもらえるように頑張ります」

「あまり根詰めるなよ。それに社内コンテストの結果も一月の終わりに出るから」

　大地と一緒に挑んだ社内コンテストは、ダイニングテーブルのデザインだ。予選を勝ち抜き、本選に残っているのは花琳たちを含めて十組だ。

　社員が投票し、投票数で最優秀作品が決まる。その他にも社長賞などが設けられているこのコンテストは、タキモトインテリアの年間行事で一番大きなものだ。

「しっかり正月休んで、年明けに最終打ち合わせをしよう。ヤナギの案ならきっとクライアントも気に入ると思うから」

「はい、大地さんも良いお年を」

「あぁ、ヤナギもな」

　花琳は家に戻り、少しだけ仕事をした。東條建設の案件はほぼ完成していて、樹の提案書と花琳の提案書をクライアントに比較検討してもらう。

「一番の問題は金額なのよねぇ」

　ボソッと呟きながら、花琳は考えていた。タキモトインテリアの商品はどれも素晴らしいもので、品質にも自信がある。だが、その分、金額は少し高くなってしまう。クライアントの予算内にはおさめているが、樹のホームページに掲載されている商品に比べると高くなってしまうのがネックだ。

　こればかりはどうしようもないことだと、大地にも言われていた。樹はなぜこんなにも金額を抑えられるのかがわからなかった。




　大晦日の午後、花琳は智と一緒に駅へと向かった。

「電車に乗って実感したんだけど」

　智がそう言い、花琳は智の横顔を見つめた。

「何を実感したの？」

「大学の時、上京してきて……花琳が遊びに来てくれたら、いろんなところに連れて行こうと思っていた。そして帰りは駅のホームで電車に乗る花琳を見送るんだって、そんなことを考えていたんだけど……今は都内で一緒に暮らしていて、地元に戻る時も一緒に帰れて本当に花琳と付き合っていて、一緒に暮らしているんだなぁって改めて思ったというか」

「私はちょっと寂しくて」

　花琳はそう答えた。

「寂しい？」

　智に訊き返されると、花琳は頷いた。

「うん、夜は別々の家に帰るんだなぁって思ったら、ちょっと寂しくなったの」

　今までも智が出張で一人きりの夜はあったのに、花琳はなぜかそんな寂しさを感じていた。

「俺も花琳と離れるのが寂しい」

　地元の駅に到着すると、智は花琳の実家に送ってくれた。玄関先で買い物帰りの両親とばったり会い、花琳は照れながらお付き合いしている人だと智を紹介した。

「あら、花琳と同じ高校の？　庁舎の設計をしたおじいさまがいらっしゃるのよね。この家もおじいさまがデザインしてくださって、大工のお父様が建ててくださったのよ。その柳田さんよね？」

　花琳の母親が勢いよく話し出し、花琳は苦笑を浮かべた。

「この家が柳田さんのデザインだなんて知らなかった。お母さん、彼も実家に戻るところなの。遅くなったら悪いから」

　まだ話し足りないと言わんばかりの母親をどうにか宥めたつもりだ。

「玄関先でごめんなさいね。今度はゆっくり遊びに来てほしいわ。あ、今度は結婚の報告かしら？」

　気の早い母親の言葉に花琳は困っていたが、智は気にせずに頭を下げた。

「こちらこそ、ご挨拶が遅れて申し訳ありません。また近い内にあらためてご挨拶させてもらいますので」

　智が帰っていくと、今度は花琳に母親からの質問が飛んできた。

「高校の時に仲が良かった人よね？　就職して再会したの？」

「仕事の関係で再会したの」

　母親と智の話をするのは照れくさくて、ついぶっきらぼうな言い方になってしまう。付き合っている人がいて、一緒に住んでいるという連絡はしていたが、まさかばったり会うなんて思わなかったのもある。

「夜、彼と初詣に行くんだけど」

「あら、それなら早めに夕飯にした方がいいわね。花琳、手伝ってちょうだい」

　母親と並んでキッチンに立って夕飯の手伝いをする。実家のキッチンは使い勝手もよく、慣れていたはずなのに見慣れない食器が増えていて戸惑ってしまう。

「初詣はいつもの神社に行くの？」

「うん、その予定」

「破魔矢を買ってきてもらえる？」

「明日、行かないの？」

　毎年、花琳の実家では元日に家族で初詣に行く。

「うん、おじいちゃんが去年骨折したでしょ。人混みの中を歩けないのよ。それ以降、おばあちゃんもあまり外に行かなくなって」

「おじいちゃん、骨折の後に後遺症があるの？」

「時々痛いみたいよ」

　今年の正月は祖父がまだリハビリ中ということもあり、花琳は父親と二人で初詣に行った。

（今年のお正月には仕事を任されたいってお願いしたんだよね。それも叶ったから感謝しなきゃ）

　夜、夕飯を家族で囲みながら、花琳は何度もスマートフォンをチェックしてしまう。智から連絡が来たのは二十三時を過ぎてすぐだった。

「初詣に行ってくるね。鍵を借りてもいい？」

　母親に声をかけ、花琳は家の鍵を預かると、外に出た。ちらちらと白いものが目に入り、粉雪が舞っていることに気付いた。

「智くん、お待たせ。寒いね」

「うん、雪がちらついてきたから。花琳、風邪をひかないようにしないと」

　二人は手を繋いで神社に向かう。

「花琳は毎年、初詣に来ていた？」

「うん、家族と一緒に。智くんは日帰りで初詣していたの？」

「俺も家族と一緒に行って、帰りにおでん屋に寄っていた」

「神社の傍にあるおでん屋さん、美味しいよね」

　ゆっくりと踏みしめるように歩きながら、長い階段を上る。除夜の鐘が響き始め、花琳と智は参道の甘酒を買った。それから参拝の列に並び、その時を待っていた。

「前に花琳と一緒に参拝した時は、毎年ここに一緒に来ると思っていた」

　智がそう言い、花琳も頷いた。

「私もそう思っていた。この神社で智くんと初詣をして、一年が始まるって……それはずっと続くものだと思っていたんだけど」

「うん、これからまた続けられるようにしたいと思って」

「私もそう願っているわ」

　除夜の鐘が響き終わると、少しずつ列が進み始める。

「こんな夜中に初詣するのははじめて」

「俺も」

　そして二人はもう一度会えたことを感謝して、これからも毎年二人で来ることを誓った。

「花琳の実家がじいちゃんと親父が建てたなんて、知らなかった」

「私も知らなかった。でも、智くんのお父さんが建てた家はここらへん、多いよね」

「うん、多いと思う。俺も花琳の両親が嬉しそうに話してくれたような家を作りたいと今日、改めて思ったんだ」

「私はこの先も智くんがデザインした家のインテリアをコーディネートさせてもらいたいと思っていて、それをいつか家族に見てもらいたい」

「それって、俺と花琳が住む家ってこと？」

　智に聞かれ、花琳は笑顔で頷いた。

「そういう日が来るように頑張りたいってこと」

　花琳が答えると、智が手をぎゅっと握った。いつかきっと、この先も二人でいられる未来を描きながら、智が花琳の実家に送ってくれた。

「明後日、連絡するから」

「うん、気を付けて帰ってね。家に着いたらメールして」

「わかった。あとで連絡する」

　花琳は家に入ると、母親がまだ起きていた。花琳はまず風呂に入り、それから母親と少しだけ話して自分の部屋に戻った。

　智から無事に家に着いたとメールが入り、花琳は安心したと送ってから眠った。

　元日は家族で一日を過ごし、二日の昼過ぎに花琳は実家を出た。

「体に気を付けるのよ」

「うん、お母さんたちも」

　いつも通りの言葉を掛け合いながら、花琳は智と一緒に都内へと戻った。




　正月休みが明け、樹とのコンペの日がやってきた。

「緊張しているのか？」

　大地に声を掛けられ、花琳は頷いた。

「コンペなんてはじめてなので」

「基本的にうちの会社はコンテストとかあっても、コンペで勝ち抜くことはないからなぁ。依頼されて要望に応えるっていう仕事が多いから、いい経験になると思うよ」

　大地が楽しめばいいと言ってくれたが、花琳は頷けなかった。

　大地と一緒に東條建設に向かうと、会議室に案内された。智と高橋が先に待っていて、花琳たちの後に樹がやってきた。最後にクライアントが到着して、コンペが始まった。

「先に近藤さんから提案をお願いします」

　高橋が切り出し、樹が立ち上がった。

「モニターをご覧ください。まずはリビングスペースです」

　樹の説明が始まり、彼はソファの生地をサンプルとしてクライアントに触らせた。それ以外にも見本となる木材の一部を見せていた。各部屋のコーディネートを説明し、クライアントからの質問にも丁寧に答え、次は花琳の番になった。

「タキモトインテリアの柳本です。まずはこちらをご覧ください」

　花琳が見せたのは、ソファの写真だ。

「リビング用のソファとオフィス用のソファです。色はそれぞれこちらからお好きなものを選べます」

　一点ずつインテリアの写真を見せ、それからコーディネートされた部屋を確認してもらう。最後に見積もりの金額を提示し、クライアントの意見を待った。

「どちらのご提案も素晴らしいですが、タキモトインテリアさんのコーディネートが気に入りました。近藤さんの提案ですが、仕事場のスペースがとても素晴らしいと感じたので、オフィスで使いたいと思うのですが、ご相談させていただくことは可能ですか？」

　クライアントの回答を聞き、花琳は大地とガッツポーズを決めた。その横で樹が何度もクライアントに頭を下げているのが見えた。

「ありがとうございます。ご希望に添えるよう頑張りますのでよろしくお願いします」

「では近藤さんとは後日、打ち合わせをしましょう。オフィスの図面も用意しておきます。タキモトインテリアさん、ソファの色などを選びたいと思うのですが」

　樹が帰っていき、花琳は大地と残ってクライアントと細かい部分を打ち合わせる。そして智や高橋を交え、納期の日を決めた。




　二月に入って二週間ほどが経ったバレンタインデーの頃だ。花琳と大地は智と高橋に呼ばれて、先日納品したばかりのクライアントのところへ行くことになった。

「オフィスのインテリアも納品が終わったってことですよね。近藤先輩のコーディネートを見に来いってことですか？」

　花琳は大地と一緒に電車に乗りながら、言葉にした。

「俺たちが手掛けた自宅兼オフィスのコーディネートも近藤さんが見に来たことになるよな？　ヤナギに連絡はないのか？」

「近藤先輩からはまったく連絡ないですよ」

「ヤナギのコーディネートを褒めるタイプではなさそうだけどなぁ」

　目的の駅で降りると、クライアントのオフィスビルは駅からすぐのところにあり、デザインが独創的で目立つ建物だった。

　中に入り、クライアントの待つ四階に行くと、花琳と大地は思わず目を疑った。

　クライアントを前にして智と高橋が腰を半分に折って、謝罪をしている。その部屋にあるインテリアはすべてひっくり返っていて、窓の近くに呆然と立っている樹が見えた。

「お待たせして申し訳ありません。タキモトインテリアの佐藤です」

「柳本です。遅くなり申し訳ありません」

　物々しい雰囲気に花琳は足が竦みそうになりながら、大地と入り口のところで挨拶をした。

「タキモトインテリアさん、急にお呼び立てして、申し訳ありません。どうぞ中へ」

　クライアントが手招き、花琳は大地と一緒に部屋の中央まで足を進めた。

「見て頂きたいものがありまして」

　クライアントが床に転がったデスクを軽々と起こし、その上に図面を置いた。

「東條建設さんが悪いわけではありません。わかってはいるのですが、どうしてこのようなことになったのか、なぜあの男が東條建設さんから信頼されたのか」

　クライアントはそう言いながら、事の顛末を話し始めた。

　樹が提案したインテリアのコーディネートは図面上ではすばらしいものだと花琳は思った。ただ金額が安いと感じたが、独創的なビルの中にあるオフィスのインテリアとしてシックで高級感が溢れているようにも見られる提案だった。

「図面上、これは自分の考えていた通りのものだと、機能性に溢れ、それでいて落ち着いていて品のあるオフィスに仕上がるのだろうと期待していたら」

　クライアントが憤り、地団太を踏んだ。

「二日前、出来上がったと聞き、確認に来たら……こんな安っぽいインテリアで！」

　確かに図面とは全く違う……いや、色だけは一緒だが、質感も違うし、何よりも高級感はなかった。

「それで私どもは何をすればよいのでしょうか」

　大地が質問し、クライアントはふぅっと大きな息を吐いてから、手で額を拭った。

「来週の火曜日、このオフィスはオープンします。ＮＰＯ法人の仕事で使うオフィスで、すでにネット上では宣伝も行っています。それまでにタキモトインテリアさんのほうでこのオフィスのインテリアをどうにかしてもらえないだろうかと」

　花琳は樹のコーディネートを見つめ、言葉にした。

「この近くの店舗の在庫をまず確認します。金曜までに配送が可能な商品の数を確かめ、できる限りのことはしますが」

　花琳がそう言い、クライアントは頷いた。

「明日の夕方、タキモトインテリアのショールームに来ていただけますか？　そこで提案をさせて頂きたいと思います」

　大地の言葉にクライアントは頷きながら、安堵したようだ。

「柳本、すぐに戻るぞ」

「はい。お先に失礼します」

　花琳は大地と一緒に急いで本社に戻った。だから樹や智たちがその後、どうなったのかは知らなかった。

　本社に戻った花琳はまず、型番とカラーを指定して必要なものをピックアップする。

「ヤナギ、ショールームで型番を確認したほうが早いから」

　大地に言われた花琳は、すぐに彼と一緒にショールームに向かった。花琳がピックアップした商品を大地が在庫の確認をして、二人はその日のうちに必要なインテリアの半分ほどを手配した。

　翌日も同じことを繰り返したが、残り半分のインテリアが手配できない。花琳は大地に提案した。

「ちょうど半分なので、思い切って色と形を変えてみようかと思うのですが」

「どういう感じにするんだ？」

「えぇ、おそらくこのシリーズもこの数はそろわないと思うので、スペースを半分に分けて、こっちのシックなコーディネートをしている場所と、窓側のこちらのスペースにはカラフルに取り揃えて、色も形もバラバラにしてポップな感じにするのはどうでしょうか」

　花琳の提案に大地は面白いと言ってくれたが、クライアントが気に入るかどうかは別問題だ。クライアントに連絡を取って相談してみると、とりあえずやってみて欲しいと言われた。

　その日も遅くまで在庫を確認して配送の手配をした花琳は家に帰ると、すぐに眠ってしまう。一緒に暮らしているのに、智も夜遅くに帰ってきているようでお互いに話す時間がなかった。

　クライアントに頼まれた日程でどうにかインテリアをすべて手配した花琳は、大地と一緒にレイアウト図通りに配置した。

「大地さん、ありがとうございます」

「いや、ヤナギの提案があってこそだから。ポップなエリア、こうやってみると悪くないな」

「明日、クライアントにチェックしてもらいます」

「そうだな。明日、クライアントの意見を聞いて直せるところは直さないとな」

　花琳は頷き、二人は帰ることにした。




　翌日、クライアントと一緒に現場で待ち合わせた花琳と大地は、緊張していた。現場には東條建設から智と高橋、そして由美が揃い、樹も一緒だった。

　最後にクライアントが到着し、オフィスの鍵を開けてくれた。ドアが開き、花琳はクライアントの言葉が怖くて思わず目を閉じてしまった。

　沈黙が流れ、花琳は冷たい汗が背中に流れるのを感じていた。

「素晴らしい。あんな短時間でここまでそろえて頂けるとは」

　クライアントがそう言葉にした瞬間、花琳は安堵の息をもらした。

「ありがとうございます。気に入って頂けたようで安心しました」

　自分の声が上擦り、高揚して涙が出そうだった。

「タキモトインテリアさん、こちらのインテリアで申し分ありません。先ほど確認しました金額も納得のいくものでしたので、すぐにお支払いいたします」

　クライアントは花琳と大地を労ってくれて、そして次回も頼みたいと言ってくれた。

「さて、東條建設さんと近藤さんですが、このインテリアを見てどう思いましたか？」

　クライアントからの言葉に、樹は唇をかみしめていた。

「東條さんでしたか。あなたが近藤さんを今回の件にブッキングしたと聞いたのですが、我が社の損害をどう責任取るつもりですか？」

　クライアントの声は先ほどの明るいものとは違い、冷ややかで厳しいものになっていた。

「東條建設の方で近藤さんが用意したインテリア等の支払いをしていただきたいのですが」

　クライアントの言葉に由美が口を開いた。

「新進気鋭の若手コーディネーターと聞き、今回の依頼で彼の実力を確認したくてブッキングさせました。このようなコーディネーターとは露ほども思っていなくて、大変ご迷惑をおかけしました。この件に関しましては社に持ち帰りまして、それ相応の処分および賠償をさせて頂きますので」

「あなたにそんな権限があるのですか？」

　クライアントが厳しい言葉を吐き出した。

（社長令嬢の一存で、そこまでのことができるのかってことかしら？）

　花琳は疑問を感じたが、成り行きを見守るしかなかった。

　ドアがノックされ、一人の男性が入ってきた。

「遅くなり、申し訳ありません。東條建設社長の東條と申します。この度は大変ご迷惑をお掛けし、申し訳ありません」

　入り口から入ってすぐに東條社長が、身体を半分に折るようにして謝罪を述べる。クライアントの許可を得て、名刺を交換した後で今後の話し合いが始まった。

　この後の話は花琳と大地に関係がないので、二人は先に現場を後にした。




　二月が終わる頃、花琳はいつも通り少し残業して帰るところだった。大地と一緒に会社を出てすぐに二人は足を止めた。

「なんでお前ばっかり！」

　会社の目の前に樹が立っていて、花琳を憎々しげに睨み付けてきた。

「どういう意味ですか？」

　花琳は毅然と振る舞ったつもりだ。

「お前ばっかり認められて、なんで毎回俺の仕事を奪っていくんだよ！　俺のやりたかったことも、俺が就職したかった会社も、なんでお前なんかが手に入れているんだよ」

　樹の言葉に花琳は何も答えられなかった。

「お前がさっさと東條建設の男と別れていれば、東條建設の仕事もなくなっただろうし、俺に仕事が回ってきたはずなんだ！　そうあの女と約束したんだから」

　樹の言葉を聞きながら、花琳は何を言われているのかよくわからなかった。

「それって単なる逆恨みじゃないか。柳本は努力して今の仕事を請け負っているし、恋人とは関係がない」

　大地が反論すると、樹は逆上して花琳に掴みかかろうとした。

「やめろ！」

　大地が間に入ると、樹は怒鳴り散らした。

「お前らなんかに俺の何がわかる？　順風満帆にやりたいことができるお前らなんかにわかるわけがない。あの男と別れろよ、花琳。俺が付き合ってやるから」

「嫌です」

　花琳ははっきりと言葉にした。

「近藤さん、あなたの感性は素晴らしいものだと思います。だからもう一度、一からやり直してください。あなたは今、ここでやり直すべきだと思います」

「何を言ってやがる。俺が、ここまで来るのにどれだけ努力したか」

「近藤先輩、今までの努力が無駄にならないように、今からもう一度頑張って欲しいんです。誰かを利用したり、誰かに甘えたりしなくても先輩ならできると思うんです」

「じゃ、お前の居場所を俺に寄越せよ！」

「タキモトインテリアに就職を考えているのなら、社風をもう一度勉強して、自分の感性を最大限引き出してください。あなたはもっと勉強すべきだ」

　大地が強い口調で言い、樹は反論しようとしていたが、涙が溢れて言葉にならないようだ。

「簡単に言いやがって……いつか見ていろ。花琳が悔しがる男になってやるからなっ！」

　樹は大きな手で顔を拭いながら、言葉を吐き捨てる。

「先輩が変わってくれるといいんですけどね」

「なんとなくだけど、変わっていくんじゃないかな」

　大地がそう言い、花琳はそう願っていた。

　家に帰ると、智が先に帰っていた。花琳がリビングに入ると、ソファから立ち上がって智が頭を下げた。

「今回の件、迷惑をかけてごめん」

「智くんのせいじゃないよ。さっき、近藤先輩が会社の前に来ていて」

　智が花琳を引き寄せてソファに座らせてくれた。

「え？　大丈夫？　何もされなかった？」

　心配そうな智は迎えに行けばよかったと言ってくれた。そんな彼に花琳は一部始終を話した。

「そっか。でも佐藤さんの言葉ってありがたいだろうなぁ。インテリアデザイナーとして感性が素晴らしいと言われて、もう一度勉強し直して真っ向勝負がしたいってことだろ？」

「あ、そういう意味も含まれていたのね」

「わからないけど、そういうエールの送り方なんじゃないかなって思った」

　智が腕を広げ、花琳はその腕の中にすっぽりと入ってお互いの身体を抱きしめ合う。見つめあってキスをして、それから智はゆっくりと話してくれた。

「あの後、クライアントと金額の面で折り合いがついて、社長と一緒に会社に戻ったんだ。そのまま社長室に呼ばれて」

「社長室？　なんで？」

「今回の件もそうだけど、娘の件でも迷惑をかけているようだって謝られたんだ」

「それって社長の耳にも入っているってこと？」

「うん、付き合っているっていう噂を聞きつけて、ここ数年ずっと監視していたらしい。だけど、俺に花琳という恋人ができたのを知った社長は、娘に付き合っている人がいるのかって聞いたんだって」

「彼女はいるって言うわよね？」

「うん、俺の名前を出して付き合っていると、結婚も考えてくれているからって言われた社長は高橋さんに話を聞いたんだって」

「高橋さんからは聞いていないの？」

「うん、まったく知らなかった。そういうこともあって今回、もう一度俺と彼女に付き合っているのかと訊いてきたんだ。俺は恋人がいて、その恋人と一緒に暮らしていると答えた」

「そ、それで？」

　生唾をごくりと飲み、花琳はその言葉の続きを隣に座る智のほうに身を乗り出して待った。

「うん、いつも通り東條由美が、智は照れているだけでとかいろいろ言ってきたんだけど、社長はそれを一刀両断したんだ。どうやら近藤さんと取引をしていたことも社長の耳には入っていたらしく、彼女はその責任を取る形で来月から子会社に異動が決まった」

　その言葉を聞いた花琳はホッとしていた。

「花琳、怖い想いや不安にさせてごめんな。これからはもうそんなことはないから」

　智の言葉が優しく響いた。










第六章　約束









　智と再会してからはじめてのゴールデンウィークを迎える。この連休に大規模なインテリアの展示会がこの年も開かれることになった。

「毎年、場所は違ったけど、今年はあの時行こうと思っていた場所での展示会だね」

　花琳はそう言い、智は頷いた。

「あの時、約束さえもできなかったから……今度こそ、約束をして一緒に行こう」

「お互いに仕事は入れないように気を付けないと！」

　そしてようやく二人は数年越しに、その展示会へ行けた。

「俺、あの時はウエストゲートにいたんだ。花琳は絶対に来ると思っていたし、入るならウエストゲートだと思っていて」

「イーストゲートから入ったの。智くんは新幹線で東京駅を使うと思ったんだよね？」

「うん、違うの？」

「在来線で来たの。始発に乗って乗り換えは三回。のんびりと電車に揺られながら、都心に近付くたびに怖い気持ちが膨れ上がってきて」

「怖い？　なんで？」

「もし展示会に智くんが新しい彼女と一緒に来ていたら、それを偶然でも目にしたら立っていられる自信がなくて」

「いつでも引き返せるように在来線だったのか」

「それもあるけど、新幹線の料金がやっぱり高いと思って」

「俺も地元に戻る時は、高速バスか在来線だった」

「じゃ、今回はどっちのゲートから入る？」

「イーストゲートにしようか」

　智の手が伸ばされ、花琳はその手をぎゅっと握った。

　展示会のインテリアを見ながら、智が低い声で話しかけてくる。

「俺の進学が東京だって決まった時、花琳の顔がすごく寂しそうで……東京に遊びに来たら行きたいところはないかって聞いたら、すごく嬉しそうにしていたけど、あの頃行きたかったところ、教えてくれる？」

「いっぱいあるよ。有名な水族館もテーマパークも……それに建物も」

「一つずつ、行こうよ。まだ俺と一緒に行きたいと思ってくれるなら」

「智くんと行きたいと思っていたところ、一人で行けなかったから」

　花琳はそう言い、彼の横顔を見つめる。

「どうして？」

「智くんと行きたかったなぁって、思っちゃうし……まだ忘れられないんだって自己嫌悪に陥っちゃいそうで」

「俺も花琳を連れて行こうと思って、約束しようと思っていたところは一人で行っていない。もちろん、ほかの人とも行っていないんだけど」

「智くんこそ、どうして？　都内の大学で友達もできただろうし、その人たちと行けると思うけど」

「花琳と同じ気持ちだからだよ。花琳と行きたかった。花琳だったらこんな反応するかなって考えちゃうから……もう笑った顔も思い出せなくなったのに、それがせつなくて認めたくなかった」

「また一つ、約束が叶ったね」

　お互いに手を繋いで、見つめ合った。そしてゆっくりと展示場を歩きまわる。

「やっぱりインテリアってすごいなぁ。色や形で個性が出る」

　智がソファの展示を見ながら、感心している。

「あの右側のソファは大地さんのデザインなの。あのソファをリビングに置いて、あっちのダイニングテーブルが置けるくらい広い家なんて憧れる」

　花琳の頭では目に入ったインテリアをどう配置するか、理想のコーディネートが次から次へと浮かんでくる。こんなデートを楽しめる相手はやっぱり智しかいないとあらためて花琳は思っていた。




　智と再会して一年が経った。

「またこの時期に一緒に仕事ができるなんて、びっくり」

　花琳はそう言い、智は笑っていた。

「この四人で仕事をするのも久々な気がするね」

　智が言うと、花琳は頷いた。

「実は、高橋さんとは別件で一緒なの」

「知らなかった。高橋さん、社内の仕事もあるけど、外注案件が多くてさ」

「クライアントさんが知り合いらしく、新しく仕事部屋が欲しいって依頼みたいよ」

「花琳が書斎をコーディネートするんだね」

「うん、大地さんともあまり一緒の仕事がなくて」

「そうなんだ？　俺も高橋さんと組むのは久しぶりだけど。今から明日の打ち合わせが楽しみなんだ」

　二人は近況を語りながら、一緒の部屋で過ごしていた。

　翌日、久しぶりに四人が揃って打ち合わせをした。仕事の話はトントン拍子に進むし、お互いに意見を交換するのも楽しい。

「久しぶりだから、この後は親睦会も兼ねて食事に行きますか？」

　大地がそう切り出し、久しぶりに四人で食事をすることにした。店を選ぶのはいつも通り大地だと思っていたが、この日は高橋が提案してきた。

「居酒屋なんだけど、ちょっと行きたい店があるんだ」

　高橋が行きたいと言った店は落ち着いた雰囲気の居酒屋で、騒々しさはあまりない。

「個室とカウンターしかない居酒屋で、料理が美味いんだ」

　高橋はそう言いながら、メニューを覗き込む。

「……この店、高橋さんがリフォームで手掛けたところですよね？」

　智がそう言い、高橋は頷いた。

「あぁ、そのとおりだよ。自分が手掛けた店は自慢したくなるだろ？」

「私、来月のショールームの担当なので、ぜひ見に来てください。できればインテリアを買って行ってほしいです」

　花琳もすかさず宣伝し、全員が笑っていた。

「近藤さんの件を話しておくよ。もう一度勉強し直すために、ヨーロッパに行くらしい。彼はそっちのインテリアが好きで、それをもっと日本に広めるための仕事をしたいから勉強しに行くって」

「彼がそういう前向きな気持ちになったのは、大地さんの説得ですか？」

　智の質問に大地がゆっくりと答えた。

「柳本に逆恨みをしていて、それを指摘した後に別の日にまた彼が会社前で待ち伏せていたんだ。柳本を待っているのかと思っていたら、俺のことを待っていてその時にいろいろ話をしてくれて、俺も勝手な思いをぶつけていたら、本当にやりたいことが見つかったって」

「それはよかった」

　花琳はホッとして笑みをこぼした。

「東條が異動になったのは聞いているよな？」

　高橋がそう言い、その場にいた三人が頷いた。

「彼女は子会社に異動した後、そこでも人間関係でうまくいかなくて東條建設の研究室に今月から行くことになったんだ」

「研究室？」

　花琳と大地の声が重なり、高橋は頷いた。

「あぁ、耐震実験とか、新たな工法を研究するところなんだけど。そこでアシスタントをしているらしい。先月、東條の姉が結婚してなんか騒ぐかなと思ったけど、特に何もなかったよな？」

「えぇ、特に何もなくて……ちょっと驚きました」

　智もそう言い、花琳はこれで本当に平穏な日々を取り戻せたような気がした。

「あんなに思い込んでいたのに、どうやってあの呪縛が解けたのか気になるけどなぁ」

　大地が驚きながら言い、花琳も頷いた。

「彼女にも素敵な人が現れるといいですよね。高橋さんって彼女がいるんですか？」

「いや、いないよ」

「大地さんもいないって言うし、本当ですか？」

　花琳が疑い、高橋は笑い出した。

「俺も佐藤も今はまだ仕事を優先させたいからって気持ちが強いんじゃないかな」

「今、仕事がすごく面白いと感じているんだよなぁ」

　大地もそう言い、高橋も頷いている。

「自分の可能性を試しているっていうか、そういう感じだよな？」

　二人が盛り上がり、花琳はそっと智の横顔を窺った。

「智くんもそんな感じ？」

「いや、俺は目の前のことでいっぱいいっぱい」

「私も」

　仕事の依頼は嬉しいし、その都度勉強になる。まだ楽しめるほどの余裕がないと感じている二人だった。





　　　＊　＊　＊






　智は目の前のデザインに納得できずにいたが、何に納得できないのか自分自身でもわからない。

（ここが気になると休みの日に花琳とデートができなくなりそう。うーん、柱か？　いや、窓の位置か？）

　悩みながらデザインをいろいろと変えてみるがどれもしっくりこない。

「ヤナギ、ちょっといい？　悩んでいるようだなぁ。それって階段の位置じゃない？」

　高橋の鶴の一声で智は納得できずにいたところが、解決した。

「アドバイス、ありがとうございます。高橋さん、どうしたんですか？」

「うん、クライアントから別荘の設計とデザインを頼まれたんだ。敷地が広いし、この規模の物件はなかなかないから、ヤナギと一緒にやりたいと思って」

「いいんですか？」

「あぁ、ヤナギならきっとクライアントも気に入るデザインにしてくれるだろうし。で、打ち合わせが」

「週明けですか？」

「うん、その予定。現場は更地になっているだけで、何もないらしいから一度一緒に見に行こう」

　智は頷き、予定を書き込んだ後であっと声を上げた。

「どうしたんだ？」

「いえ、大丈夫です」

　そう言ったが、平日は仕事が立て込んでいて高橋と一緒に現場に行く時間は取れそうにない。日曜日に予定を入れたが、花琳とその日は映画に行く約束をしていた。

　その夜、花琳に高橋から誘われた仕事で現場を見に行くことになったと告げた。

「仕事だから仕方ないよね。土曜日の夕方はダメかな？　映画を見て夕食を外で軽く済ませて」

「土曜日、ちょっと待って。うーん、十九時からの回なら間に合うと思う」

「土曜日は現地販売会のお手伝いだったっけ？」

「う、うん」

「じゃ、別の日にしよう。日曜日も朝早くからいないの？」

「週明けにクライアントと会って話を聞いて、その次の日曜日に現場を見させてもらう許可を得るから、時間はまだ決まっていない」

「土日出勤扱いになる？　代休を取るなら、私は有休を取って平日に時間を合わせようか？」

「そうだな。それもいいな。約束、なかなか守れなくてごめん」

「ううん、お互いに今は仕事を優先すべきだと思っているから」

　花琳の言葉につい甘えてしまう智だった。

（本当は花琳の誕生日にプロポーズを考えていたのに、仕事の依頼が入ってきてまだ結婚できないって思っちゃったんだよな。今度のクリスマスこそ、ちゃんとプロポーズして……）

　そう考える智だが、今は智の仕事が落ち着くと花琳の仕事が忙しくなるすれ違い生活になっていた。

「今年も社内コンペのプランニングをさせてもらえるの」

「パートナーは佐藤さん？」

「ううん、今回ははじめて女性と組むから、ちょっと緊張しちゃう」

「そういうものなのか？」

「あまり接点のない人だから、どういうデザインを好む人なのかわからなくて。これから打ち合わせでお互いの感性を引き出せればいいなぁと思ってはいるんだけど」

「接点のない人ともパートナーを組むことがあるんだ？」

「今回は部長からの提案で、社内コンペの時に一度二人でやってみたらって感じなの」

「そっか。色んな人と組めた方が仕事の幅も広がるし、感性も豊かになりそうだよな」

「勉強のつもりで頑張る」

　花琳と仕事の話をしながら、夏休みをいつ頃取るかお互いに話し合う。

「花琳のところは夏休みの申請はいつまで？」

「タキモトインテリアは本社に限り、基本的にはお盆の期間に夏休みを取ることになっているの。ただクライアントとのやり取りがある場合、ずらしてもいいって感じで」

「じゃ、二週目ってことだよな？」

「うん、そうね。智くんは？」

「俺は二週間前までに申請をすればいいんだけど、別荘のクライアントから返事をもらってから、休みが決まりそう」

「一緒に実家に帰れるかな？」

「うん、できれば一緒に帰りたい。地元に戻ると、待ち合わせして会うのが新鮮で」

　智の言葉に花琳も頷いていた。

「でも夜は寂しいと思っちゃうの。智くんとずっと一緒にいられなくて」

「俺も花琳と当たり前のように夜遅くまでいるから、実家に戻るとなんか寂しい」

　二人は手を取り合って額をこつんと合わせる。彼女の目が閉じて智は唇を重ねた。

「ねぇ、花琳、そろそろ一緒の部屋で寝ない？　俺の部屋をベッドルームにしちゃってもいいよ」

「でも、智くんだって仕事を持ち帰るよね？」

「持ち帰っても結局、リビングで仕事をすることが多いから」

「どうして？」

「花琳は自分の部屋に入っちゃうし、自分の部屋で仕事をしていると集中できなくて」

「リビングで仕事できるの？」

「うん、それに俺の部屋をベッドルームにしたら、花琳が寝るタイミングもわかるし」

　花琳を抱きしめながら、智はそう言った。

　どんな些細なことでもいいから、智は花琳と同じ時間を過ごしたいと思ってしまう。離れた分を埋めるためだと思っていたが、一緒に同じ時間を過ごしていることを噛みしめているようにも感じる。

　一緒にいられる時間は限られているような気がして、ほんの少しでも彼女を感じていたい。

（高校のときとか、こんなことを思わなかったんだけどなぁ。夜もメッセージのやり取りをしていたけど、心のどこかで明日も会えるから、まぁいっかって思っていたし）

　智がそんなことを思っていると、花琳が腕の中から抜け出そうとしていた。

「智くん、ちょっと仕事したい」

「うん、俺は少し飲んだら、今日は寝ちゃうから」

「終わったら、ベッドに行ってもいい？」

「もちろん」

　今では夜にお互いの近況を話して、眠くなるまでかもしくは仕事をする時間まで一緒に過ごす。毎日ではないが、この時間がお互いに大切だと感じているはずだ。

（大学の時も遠距離になったからこそ、たくさん話を聞いていればよかったんだろうな。そしたら別れなんて来なかったのかもしれない）

　離れた時間は決して無駄ではないと思いたいが、その時間を取り戻して一緒に過ごしたいという気持ちも未だにある。

　智がベッドに入ってしばらくすると、そろりと部屋のドアが開いて暗闇の中を手探りで入ってくる花琳の気配がした。暗闇に目が慣れている彼が手を伸ばし、彼女の腕を掴むと安心したようにすり寄ってくる。

（可愛すぎる）

　花琳が自分の胸に顔を埋めて、安心したかのように眠っているのを感じると智もすぐに深い眠りに誘われる。

　二週間ほどが経ち、花琳と大地から連絡が入った。インテリアのコーディネート案がいくつかできたから、確認してほしいというものだ。

「ヤナギ、会議室を抑えたぞ」

「わかりました」

「それから同席したいって聞いた？」

「えっと、彼女、ですよね？」

「うん、どうする？」

　高橋が心配そうな視線を向けるが、智はその意味をわかっていなかった。

「勉強のためなら同席させようと思っています」

　智がそう答え、今年入社したばかりの女性新人デザイナーを交えて、タキモトインテリアとの打ち合わせを考えていた。

　入社してすぐにその新人は、意欲的に先輩デザイナーの手伝いに入った。週末に多い現地販売会の当番も嫌がることはなく、むしろほかの人に代わってでも行きたいと言ってくれる。

「仕事を早く覚えたい」

　そう言っているのも聞いていた。

　タキモトインテリアとの打ち合わせは夕方で、打ち合わせが終わったらまたみんなで食事に行くことにしていた。

「お世話になります」

　花琳と大地を迎え、会議室で智は高橋ともう一人女性を連れて挨拶をした。

「今回、勉強のために打ち合わせに参加させていただきます岸きし本もとです」

「はじめまして」

　お互いに名刺交換を終わらせ、椅子に腰を下ろした。智のすぐ隣に女性デザイナーの岸本が座り、花琳と大地は並んで座った。

「お似合いですね、柳本さんと佐藤さん」

　岸本がそう言い、花琳の首が傾げられるのを智は見ていた。

「仕事のパートナーとしてそう言っていただけているのなら、嬉しい限りです。まだ佐藤さんの足元にも及ばないので」

　花琳が牽制したかのような言葉を吐き、智は考え込んだ。

（花琳の様子が刺々しい気がする。なんでだろう？）

「打ち合わせを始めます」

　高橋が仕切り、今回のコーディネートのコンセプトを花琳が説明し始める。

「リビングが通常よりも狭いので、楕円形のダイニングテーブルを考案しました。角に丸みがあることで空間が広く感じます。ソファは二人掛けですが、ゆったり目のサイズでローテーブルは一回り小さいものを」

「質問してもいいですか？　ローテーブルとかソファとか必要ですか？」

　岸本が急に割って入り、花琳は静かに答えた。

「東條建設さんからのリストをもとにインテリアをご用意していますが、必要ないと思われる理由は何ですか？」

「部屋が狭く見えるのはマイナスポイントだからです」

　岸本が胸を張って答えた。

「岸本の意見は却下する。マイホームに必要なインテリアはあらかじめ部屋に入れておくべきだ。家を買った後で、欲しかった家具が入らない、もしくは使っていた家具が入らないことがないように、感覚的にこの大きさのものなら部屋が狭く感じないと思ってもらうこともモデルルームには重要なことだから」

　高橋が低い声でそう言い、黙っていろと言っているような視線を向けていた。

「そういう意図があるんですね。勉強になりました」

　岸本はそう言い、智は彼女が本当に勉強するためにいるのだと思い込んでいた。

「では続けますね」

　花琳が言葉を続け、一通りの説明を終わらせた。

「私は今回のコーディネートが素晴らしいと感じました。建坪が非常に狭い中で、配置やインテリアの大きさによって生活空間、動線がしっかりと守られているところはさすがです」

　高橋がそう言い、智も大きく頷いた。

「どの案も素晴らしいと思いました。今回ですが、二番目のこの案を採用したいと思います。要望としてはこのダイニングテーブルの色をもう少し明るめの色に替えて頂きたい」

　智も高橋の言葉に続き、花琳と大地は頷きながら考えているようだ。

「それでは一番の案で使用したダイニングテーブルはいかがでしょうか？」

　花琳の提案に智も高橋もすぐに頷いた。

　細かい打ち合わせをしている智の傍らで、岸本はしっかりとメモを取っているようだった。

　次回の打ち合わせ日を決めると、この日は解散になった。

「では引き続きどうぞよろしくお願いします」

　いつもなら食事に行くはずなのに、花琳と大地がさっさと帰ってしまった。高橋と二人で会議室を片付けながら、智は高橋に訊ねた。

「今日は食事に行かないんですか？」

「いや、行くよ。ただ佐藤と柳本さんも一度会社に戻るって言っていたから、その後で待ち合わせることにしたんだ」

「じゃ、俺もその時間まで別件を見直して来ます」

「ヤナギさ、もう一件デザインを頼めるかな」

「スケジュール次第ですが、どんな案件ですか？」

　高橋と案件の話をしながらデスクに戻ると、岸本が話しかけてきた。

「柳田さん、さっきの打ち合わせですが」

「うん、何かわからないことがあった？」

「こことここの差がわからなくて」

　岸本がそう言い、智が説明を加える。

「専門用語はなるべく自分で調べて覚えたほうがいい。その方が覚えられるから」

「わかりました。柳田さんってどうして戸建てにこだわるんですか？」

「分譲住宅ってさ、一生の買い物だと思わない？」

　智は岸本にそう問いかけた。

「え？　それはもちろんそうですよね」

「賃貸のマンションとかだったら、飽きたら住み替えればいいけど、分譲住宅って違うよな？　四人家族がお互いを感じ合える空間というのをコンセプトにしてある。だから家族団らんで賑やかになるリビングダイニングをイメージしてもらったんだ。人の気配がいつも残っている感じってわからないかな」

「でも、あれではごちゃごちゃとインテリアがあって動線の邪魔になりますよね？」

「実際に出来上がったら、その目で確かめればいい」

　智はそこまで教えてやる必要がないと判断し、岸本自身で確認させることにした。

「柳田さん、この後は時間がありますか？　このデザイン住宅について教えてほしいことがあって」

「悪いけど、これからもう一件、別のクライアントのデザインを見直したいんだ。その後で予定が入っているから、岸本に教えている時間はない。そのデザインについてだったら……デザイナー本人に訊いてみたら？」

　岸本の質問攻めからどうにか逃れ、智は約束の時間までにやるべきことを終わらせた。

　高橋と一緒に待ち合わせの居酒屋に行くと、すでに花琳と大地がいた。

「お疲れ様です」

　花琳の隣に座ると、彼女はいつもとは違ってただ微笑んでくれるだけだった。

「先に飲み物を頼んで。俺と柳本はすでに飲み始めているから。ヤナギ、おかわりはいる？」

「はい、カシスオレンジで」

　花琳がそう言い、食事も大地のおススメを頼んでくれたようだ。

「じゃ、乾杯」

　飲み物が届けられ、乾杯をした後で大地が口を開いた。

「柳田さんって相当鈍い？」

「えっと、何に対してですか？」

　大地の質問の意味がわからず、智が訊き返した。

「鈍いと思いますよ。高校の時も駅で他校の女子に人気があっても気付かなかったくらい。気付かなくてよかったと思っていますけど」

　花琳が棘のある言い方をしていた。

「何の話か見えないんですけど」

　智がそう言うと、高橋が深い息を吐きながら言葉にした。

「岸本の件だよ。彼女は誰がどう見てもヤナギを好きだよなってこと」

　高橋の言葉に智は驚いた。

「えっ？　あり得ないですよ。俺はてっきり高橋さん狙いかと思っていたのに」

「なんで俺なんだよ？」

　高橋が呆れたように言って智は困っていた。

「高橋さんと一緒の打ち合わせの時によく同席するし、俺は指輪しているから関係ないかと思っていたんです」

　智の言い分に今度は花琳が呆れたように言葉にした。

「挨拶の時に私の指輪を見てから、大地さんとお似合いですねって言ったのに？」

「指輪？　あ、さっき彼女がいる振りで指輪しているのか訊かれたかな」

　智が正直に答えると、ほかの三人が深い息を吐き出した。

「佐藤さんもまさか……岸本が俺のことを好きだとか思っているんですか？」

「どう見てもそうとしか思えないよ。憧れの先輩って言うよりも彼氏にしたいって顔に出ていたと思うよ」

　智は頭を抱えた。

（そんなにあからさまだった？　俺が気付かないだけで他は気付いているなんて。でも俺には花琳がいるから諦めてもらうしかないけど）

　智はそっと席を立ち、トイレに立った。トイレから戻ってくると、花琳の様子が明らかに違って酔っているようだった。

「花琳、飲みすぎだよ。水かお茶をもらおうか」

　いらないと彼女が首を横に振り、智は花琳と一緒に先に帰ることにした。足元が覚束ない花琳の手をしっかりと握って帰るのは、二度目だと智は思った。

　家に帰ると、ソファに座った花琳は気怠そうだった。水を用意して彼女に渡すと、花琳は溜息をついた。

「ごめんね、智くん。迷惑かけちゃった」

「俺は構わないけど。珍しいよな、花琳がここまで酔うのは」

　花琳は足元が覚束ないほど外で飲んで帰ってきたことはない。智の記憶の中では再会したあの夜だけである。

「智くん、先にシャワー浴びてきて。私、ちょっと座っていたいから」

「わかった。花琳、具合が悪いなら横になっていた方が楽になるよ」

　智はそう言い、花琳をリビングに残してバスルームに向かった。
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　バカみたいだって花琳にもわかっている。

（あの子、可愛いんだもん。智くんってなんで気付かないのかなぁ？　だから東條さんみたいな人に付け込まれたのもわかっていないんだろうなぁ）

　花琳はそんなことを考えたが、智がモテるのは今に始まったことではない。それでも花琳を選んでくれて、一緒にいてくれることは頭では理解している。ただ心の中では不安が渦巻いてしまう。

（なんでこんなに嫉妬深いんだろう？）

　そんな気持ちでいっぱいだった。だから智に知られたくなかった。

　智がほかの女性に目移りしないことが明らかになって優越感を抱き、自分の嫌な部分が鼻につく。

（こんなんじゃ、嫌われちゃう。智くんに嫌われるなんて……）

　考えただけで目の前が真っ暗になる。忘れられない想いを引きずったまま、この先何年も生きていくなんて考えたくない。

　智がバスルームから出てくる音が響き、花琳はゆっくりと立ち上がった。ふらつくのはいつもよりも飲み過ぎたせいだけではない。どんよりとした暗い気持ちを抱えているせいもある。

　どんなに泣いても後悔しても元に戻らない時間を知っているからこそ、次に失うことがどれほど怖いことかわかりきっていた。

「だから絶対に嫌われないようにしなきゃいけないのに、どうして私って成長できないのかなぁ」

　智は花琳のことを理解しようとしてこの関係が成り立っている部分が大きい。その分、気を遣わせていると感じることが多々ある。もちろん、花琳も智のことを理解しているつもりだが、彼に甘えていることが多かった。

「いつか疲れちゃうだろうな」

「誰が？」

　智の声が響き、花琳はびくっとした。

「花琳、何を考えているのか教えて？　一人で抱え込まないで」

「彼女に嫉妬しているだけだよ」

　花琳はそう答えた。

「嫉妬？　なんで？」

「だって会社で智くんと一緒で、若くて可愛くて」

「でも彼女は花琳じゃない。俺は柳本花琳が好きで、彼女が可愛くて頑張り屋だからこそ、俺も頑張ろうと思うし、かっこよくいようと思っている」

「智くんは昔から、かっこよかったよ。背も高くて凛々しくて……女の子がいつも振り返るタイプだったじゃない。うちの学校の女子が興味を持たなくてよかったと思っていたの。学校にいる間、智くんは不機嫌そうでいつもつまらなさそうだった。誰も近付いてくるなってオーラがあって」

「そんなつもりはなかったけど、近寄りがたいとはよく言われたなぁ」

「だから独占できたんだと思っていたの。一緒に帰る時、他校の女子が噂をしていた。あの人、かっこいい。隣にいるのは彼女かな、違うよって」

「彼女以外と帰らないよ。遠回りの路線で帰るなんてありえないだろ」

「でも智くんの家を彼女たちは知らないもんね。ただ同じ学校で帰る方向が同じだと思われていた」

「花琳、人の目が気になるのはわかるよ。だけど、大切なのは俺と花琳の気持ちだと思うから。嫌な思いをしたから俺のこと嫌になった？」

「違う。そんな簡単に智くんを嫌いになんかならない。嫌いになったのは自分自身だよ」

　花琳はそう言い、深く息を吐いた。

「ごめん、シャワーを浴びてくるね。一度、頭を冷やしてくる」

　花琳は智から逃げ出した。バスルームのドアの前で智に腕を掴まれると、涙目になってしまった。

「お願い、嫌いにならないで」

「ならない。どうして花琳は自分自身が嫌になったの？」

「だって、嫉妬で変なことばかり考えちゃって」

「愛しているよ、花琳」

「え？　あ、愛？」

「うん、愛してる。こんなに誰かを好きになったのも愛しいと思ったのも花琳だけなんだ」

「私だって同じなの。智くんだけがすべてになってきて」

「うん、その気持ちだけで十分。だから花琳はその気持ちだけを信じて」

　智がぎゅっと抱きしめてくれると、今まで黒く渦巻いていた気持ちがすっと消えていく。

「俺も最初の頃はすごく嫉妬していたんだ。佐藤さんに」

「え？」

「だって俺の知らない花琳を絶対に知っているから」

　彼のその一言で花琳はホッとした。




　秋になり、智と高橋が手掛けた物件が建築業界の中でも有名な賞を取ったらしい。

「やっぱりすごいなぁ、って思うんですよ」

「惚気か。仕事しろよ、ヤナギ」

「しているじゃないですか」

　大地と花琳はひたすらチラシを折っている。タキモトインテリアではセールの時期でその配布チラシを折りながら、打ち合わせをしていた。

「高橋って年間でどれだけ賞をもらっているんだろうなぁって考えたことがある」

　大地が低い声で言い、花琳は驚いた。

「そんなにコンテストがあるんですか？」

「コンテストっていうか、コンペも含めて。社内社外問わず、興味のあるテーマの設計をやっているらしいから」

「すごいですね」

「うん、俺は社内コンペとインテリアのコンテストくらいしか時間がなくて」

「でも大地さんは常に新しいデザインを生み出して会社に貢献しているじゃないですか」

「そうかもしれないけど、目に見えた賞じゃないから、なんとなく負けた気分になるんだよ」

　大地の気持ちはわかるが、どう答えるのが正解なのか花琳にはわからない。

「でも形になって残るってすごいと思います。インテリアだって家だって建物だって、形として残りますから。私の仕事が一番、目に見えないですよね」

「まぁ、目に見えるものがすべてじゃないってわかっているけどな。それよりもまずはこの気難しいクライアントを唸らせたいな」

「はいっ！　次の打ち合わせの時こそ、満足してもらわなきゃですね」

　花琳はそう言い、考えてきたイメージを大地に伝える。

「なんていうか、もうちょっと何かあるといいんだよな。十分なんだけど一味足りないっていうか」

「わかります。ただ何を足せばいいのかわからなくなってきて」

「色を変えてみるか。いっそのこと」

　二人は模索しながら、新たなコーディネートを考えていた。

「ヤナギ、結婚はいつ頃するんだ？」

「まだ決まっていないですよ。近い将来っていうか、その時がきたらって感じじゃないですか？」

「じゃ、質問を変えよう。ヤナギはすぐに結婚したい？」

「今すぐは考えていないです。ただいつでもいいと言えるように準備をしておきたいとは思っています」

　花琳はそう答えたが、結婚は今じゃないと思っている。自分のやりたいこともあるし、今のままでも十分だし、恋人として二人で過ごす時間ももっと欲しい。

（やっぱり欲張りかな。仕事ももっとできるようになりたいし、今のままでは一人前とは言えないし）

　いつか智と結婚したいという気持ちは変わらない。ただそれが今じゃないっていうだけなのだが、智はいつ頃を考えているのかちゃんと話したことがなかった。

（意外と肝心なことは話していないのかも？）

　そう思った花琳だったが、今すぐに結婚する気がないのもあってこの話題は無意識に避けていたのかもしれない。

　智に特定の恋人がいることを知った岸本は、その後智へのアプローチをやめたらしい。これは高橋から聞いた話で、花琳はほっと胸をなでおろした。

「恋人がいて、結婚まで考えているような相手を好きになっても時間の無駄らしいよ。最近の若い子は割り切るのが早いなぁって思ってさ」

　高橋の言葉に花琳は頷いた。

「簡単に割り切れるうちに諦めるっていいですよね」

　四人で打ち合わせの時にそんな話をして、また次の仕事で一緒にできることも決まっていた。

「智くん、忙しそうだね」

「次々と仕事を任されるようになってきて、やっと一人前の仕事をこなせるようになってきたかなぁって感じかな。会社にも任せて大丈夫って思ってもらえるようになってきたっていうか」

「うん、その気持ちは少しわかる」

　花琳もまた途切れることなく依頼が入り、充実している。




　二人は二年目のクリスマスを迎えた。この年はクリスマスイブに定時で仕事を終わらせ、予約していたレストランへと向かった。

「智くん、予約ありがとう」

「今年こそはデートしたくて」

　二人はレストラン近くで待ち合わせ、美味しい料理を前に笑顔で過ごしていた。

「クリスマスプレゼントはネクタイにしたの。カフスとネクタイピンも揃えたんだ」

「ありがとう、助かる。ネクタイがくたびれてきて……ワイシャツは頻繁に買っているんだけど、ネクタイは時間をかけて選びたかったんだ。その時間もなかなか取れなかったから本当にありがたい」

　予想以上に喜んでもらえた花琳は、嬉しくて仕方ない。

「俺はピアスにしたよ。あまり目立たないピアスなら仕事中も付けてもらえるかと思って」

「可愛い！　ありがとう、大切にするね」

　智が選んでくれたピアスはティアドロップ型のピアスで、ムーンストーンが入っていた。

「女性にプレゼントをすることがなくてすごく悩む」

「私も智くんへのプレゼントは悩むの。できればリクエストに応えたい」

「来年からは一緒に買い物に行く？」

　二人はまた一つ約束をした。一つずつ叶っていく約束と新たな約束、それが二人の未来への道しるべのようだった。










第七章　未来









　二人が再会して三年が経った。

「中途半端な時期だけど、九月末で東條建設を退社することになりました」

　高橋から突然呼び出された花琳と大地は、そう聞かされた。

「高橋さん、退社してどうするんですか？」

「昔からやりたいと思っていたことを叶える時期が来たかなと思った。それにはまだ勉強が必要だと気付いて、一度海外に勉強しに行こうと思っている」

　高橋の決断に花琳は素直に尊敬のまなざしを向け、智と大地はどこか寂しそうな視線を向けていた。

「設計の仕事は続けるから、これからも仕事で絡むことはあると思うよ。その時はまた楽しんでやろうよ」

　高橋は明るくそう言い、その日は高橋の送別会を兼ねた飲み会となった。

「智くんは高橋さんが退社すること、いつ聞いたの？」

　花琳は帰り道に智に尋ねた。

「一週間くらい前かな。花琳と佐藤さんには自分で言いたいからって言われて、黙っていたんだけど」

「寂しくなるね」

「寂しいのもあるけど、頼りにしていた人がいなくなるから……不安が大きい」

「そうだよね。でも、きっとまた高橋さんと四人で仕事ができる日が来るよね？」

「あぁ、そういう日を作りたい」

　花琳は高橋が自分の夢を叶えようと動き出した姿に感動していた。

「智くんは、この先……将来的にはおじいさんと同じように独立を考えているの？」

「独立は考えていない。住宅の建築デザインは年々斬新なものが増えているし、それを学べるのは最先端な技術を持つ会社だと考えているから。東條建設で学びながら成長していきたいと考えているよ」

「そうなんだね」

　花琳はタキモトインテリアに就職するというのが夢だった。そこでクライアントのニーズに合わせたプランニングをする。この先もタキモトインテリアでプランナーとしてコーディネーターとして働いていきたいとしか考えていなかった。

（具体的にどんなプランナーになりたいのか、何を極めたいのか、目標を常に持たないと）

　そんなことを考えていた。しかし、現実はなかなか厳しい。クライアントの要望を叶えるためには、もっと感性を磨いて商品の知識も必要になる。言葉が足りないプランニングでもデザイナーの人の想像力で助けられている部分が多々ある。

（まずはデザイナーの人にもわかりやすく伝えられるようにしなきゃ。イメージをもっと現実的にするのと、いろんな製品を見て回るのも増やそうかな）

　花琳は自分に足りないところを分析しているつもりだった。

「花琳、ちょっと話がしたい」

　家でも仕事をすることが増えた花琳に、その日遠慮がちに智が声をかけてきた。

「あ、大丈夫だよ。仕事していたわけじゃないから」

　花琳は自分の部屋から出ると、リビングに向かった。

「相談があるんだ」

　智の言葉に花琳は頷き、二人は向かい合って座った。

「引っ越しがしたい」

　智がそう切り出し、花琳は目を丸くした。

「それって一緒に住むのをやめるってこと？」

「そうじゃないよ。花琳、お互いに忙しい時期だし、勉強したいこともいっぱいあるのはわかっている。でも、そろそろ結婚しないか？」

「結婚？」

「うん、今から準備をして来年の春くらいに結婚式を挙げたい。そこで花琳が気に入ってくれるなら、この家を買おうと思って」

「家を買う？」

「うん、俺がデザインした家なんだけど、テーマが新婚の二人がこの家と一緒に時を重ねて成長していくもので、俺は花琳と一緒に住みたい家をデザインしたつもり」

「素敵な家だと思うけど」

「俺や花琳、そして家族が増えたら成長していく家がテーマ」

「う、うん、すごく良いと思うの。結婚してこの家に住んで、家族が増えてって素敵だと思う」

「うん、何が不安？」

「家を買うってすごいことだと思っているんだけど」

「一生の買い物だから、花琳と一緒に住みたい家をデザインしたつもりなんだ。まだ直せるから、花琳の希望があれば教えてほしい」

「ううん、この家は理想だと思う。ただ金銭的なものを考えると」

「俺もすごく迷った。結婚も今じゃないと思うかもしれない。でも、この先もお互いにすれ違ったり、忙しくなったりするなら、今結婚しても変わらないかなって思った。俺は花琳とこの先もずっと一緒に過ごしていくって決めているから」

「結婚はいつでもいいかもしれないけど、この先依頼が入ったら結婚式の準備に差し支えないかな？」

「それも考えて、先に結婚を決めて予定を組んでいけば、依頼もうまくスケジュールに組めるような気がしたんだよ。花琳はどう思う？」

「結婚してマイホームを買って……うん、そうだね。いつかって言っていたことを、現実に叶えていく時期かもしれないよね」

　花琳はそう言って笑みを浮かべた。

「では、改めて……柳本花琳さん、長く待たせてごめんな。俺と結婚してください」

「はい、私で良ければ」

「花琳じゃなきゃ、ダメだから」

「私も智君以外は嫌だから」

　二人は抱き合ってキスをした。

「もっと雰囲気のあるレストランとかでプロポーズすればよかった。ごめん……」

　智がそう言い、花琳は首を横に振った。

「智くん、この住宅の設計士は高橋さんに依頼してね」

「あぁ、もちろん。もう本人にも了解を得ているから。インテリアは佐藤さんと花琳に任せるよ」

　二人の額がこつんとぶつかり、笑みを浮かべる。

「私たちの再会に立ち会った人たちで作る家だね」

　花琳がそう言い、智が大きく頷いた。

「高橋さんと佐藤さんがいてくれなかったら、再会して付き合い始めてすぐに東條のことでまた別れていたかもしれないと思うことがある」

「高橋さんがいなかったら、智くんと東條さんはやっぱり付き合っていたんだって思って、別れていたと思う。それに大地さんがいなかったら、近藤先輩に連れていかれて大変なことになっていたと思うの。私たち、あの二人にすごく支えてもらっているんだよね」

　花琳も改めてそう思うと、智に提案した。

「ねぇ、智くん。あの二人にお礼をしたいね」

「そうだな。食事も奢ってもらうことが多かったし」

　二人はどんなお礼をするか、悩みながら笑っていた。
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　高橋の退職を聞いた智は、焦っていた。高橋の協力があってこそ、今の智の功績があると言ってもいい。

「ヤナギ、心配しなくてもいいと思うよ。俺はヤナギのデザインが好きで設計を担当させてもらった。ヤナギのデザインはこれからいろんな人と出会って、もっと磨かれていくと信じているよ」

　高橋にそう言われ、智は頑張ろうと思ったが、やはり不安の方が大きい。

　それと同じころに、智は由美が結婚するという話を聞いた。その話を聞いてすぐに智は、また由美の思い込みが始まったのかと思った。しかし、違った。

「結婚が決まったと聞いて、ヤナギが相手かと思ったんだよ」

　建築デザイナー仲間で飲んでいる時に、その話が出た智はドキッとした。

「お相手が研究室の人だって聞いて、驚いたんだよね。年内に結婚するらしいよ」

　そう聞いた智は、焦り始めた。

（花琳と婚約しているようなものの、いつでも結婚できるからと後回しにしていた。お互いに忙しいことを言い訳にして……自分の夢も大切だけど、今後は花琳の夢も守っていきたい。結婚のこと、ちゃんと話をしよう）

　智がそう心に決めた頃、あらたな分譲住宅の建設プランが出た。智は三棟のデザインを任されることになり、そのうちの一つを自分と花琳のマイホームにしたいと考えた。

　今回の分譲住宅は会社からも近い場所で今よりは少し不便になるが、近くに広い公園がある。都心には珍しく、その公園付近には高い建物がないエリアだ。

　かねてから花琳と住みたい家のデザインは頭の片隅にあった。図面におこしているうちに、その形ははっきりとしてきてその図面を見せて花琳にプロポーズをもう一度した。

（焦りすぎて自宅でとっさにプロポーズしちゃうなんて）

　後悔したが、花琳の幸せそうな笑顔を見ていたら、どうでもよくなった。

　十一月の連休を使って、智は花琳の実家と自分の実家に挨拶に行った。お互いの実家には何度か遊びに行っていて、結婚したいと申し出るとどちらの家もやっと決まったかと言われ、特に花琳の母親はうれし涙を流して喜んでくれた。

「花琳、入籍したい日ってある？」

「結婚式と一緒でいいと思うけど」

　智は頷きながら、今度は結婚式をどうするか二人で悩み始めた。

「結婚式はどんな形式にする？」

「智くん、これに参加してみない？」

　花琳がインターネットで検索して見つけたのは、ブライダルフェアだ。智はすぐに頷き、二人はまずどんな結婚式にするか決めることにした。

　結婚式の形を決めて、それから招待客の人数によって場所を決める。

「智くん、招待客はどうする？」

「俺は大学の時から交流のある友人が何人かと、高橋さんくらいかな。花琳は？」

「私も同じかな。高校の時の同級生はどうする？」

「あまり連絡も取っていないんだよなぁ。地元に帰ってちょっと飲みに行く程度の付き合いはあるけど、花琳と付き合っていることも言っていないから。花琳は？」

「私は大学も一緒だった二人を招待するつもりなんだけど、智くんは嫌じゃない？」

「嫌じゃないよ。花琳と付き合っていることを隠しているつもりもないし、ただ言うタイミングがなかっただけ。都内よりも地元の方がいいかな？　結婚式」

「私の招待客は地元の人が多いかも。それにお互いの両親や親族を呼ぶなら、地元がいいかな」

「それなら五月連休明けの週末か、六月初旬の週末で考えようか。大安がこことここにあるんだけど」

　智がカレンダーを見ながら候補の日にちを挙げていく。それから式場を決めて、結婚式の準備が本格的に始まった。
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　結婚式の準備が少しずつ進むにつれ、花琳は不安が膨らんでいた。

　彼女の不安の一つに金銭的なものがある。

（マイホームを購入して、結婚式にはこれだけのお金が必要で……こんなに大丈夫かな）

　それでも智が協力的で結婚式の準備は楽しみもある。

　その最中、花琳は智と一緒に正月を実家で過ごすことになった。大晦日の夜から元日までを花琳の実家で過ごす。

　その大晦日の夜のことだった。

「花琳、智くん、ちょっと話を聞いてもらえないか」

　花琳の父親があらたまり、寛いで座っていた花琳も智も正座をして父親に向き直った。

「結婚式の準備のことだが……」

　花琳の父親は一呼吸を置いた。

「これを結婚式の費用に充てなさい。十分な金額ではないと思うが、少しでも足しになれば」

　父親が通帳を渡してくれて、花琳は驚いた。

「花琳のためにずっと積み立てていたものだ。学費に充てていた分もあるが、まだ残っている分もあるから」

　そう言ってくれたが、通帳には花琳が大学を卒業してからも毎月決まった金額が積み立てられていた。その金額を見て花琳は息をのんだ。

「毎月、私が仕送りしている分だよね？」

「あぁ、中高、そして大学にお金がかかったからと言って、社会人になってから少しずつ花琳が送ってくれた金額をすべてこの通帳に振り込んでいた。いつか花琳が必要になった時に渡そうと思っていたから」

　父親がそう言い、母親も頷く。

「今が渡すべき時じゃないかとお父さんと話したのよ。もちろん十分なお金とは言えないだろうけど、二人が思い描いているものが少しでも実現できるように」

　花琳と智は深く頭を下げた。

「ありがとうございます」

　お互いに自然と声が漏れ、そして言葉が重なる。

　元日の夕方、智の実家に行った花琳たちは、そこでも同じように通帳を渡された。

「両親ってありがたいな」

　智が感慨深げにそう言い、花琳も頷いた。

「そうだね。私たちもいつか自分たちの子供にしてあげたいと思った」

「そうやって繋いでいく想いもいいよな」

　お互いの両親からも助けてもらい、結婚式の準備も新居の準備も着々と進んでいく。

　二人の新居の完成は四月末と予定がはっきりと出た頃だった。

「高橋が帰国しているから、飲みに行かないか？」

　大地が花琳を誘い、花琳が智を誘った。

　その席で、大地がゆっくりと言葉にした。

「俺、三月末で退社が決まったんだ。独立してデザイナーとしてやっていくけど、タキモトインテリアともかかわった仕事をしていくつもりだから」

「大地さん、独立するんですか？」

「実は、インテリアだけじゃなくてやりたいことがあって、少し前からその準備を始めていたんだ」

　大地の行動力に驚きながら、花琳は彼がやりたいことがなんなのか興味があった。

「佐藤さんのやりたいことって何ですか？」

　智が質問し、大地は頷いた。

「インテリアが一番やりたいことには変わりないけど、食器にも興味が出てきたんだ。漆器づくりをやりたくて。二人の結婚式には参列させてもらうし、仕事上では絡むことはこれから先もある予定。まずは二人に夫婦茶碗を作ろうと思っているよ」

「工房とか作るんですか？」

　花琳が質問すると、大地は首を横に振った。

「将来的には工房を構えるかもしれないけど、とりあえず弟子入りしてしっかりと勉強をしようと思っているんだ」

　大地の清々しい顔を見ていると、花琳はなぜか羨ましく感じた。

「夫婦茶碗、楽しみにしていろよ」

　そう言って、大地は三月末に退社した。

　すぐに大地と会えなくなると思っていた花琳だったが、彼とはまだやりかけの仕事があった。それが終わっても、共同の仕事はいくつか続いていた。

「花琳、佐藤さんがいないとやっぱり仕事がやりにくくなったりする？」

　智が心配してくれたが、花琳は首を横に振った。

「大地さんとはまだ一緒にやっている仕事がいくつかあって、打ち合わせの時間になると会社に来るからあまり今までと変わらないような気がする」

「俺も高橋さんとは会う機会が減ったんだけど、メールで常にやり取りしているからあまり変わらないかな。ただ一緒に出掛けることがないから、もう同じ会社にいないんだって実感する」

「あ、わかる。私もつい大地さんが使っていたデスクに行って、違う人が座っているから驚くよ」

　花琳はそう言って笑っていた。

　二人の結婚式前に新居が完成し、購入の手続きが始まった。結婚式の準備も終盤に入り、忙しい時間の合間を使って滞りなく準備をしているつもりだった。

「今週は打ち合わせがあるけど、智くんは大丈夫？」

「もちろん」

　二人は楽しんで準備をしていた。




　いよいよ、二人の結婚式当日になった。二人の地元で結婚式は行われる。前日の仕事が終わった後に、花琳は智と一緒に地元に戻った。

　二人はお互いの実家に帰り、翌日は朝早くから準備に追われる。

　前日に両親と話そうと思っていた花琳だったが、彼女が実家に到着すると父親はすでに寝てしまったらしい。当日の朝も花琳が早い時間にでてきたのもあり、父親と顔を合わせていない。

　ウエディングドレスを着て、ヘアメイクも整った花琳のところへ両親が来た。

「お父さん、お母さん、今までありがとう。今度こそ、親孝行をさせてください」

　花琳の挨拶に両親はただ頷くだけで、声にならないようだ。

「花琳、綺麗なお嫁さんだな。自慢の娘だ。智くんと一緒に笑顔のたえない家庭を作っていきなさい」

　父親の声が震え、花琳も涙が溢れそうになる。ぐっとこらえて、父親と一緒にバージンロードを歩いた。

（お父さんの肩がこんなに近くにあるんだ？　手ももっと大きいと思っていたのに。お母さんもお父さんも、なんだか小さく感じる。親孝行しながら、二人にはもっと元気でいてもらわなきゃ）

　父親の肩車で公園から帰ってきた幼少期を思い出しながら、花琳は両親のことを想う。正面には智がシルバーのフロックコートを着て、花琳を見守ってくれていた。

　一度は手を離してしまった人……。

　縁があって、途切れた縁がもう一度繋がって、この先も二人で乗り越えていく。そんな想いを胸に、花琳は父親の手を離れて智の手を取った。

　チャペルでの結婚式の後に、披露宴という形式ではなく食事会を設けていた。

「ご結婚、おめでとうございます。いい結婚式だね」

「ありがとうございます。高橋さんもこのために帰国してくれて……」

　高橋と大地の席に行くと、高橋がまずお祝いを述べてくれた。

「結婚、おめでとうございます。本当にいい式だったよ。ここの食事も美味しくていいね」

　大地がそう言い、今度は智が頭を下げる。

「佐藤さんも遠いところ、ご列席いただきありがとうございます」

「二人のためだからな。お祝いに駆けつけるよ」

　大地がそう言い、高橋も頷いている。和やかな雰囲気の中で、結婚式は終わった。

「花琳、お疲れ様。すごく綺麗でどう声をかけていいかわからなかったよ」

「智くんもお疲れ様。フロックコート、すごく似合っていたよ。智くんこそ、かっこよすぎて言葉が出なかったわ」

　花琳がそう言うと、智が笑いながら首を横に振った。

「みんなが楽しんでくれる式になったのは、花琳がいっぱい考えてくれたからだと思う」

「智くんも協力してくれたからでしょ」

　花琳は早く彼に触れたくて、彼の腕を掴んだ、

「地元の宿を取っておいて正解だよな。この後、都内に戻るのはちょっと大変だから」

「うん、さすがに今日は疲れて戻れなかったね。ここの旅館、一度来てみたかったの。地元だと泊まることがなかなかないから」

「俺もはじめて来たけど、ずっと気になっていたんだよな。江戸時代に建てられた建物がこうやって今も残っていて……ずっと残る建物を俺もいつか建ててみたい」

　智はそう言いながら、花琳を引き寄せる。

「二人が出会った場所で、結婚式を挙げられて幸せだなって思ったの」

　花琳は素直に智に身を預けながら、言葉にした。

「この土地で出会って、思い出があって……そして新居のある街で再会してやり直せた」

　今が一番、幸せだと言わんばかりの智を制し、花琳は言葉にした。

「これからもっとお互いに幸せになろうね」

　花琳の言葉に智は頷きながら、唇を重ねた。ゆっくりと角度を変えながら啄まれるようなキスは、いつもなら焦れて物足りなくなるのにこの夜は違った。

　キスを重ねるたびに一つ一つの思い出が蘇ってくるような気持ちで受け入れる。

「俺と花琳の初デートって覚えてる？」

「ふふ、覚えてる。学校近くの駅前にあった住宅展示場」

「そうそう、あの家もすごく好きだったんだよなぁ」

「制服姿の二人で家を見て回ったよね」

「今思えば、不動産屋さんが困惑する気持ちもよくわかるけど」

「もし、智くんが住宅展示場の案内している時に、高校生カップルが来たらどうする？」

　花琳がくすくす笑いながら彼の頬を撫でる。

「くすぐったいよ、花琳。そうだなぁ、俺なら喜んで案内する。きっとそのカップルも俺たちみたいな将来を思い描いているかもしれないから」

　花琳は頷きながら、二度目のデートも似たようなものだったことを思い出す。あの頃は、住宅が建てられると見に行くことが多かった。花琳は内覧で展示してあるインテリアに興味を示し、智は間取りを勉強していたはずだ。

「今の俺たちがあるのもあの頃の俺たちがいたからだよな」

　智はそう言い、花琳を抱き上げた。

「同級生たちは翌日のテスト勉強に追われていたのにね」

　花琳はそこまで成績が優秀というほどではなかった。智は花琳よりもずっと成績がよくていつ勉強しているのか不思議に思っていたことがある。

「智くんっていつ勉強していたの？」

「え？　いつって授業中？」

　花琳は彼の頭の良さに溜息をもらす。

「いいなぁ、一度で頭に入る人は」

「一度で頭に入るわけじゃないけど、集中して授業を受けて必要なことだけノートに取っておけば」

「要領がいいんだね」

　花琳はそう言いながら、彼にキスをねだる。思い出の数だけキスしたい、そんな願いを込めていた。

「今日はキスが好きな日なんだね。でも、俺はそろそろ我慢の限界」

「え？」

「昼間のウエディングドレス姿からずっと花琳を抱きたくて仕方なかった。ようやく俺の嫁になってくれたって実感してもいい？」

　花琳は小さく頷いた。

　二組の布団が敷かれ、その一つにそっと花琳は下ろされた。キスをされながら、彼の手がゆっくりと花琳の背中を撫でる。背中から胸の方へと手が這い、キスが深くなったと同時に胸の膨らみを確かめるように撫でられる。舌が絡まり、花琳の口腔内に熱を帯びた智の舌があますところなく刺激を与えてくれる。

　智の舌を追いかけるように花琳も懸命に舌を動かすが、逃げられて時折絡められてと焦らされるばかりだ。服の中に手が入り、ブラジャーのホックがパチンとはずされると、ふるんと零れ落ちた胸を受け止めるように彼の手が膨らみを支える。ぎゅむっと少し強く揉まれると、背中をそらしてしまって唇が離れた。

　優しく花琳を布団に横たわらせ、智が服を脱いだ。花琳のブラウスのボタンを丁寧に外しながら、彼が覆いかぶさって額や頬に唇を落としてくる。お互いの乱れた息と熱い体温を感じながら、言葉にならない気持ちを確かめ合うようにキスをした。

　花琳は彼の鎖骨に指で触れ、引き締まった胸の筋肉へと指を滑らせる。胸の中央にある突起を見つけ、好奇心でその頂を指で弾いてみる。指先でくるくると撫でまわすと、彼の頂も硬くなっていく。もっと硬く尖らせたい衝動に駆られた瞬間、彼の舌が花琳の胸の頂を捉えた。舌先で弾かれるように刺激されると、花琳の腰が震える。

「花琳、今日はすごく敏感だね」

　彼の手が今度はスカートを脱がし、胸の頂を飴玉のように舐めながら彼女を脱がしていく。ショーツの中はすでにぐっしょりと濡れていて、花琳は恥ずかしくなった。

　花琳のショーツが脱がされ、智もすべてを脱いだ。屹立した智のソレは天井を仰ぎ、猛々しい。その熱い塊を見ているうちに花琳は触れたくなった。上半身を起こしてそっと彼自身を手で包むと、形を確かめるように手を動かす。智の熱い手が花琳の胸を撫でまわしながら、頂を指で挟んで捏ね回す。彼女は彼自身に手を這わせて、ゆっくりと掴んで扱き始めた。智が咎めることもなく、彼女の足を開くと、花弁に触れてくる。

「ねぇ、花琳。俺はここに早く入りたい」

「私も欲しい」

　花琳が彼自身から手を離すと、智が彼女の隘路に指を突き立てる。溢れた蜜を絡めながら奥へと指を進めながら媚壁を擦っていく。

「智くんっ、指っ、じゃなくてっ」

　指で擦られるだけで敏感になってしまい、快感が近付いてくる。

「知っているよ。でももっと柔らかくしておきたいんだ」

「あっ、だめっ……イ、イクっ！」

　秘玉に指が当たった瞬間、花琳はビクンと大きく腰を震わせた。膝で立っていられなくなり、仰向けに倒れると身体を捩って快感の波を受け止める。

「や、やだっ、まだイッてる最中……」

　智の顔が花芯に近付き、舌で強い刺激を与えながらちゅうっと吸われた。びくびくっと小刻みに震える花琳の言葉は声にならない。息が止まりそうになるくらいの快感が次から次へと押し寄せてくる。ぴゅっと何かが噴き出ると、智はようやく自分自身に避妊具を付けた。花弁と花芯を彼自身が擦りあげ、そのもどかしさに花琳は身を捩る。

　ぐいっと入ってくると、一気に奥へと突き進んできた。

「ごめん、一回目は早い」

　智は最奥の壁に刺激を与えると、早い律動で一気に腰を動かした。

「あっ、ダメっ……また来ちゃう」

「うん、ごめん。俺も持ちそうにないから」

　一度目の到達はお互いに早かった。お互いの腰が震えてもしばらく智は花琳の中にいた。ゆっくりと出て行った直後、彼は避妊具の始末をすると、もう一度自分の手で軽く扱いて硬くする。

「智くんっ？」

「うん、すぐに入りたい」

　彼はまた硬くなった彼自身に避妊具を被せ、今度は花琳の後ろからゆっくりと入ってきた。腰を揺らされるたびに、胸の先端がシーツで擦れる。ゆっくりとした律動に物足りなくて、自分で腰を揺らしてしまう。そんな花琳の気持ちを悟ったのか、智の腰がピタリと止まった。そのまま花琳の上半身を起こし、彼の膝の上にのせられた。体の向きを変え、智は手を伸ばすと鏡台の扉を開いた。

「智くんっ？　何？」

「花琳、鏡をしっかり見て」

　智自身をぱっくりと咥えた自分の秘部が映し出され、花琳は恥ずかしいのに目が逸らせなかった。

　智の足が花琳の足を開き、左手で大きな乳房を包み込みながら頂を捏ね回される。右手の人差し指と中指の腹で花芯をぐりぐりと撫でまわされて固くなった花芽を抓まれる。

「すごく締まった。蜜が溢れるのも……見える」

「や、やだっ、恥ずかしい」

「花琳、自分で動いて」

　鏡を見ながら腰を上下に揺らし始めると、彼自身が濡れてきらきらしているのがわかる。それを見ているだけで羞恥心が快感を引き寄せてしまった。

「まだ、ダメだよ……花琳」

　ぎゅうっと締め付けて彼自身が早く達してほしくて、花琳の腰の動きが早くなる。それを制するように智が身体を抱きしめる。

「もう少し、花琳の中にいたいんだ。ちょっと我慢して」

　甘く囁かれ、首の後ろに唇を落とされる。さわさわと両胸を撫でられると、焦れて腰が浮いてしまう。

「智くん、もう無理っ……苦しい」

「うん、俺も我慢できない」

　やっと智が動いてくれて、下から強く突き上げられた。花琳はそのまま大きな快感の波を引き寄せると、びくんびくんと腰を震わせて彼自身を締め付ける。彼自身が脈打つのを感じて、前のめりに倒れ込んだ。花琳の上に覆い被さった智の熱い息遣いを感じながら、花琳も息を切らしていた。智自身が花琳の中から出ていくと、花琳は体の向きを変えて彼の胸に顔を押し当てた。

　お互いの息が整うと、もう一度智がキスをしてくれた。彼はゆっくりと立ち上がり、冷蔵庫を開けた。

　花琳は目を閉じてまどろみながら、戻ってくる彼の気配を感じていた。

「花琳、水を持ってきたよ」

　智の声が響き、花琳は重い瞼を押し上げた。

　彼の腕に抱えられて起き上がると、ペットボトルの水をゆっくりと飲んだ。

　その夜はもう一度、今度はゆっくりとしたペースで抱き合った。何度も抱き合っているはずなのに、この結婚式の後の夜は特別だと感じた。




　結婚式の前に二人は新居に移る準備を済ませていた。結婚式後に新居に引っ越し、新婚旅行は二人の夏休みを利用するつもりだ。

「結婚式が終わって、引っ越しも終わって一息って感じだな」

　智がそう言い、花琳も頷いた。

「直後に有休を取って新婚旅行にしなくてよかったね」

「うん、夏休みにして正解だった。それで、花琳。今後のことを話したいんだけど」

「今後のこと？」

「そう、子供はどうする？」

「今すぐは無理だけど、祖父母がまだ元気な内に赤ちゃんを見てもらいたいなって思う」

「俺もじいちゃんが急かすんだけど」

「新婚旅行が終わってから、考えようよ」

　花琳がそう言い、智は頷いた。




「入籍も結婚式当日だけど、結婚式を挙げたから何か変わるとは思っていなかったんだ」

　結婚して一ヶ月が経つ頃、智はそう言い出し、花琳は頷いた。

「私は苗字が変わるくらいかなぁって思っていたの。でも職場では今まで通り柳本で通していて、特に変化を感じていないつもりだった」

「花琳はそうだよな。苗字が柳本から柳田になるけど、俺は特に変わらないから」

　二人は一緒に夕食を囲んで話していた。

「すでに一緒に暮らしていたし、住んでいた場所は変わったけど……でもやっぱり結婚式の後、ちょっと変化があったんだよ。気持ち的にも安心というか落ち着いた感じがする。だから焦りがなくなったっていうか……うまく言えないけど、地に足がついた感じでデザインが俺らしいっていうのかな。なんか俺のデザインっていうのが出てきた」

　智がそう言い、花琳も頷いた。

「気持ち的には、安心感が続いている感じがするね。他に何が変わったの？」

「うん、意識の問題かなぁ。今まで住宅デザインで意識していた家族って理想っぽい感じだったんだけど、現実的になったというか、家庭を守るっていう意味が実感できるというか。だから今までよりもアットホームなデザインが描けるようになってきたよ。それが俺らしいデザインって感じみたいで」

「なんとなくわかる。目線が少し変わるってことだよね？」

「デザインにも変化が出てきたみたいで、一週間くらい前に完成した住宅を見に来てくれた高橋さんに驚かれた。高橋さん、日本での仕事のついでに寄ってくれたみたいで、その時に確立してきたなって言ってくれたんだ」

「高橋さんが驚くような変化が出てくるのね。私はそこまでの変化はないかなぁ」

「花琳、この前の住宅で書斎のコーディネートしてくれただろ？　あれ、すごくかっこよくてスタイリッシュだってうちの社内でも人気があったよ」

「よかった。個性的すぎるかなと心配になっていたの。タキモトでは驚かれたデザインなんだけど、一緒に組んでくれたデザイナーさんが本当にいろんな案を出してくれて、想像力を掻き立てられて今までにないタキモトデザインができたって言われたの。それで今度はそのテーマでショールームの一角を使って展示が始まるの。そのためにデザイナーさんといくつか新しいデザインを考えるんだけど、すごく楽しい」

「高校の時、花琳と出会った頃は、まだ漠然と建築デザイナーになりたいって思っていたんだけど」

「漠然としていたの？　しっかり進路を決めていたと思っていた。建築デザイナーになりたいってはっきり言われたのを覚えているわ」

「あの時は、なんていうか……ちょっとかっこつけたかったのもあるんだよ。はっきりと将来が決まっているように思われたほうがかっこいいと思っていて、見栄をはったというか。建築に携われるなら何でもよかったんだよ。大工でも……あの当時はね。だけど、言葉にしたら自分の気持ちが決まったんだ。花琳がしっかりと将来を見据えていて、俺も一番やりたいと思っていることを花琳の前で言った。住宅デザインに携わりたいから、二級建築士って。まるで誓いを立てるかのようにね」

「そうだったの？　私は住宅デザイナーを目指しているってそういう将来を見据えているからこそ、智くんは勉強をすごく頑張っているんだと思っていたわ。だから負けられないって思ったんだもん。私も何が何でも夢を叶えなきゃって奮い立たせられたって言うのかな」

「花琳がタキモトインテリアの話をよくしていたからだよ。どうしても就職したい会社があって、そこでお客様目線でコーディネートしたいって、話していただろう？」

「うん、私はタキモトインテリア一択だったから。だから大学もタキモトのデザイナーさんが講師でいるあの大学って決めていて、指定校推薦枠があると聞いて内申点を稼いでいたんだもん」

「その夢を聞いているうちに、俺も建設業者を調べるようになったんだ。いろんな会社がある中で、じいちゃんが就職した東條建設に入って、住宅を建てたいって夢を見つけたんだ。もちろん、東條建設はどんな会社だったのか、じいちゃんに何度も聞きに行って俺のやりたいことができるのか、調べた上で選んだんだけど。いつか俺が建てた住宅のインテリアをタキモトインテリアに就職した花琳に手掛けてもらいたいって強く願うようになった」

　智の話を聞きながら、花琳は驚いていた。お互いに将来はこうなりたいと話していた高校時代。花琳同様に智もはっきりとした夢を持っていたと思っていた。お互いの夢を口にするたびに、その気持ちが高まって目標として定まっていったこと、そして今があることが奇跡のように思える。

「大学の時、花琳と離れちゃって……目指していたものすべてを失った気分だった。でも、俺は東條建設に入って、タキモトインテリアに受注をすればいつか花琳と仕事だけでも繋がれるって思ったんだ」

「夢を諦めようとした時期があったってこと？　別れた時、私は何が何でも夢を叶えたくて必死だった。ううん、必死に勉強していれば夢が叶うし、智くんのことも思い出になるんだと思っていたの」

「建築関係を諦めたつもりはなかった。ただやる気が出なくなったのは、一時あったよ。花琳と別れた直後、何もかもに手が付かなくて、花琳を追い求めるだけでもう一度、どうしても会いたいって気持ちが優先されていた。でももう一度頑張ろうとやる気が出たのも、花琳といつか仕事ができるチャンスが来るかもしれないって考えたから」

「私は智くんを忘れるために勉強に励んだの。バイトと課題で追われていれば、すぐにこの愛しい気持ちも消えていくだろうって思い込んでいた」

「俺はいつか花琳と仕事をした時に、認められたくて必死になった」

「いつか仕事ができるって思っていたの？　私はそこまで考えられなかった」

「うん、花琳は絶対にタキモトインテリアに就職するだろうって、決めつけていた」

　智の言葉に花琳は感動していた。

「そう思ってくれていたんだね。私は大学の時、智くんが賞を取ったでしょう？　あの頃は羨ましくて、負けたくないって思って必死だった。タキモトインテリアに就職するのに有利とされる資格を取るのに必死で」

「俺たち、ちゃんとお互いに励まし合っていたんだね。あの別れていた時間でさえも……俺は、花琳に高校時代で出会えたこと、本当によかったと思う」

「私も。あの時に智くんに会っていなかったら、今の自分はなかったかもしれない。タキモトインテリア一択だって言っていても、どこかで挫けていたかもしれない。あの時、別れたから意地でもタキモトインテリアに就職しなきゃって気持ちになったの。智くんとずっと一緒にいる未来が絶たれたことで、私にはタキモトに就職する夢しか残っていないと思っちゃって……再会することなんて考えもしなかった。地元が同じなのにね」

「俺も東條建設に入社する夢だけは叶えなきゃって、花琳と同じようなことを思っていた。花琳、俺と出会ってくれてありがとう。そしてまた俺を選んでくれて、この先の未来も一緒に歩いていく選択をしてくれてありがとう」

　智の言葉に感動して、花琳は言葉が出てこない。

「ありがとう、智くん」

　花琳はその一言が精一杯で、涙が溢れてしまう。

「俺こそ、ありがとう。これから先もよろしく」

　涙でいっぱいの瞳を彼に向けて、花琳は大きく頷いた。二人の唇が重なり、そして額をこつんと合わせる。この先の未来も二人で一緒に作っていくために、お互いの笑顔を守るために。

　繋いだ手を今後二度と離さないように、未来へと向けて一歩ずつ確実に歩んでいく。








【完】
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